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　欠けた月を薄うすい雲が覆おおい隠かくすと、世界に静せい寂じやくが訪れる。

　夜の闇やみの中、月つき乃の宮みや大学の並木道を、ひとりの男が歩いていた。

　黒のスーツに、黒のネクタイ。夜そのものを具現化したかのような姿だ。

　ゆったりとした足取りには落ち着きがあり、その物腰ごしの穏おだやかさとは対照的に、横顔からは深い哀あい愁しゆうが漂ただよっていた。

　男の名は福ふく島しま礼れい司じ。

　向かう先には、礼れい拝はい堂どうが待ち構えていた。

　木製の大きな扉とびらに手が掛かる。亡もう者じやの悲鳴のような音を上げ、扉は開かれた。

　礼拝堂の中は、不思議とひんやりしていた。

　熱帯夜の蒸し暑さはない。空調が効いているわけでもなかった。

　板張りの床ゆかと、革かわ靴ぐつの底が重なるたびに、乾かわいた音が響く。

　最後列の座席の横で、礼司は立ち止まった。

　正面のステンドグラスが見下ろしてくる。

　だが、礼司の目はそこへは向けられず、別のものを捉とらえていた。

　礼拝堂の中心で、修しゆう道どう衣いに身を包んだ少女が祈いのりを捧ささげていた。両膝ひざを突いた姿勢で制止し、まるで時が止まっているかのようにも思える。

「もうここへはいらっしゃらない方が福島様のためだと、以前にご忠告差し上げたかと記き憶おくしておりますが」

「その忠告を無視して、私がやってくることを、君は知っていたのだろう？　知った上で、忠告をしたというべきかな」

　返事の代わりに少女が立ち上がる。

「あなたはわたしを神か何かと勘かん違ちがいなさってはいませんか？」

「そういったものに、最も近い存在だとは思っているよ。それが、神なのか、悪あく魔まなのかは別にしてね」

「悪魔とは随ずい分ぶんなおっしゃりようですね」

　ヴェールを翻ひるがえし、少女が振り向く。その藍あい色の目に、礼司は捕まった。

「確かに女性に対して失礼だったかもしれないな。だが、それは事実だろう？　上うえ杉すぎ杏あん奈な」

「わたしはそうは思っておりませんが」

「死の呪じゆ縛ばくからも解放され、人の運命すらも導くというのなら、それを人と表現するのは相応ふさわしくないと私には思えるがね」

「何をおっしゃりたいのか、わたしにはわかりませんが？」

　表情ひとつ変えることなく、杏奈はただ礼司を見据すえていた。恐ろしいまでに美しい瞳ひとみで。

「この六年間、私は世界各地を回ってきた。かぐや姫ひめのことを知るために。セルマが死ななければならなかった理由を知るために」

「それはご苦労様でした」

「私だけではない。多くの研究者がかぐや姫ひめの謎なぞに挑いどみ、そして、挫ざ折せつしていった」

　言葉を切ると、礼れい司じは杏あん奈なの顔色を窺うかがった。杏奈は瞬まばたきをひとつ落としただけで、目を逸そらすこともなかった。

「調べた限り、死因が明白なかぐや姫は、セルマだけだ。第三、第四、第五のかぐや姫は、八月の満月を迎えた後、精神崩ほう壊かいに陥おちいったという記録を最後に、原因もはっきりしないまま命を落としている。表向きは、事故死や病死で処理されているがね」

「福ふく島しま様、なぜそのようなお話をわたしになさるのですか？」

「君ならよく知っていることだと思うからだ。消えたのはかぐや姫の命だけではない。どの国でも、どの機関でも、八月の満月を迎えたあとで、研究チームは消滅し、データも失われている。これを偶ぐう然ぜんと思えるほど、私は間抜けでもお人よしでもないようだ」

「それは興味深いお話ですね。わたしになどではなく、どこか別のしかるべき機関に持っていってはいかがですか？」

「やったのは君だろう？」

　冷たい眼光で礼司は杏奈を貫いた。それにも、杏奈は反応しない。視線も下げず、眉まゆも動かさない。ただ、聞いているだけだった。

「なぜ、隠かくそうとする。何を隠そうとしているんだ！」

「あなたには関係のないことです」

「なら、質問を変えよう。真さな田だ宗そう太たと立たち花ばなひなたの間に生まれた、あのアルテミスコードは何だ？」

「……知ってどうなさるおつもりですか？」

「言ったはずだ。私は知るために生きている。知ればそれで満足だ。たとえ、知ることが君に命を奪うばわれることであるのだとしても」

　杏奈は優ゆう雅がな動作で、再び礼司に背を向けた。

　何も言わず、ステンドグラスを見上げる。

「君が見逃したということは、害のあるものではないのか？」

「神か、それとも悪あく魔まかは、それを信じる者が決めることです」

「……それが君の答えか」

「すでに舞台の幕は上がりました。観客に過ぎないあなたには、もう見ていることしかできないのですよ」

「……その物語が、真田宗太と立花ひなたのものであるのなら、やはり、君は悪魔になるしかないんだな」

「どう称されようと構いません。元々、在ることすら許されざる存在であると、わたしは自覚しているのですから」

　再び祈いのりの姿勢を取った杏あん奈なの後うしろ姿すがたから、礼れい司じはすぐに視線を逸そらした。そのまま扉とびらに向き直り、礼れい拝はい堂どうを出て行こうとする。

　扉に触ふれた時点で立ち止まり、一度だけ杏奈を振り向いた。

「君は、祈れば救われるのか？」

「わたしは、この世に救いなど求めてはいません」

　少女の言葉を背中に受け、礼司は礼拝堂を後にした。無意味と知りつつも祈らずにはいられない少女を哀あわれに思いながら。

　見上げた空には、欠けた月が顔を出していた。
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「宗そう太たさん、責任取ってくれますかっ！」

　真剣な面おも持もちで身を乗り出してきた銀ぎん髪ぱつの少女の迫力に負け、真さな田だ宗太は思わず半身を引いた。

　ここは月つき乃の宮みや市内にあるホテルの一室。

　やってきたのは昨さく晩ばんで、宗太とひなたはすでにこの場所で一夜を明かしている。ふたりを取り巻く緊迫した雰ふん囲い気きをよそに、レースのカーテン越しには実に清すが々すがしい朝の光が差し込んでいた。

「責任取ってくれるんですかっ！」

「ま、待て！　落ち着け！　責任って言葉の意味わかって言っているのか!?」

「こ、こうなってしまった以上は、もうわたしにはそれしかないんですよ！」

　いつにも増して、ひなたは必死だ。瞳ひとみを潤うるませながら、訴えかけてくる。

　宗太はたじろぐばかりだった。

「いや、だからさ……」

「ど、どうなんですか！　やっぱり……だ、だめですか？」

　ひなたの顔に不安の色が浮かぶと、宗太はさらに追い詰められ、頰ほおを引きつらせた。

「どうなんですかって、まだそういう話は、さすがに早いと思うんだが……」

「してしまった後なんですから、早いも遅いもありませんよ！　今がそのときです！」

　さらに距離を詰めてきたひなたから、宗太は離れようとした。だが、宗太が下がった分だけ、ひなたも一緒に近づいてくる。結局、ふたりの距離は変わっていない。それは、ひなたが食い下がってきているからではなく、ふたりの手が赤色のリボンでぐるぐる巻きにされ、絶対に離れないように固定されているからだった。

　外そうとしても簡単に外せる代しろ物ものではない。それが可能なら、そもそもひなたに責任を取れと迫られるような事態にもならなかったはずなのだ。

「わたしの一番恥ずかしいところまで見られてしまったのですから、ここは、菜な々な子こさんの言う通り、宗太さんに責任を取ってもらうしかないと思います！」

「だから、ちょっと待った。というか、見てはいないぞ、見ては。ちゃんと目は瞑つむってた」

「そ、それでも恥ずかしかったんですよ！　だって、もう、あんなところを……」

「そりゃ、そうだろうけど、これは不ふ可か抗こう力りよくだと僕は思うぞ」

「……ううっ、わたし、もう生きていく自信がありません…………全部、おしまいですよ……」

「わかった。わかったよ！　責任でもなんでも取るから！」

　しゅんとなっていたひなたが顔を上げた。

「ほ、ほんとですか？」

「あ、ああ」

「え、えっと、でしたら……よ、よろしくお願いします。ふつつかものですが」

　絨じゆう毯たんの上に正座をすると、ひなたは自由な左手だけで三つ指をついた。

　極度の脱力感に襲おそわれた宗そう太たは、床ゆかに座ったままソファに寄りかかった。白い天てん井じようを、豪ごう華かなシャンデリアが飾っている。わけもわからず、乾かわいた笑みが零こぼれてくる。

　宗太は後悔の眼まな差ざしで、ふたりを繫つなぐ赤いリボンを見据すえた。

　どうしてこうなってしまったのだろうか。

　何か過ちを犯したのだろうか。

　どこかで選択を間違えたのだろうか。思い当たる節ふしはある。それもそのはずだ。今け朝さ目覚めてからまだ一時間程度しか経たっていない。その短い時間の中に、すべての原因が詰まっているのだから。




　時計の針が朝の七時を告げる前に、宗太は目を覚ました。気けだるさを振り払いながら体を起こす。

　違和感に促うながされるまま、部屋の様子を窺うかがった。

　広さは十畳じようほど。清潔感のある新しいシーツに、ふかふかのベッド。サイドテーブルと、壁に埋うめ込まれた冷蔵庫だけが置かれた寝室は、ブラウンを基調としたカラーリングで統一され、シックな趣おもむきが漂ただよっていた。

　生活観はかけらもなく、室内で宗太の存在だけが妙みように浮いている。

　どれを取っても、住み慣れたマンションの自室とは違う。

「ああ……そうか」

　寝起きの掠かすれた声は、これが現実だと教えてくれているようだった。

　手で顔を擦こすりながら、宗太は改めて自分の置かれた状況を思い返した。

　今日は八月の十四日。八月の満月の出来事から、すでに一週間が経過している。

　あの日の翌日、月つき乃の宮みやに戻った宗太とひなたは、一緒に病院に連れていかれた。念のための精密検査だと説明され、一週間も入院することになった。身長や体重、視力といった基本的な健康診断以外にも、血液から心電図、各部のＣＴやＭＲＩと、ありとあらゆる検査が行われた。

　昨日きのうまではそうして病院で過ごした。夜になってやっと解放されたかと思えば、今度は今いる市内のホテルに連れてこられたのだ。

　詳くわしい説明はまだ受けていない。昨さく晩ばんは疲れていたのも手伝って、黒くろ田だや菜な々な子こに食い下がる気分にはなれなかった。

　それから一夜が明けた。

　宗太はベッドから下りると、寝室から外に出た。

　ドア一枚隔へだてた先は、広々としたリビングに繫つながっている。

　高級そうな絨じゆう毯たんが床ゆか一面に敷き詰められ、これまた高そうなソファが置かれている。奥はダイニングになっており、ホテルにもかかわらずキッチンまで完備されていた。宗そう太たが寝ていた部屋の他にも四つの寝室があり、スウィートルームの名に恥じない豪ごう華かな造りだ。

　宿泊料金を心配している自分に、思わず苦笑いがもれる。それに、誰かが反応したのに、宗太は気配で気づいた。

　外の廊ろう下かに出るドアの前には、黒っぽいスーツを着た体格のいい男性がふたり立っている。

　目が合うと会え釈しやくをされたので、宗太も慌あわてて返した。

　すると、部屋のチャイムが鳴った。

　ふたりの男はお互いに頷うなずくと、少し警けい戒かいした様子でドアを開く。やってきたのは黒くろ田だだった。

　相変わらずのよれたスーツにネクタイ。わざと残しているのか、剃そり残しなのか判別の難しいひげもいつも通りだ。

「お疲れさん」

　そう言って、黒服に挨あい拶さつをすると、黒田は部屋の中にずかずかと入ってくる。

「昨日きのうはよく眠ねむれたか？」

「黒田さんがろくに説明もしないで帰ったせいで、ぐっすり眠れましたよ」

「皮肉のひとつも出るんなら、まあ、健康ってことだな」

「ええ、おかげで性格が歪ゆがんでいく一方で困ってます」

　やれやれと言いながら、黒田はリビングのソファに腰こしを落とした。煙草たばこを取り出し、火をつけようとしたところで、テーブルに置かれた禁煙の札ふだが目についたのか、しぶしぶといった様子で、胸のポケットに戻す。

「この状況について、説明してくださいよ。何の目的があって、ホテルに泊まっているんですか？　いつまでいればいいんですか？」

「お前さんのことだから、わざわざ一から十まで言わなくても、だいたいわかってるんでしょうが」

「説明するのが黒田さんの義務で、誠意だと思いますけど？」

「それはつまりわかってるってことでいいんだよな？」

　にんまりと黒田が笑う。

　宗太は仏ぶつ頂ちよう面づらのまま、テーブルを挟はさんで黒田の前に座った。

「要するに、この状況は、いつまで続くかもわからないし、終わりが来る保証すらないってことですか？」

「きちんと自己分ぶん析せきはできてるじゃないの」

「どんな馬鹿でも理解しますよ。アルテミスコードに初めて子供が生まれたんですから。今じゃあ、僕とひなたは人類最高のモルモットってわけですよね」

「俺おれはお前さんたちを、モルモットにさせるつもりはないよ」

　真まっ直すぐに黒くろ田だが宗そう太たを見ている。

「けど、ホテルに缶かん詰づめにされています」

「その点はしばらく我が慢まんしてくれ。お前さんたちの身み柄がらをどんな連中が狙ねらってくるかわからないからな。まずは安全第一ってわけだ」

　自然と宗太は振り向いて、ドアの前を警備しているＳＰを見た。ドアの外にも、警護についてくれている人がいるのは知っている。

「一生に一度のＶＩＰ扱いだ。せいぜい楽しんでくれよ」

「そう楽観的に考えられればいいんですけどね。これじゃ、檻おりの中と一緒ですよ」

　困ったように黒田が口元を歪ゆがめる。

「今さらの確認になりますけど、学校はどうなりますか？」

　二学期の始まる九月まではまだ時間はあるが、秋になれば状況が変わるというものでもないだろう。

「その答えも、お前さんは知っているんだろ？」

　宗太は無意識に、ひなたが寝ている寝室のドアを見ていた。学校に行けなくなれば、ひなたはがっかりするだろう。それでも、気にしていないと強がるのが目に浮かぶ。

「ま、家庭教師は用意するから、勉強の心配はするな」

　今度は嫌いやそうに宗太が表情を歪める。

「いいですよ、そんなの」

「そうはいくか。楽らくができるなんて思ったら大間違いだ」

　黒田は楽しそうだ。

　そこに、ドアが開く音がした。ひなたの寝室から出てきたのは菜な々な子こで、薄うす手でのパジャマの上に、白衣を羽織ったアンバランスな格好をしている。昨さく晩ばん、病院から一緒にやってきて、そのままホテルに泊まったのだ。

「朝っぱらから随ずい分ぶんと楽しそうね。それに、黒田がこんな時間に活動しているなんて、明日あしたは雪でも降るのかしら」

「お前に暴走されては困るから、釘くぎを刺さしにきたんだよ。それとこんな時間にじゃなくて、こんな時間まで活動してるんだ」

　そう言って黒田があくびをひとつ落とす。

「あら、元もと夫なんだから、もう少し信用してくれてもいいんじゃないの？」

「元妻のことだから、信用できないんだろうが」

　ふたりの短いやり取りを聞いて、宗太はまたひとつの確信を得た。

「あの、釘を刺しにってことは、ここで菜々子さんが僕とひなたの研究をするってことですか？」

　誕生したばかりのアルテミスコードについては、今のところ何もわかっていない。能力も含め、どのステータスにカテゴライズされるものなのか。あらゆることが不明なままだ。

「君は理解が早くて助かるわ」

「褒ほめられても全然嬉うれしくないですけどね」

「別に褒めてはいないから安心して」

　宗そう太たを試すように菜な々な子こが不ふ敵てきな笑みを浮かべる。

　ここで苛いら立だちをぶつけては、思う壺つぼだと思い、宗太は出掛かった言葉をぐっと我が慢まんした。

「ま、そういうわけだから、よろしくね。協力して、チャイルドコードの正体を突き止めましょ」

「チャイルドコード？」

「子供のアルテミスコードだから、チャイルドコード。いいセンスしてるでしょ？」

「……まんまじゃないですか」

　自分に都合の悪いことはまったく耳に入らないようで、菜々子は構わずに言葉を続ける。

「じゃあ、早速始めましょうか？　ひなたちゃん起こしてきてあげて」

「なんで、僕が」

「私が声をかけても、『宗太さん……そんなのだめですよ、あ、そこはっ！』とかやらし～寝言しか言わないんだもの」

「あ～、もう！　わかりましたよ。僕が起こしてきます！」

「よろしくね～」

　ソファから立ち上がると、早足でひなたの寝室に入った。
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　半分夢の中にいるひなたと並んで、宗太はソファに腰こしを下ろした。

　テーブルを挟はさんだ正面には、菜々子が足を組んで座っている。黒くろ田だは仕事があるからといって帰ってしまった。

「それで、研究って何をするんですか？」

「そう怖い顔しなくていいわよ。わたしはこれでも人格者だから、国立アルテミスコード研究所でやっている人権無視の無む茶ちやは強要しないから」

　それでも宗太は警けい戒かいを解かない。その肩かたに、ひなたが寄りかかってきた。一度は起きたのに、もう寝てしまっている。

「ふふっ、お姫ひめ様を守る騎き士しの役も大変ね」

「僕が騎士なら、菜々子さんはさしずめ悪い魔ま女じよですね」

「あら、言うじゃないの。あながち間違ってはいないかもしれないけど」

「前置きはもう十分でしょ。僕たちは何をすればいいんですか？」

「簡単よ。ふたりで手を繫つないでくれる？」

　菜な々な子この様子を窺うかがいながら、眠ねむっているひなたの手を握にぎった。すると、ふたりの腕うでに、複数の文字式が絡からみ合ってできた左右対称の模様が浮かび上がる。それは、手首から肘ひじの辺りまで続き、寝息でも立てるように、静かに波打っていた。

　だが、それ以上の変化はない。重力が支配されることも、時が止まることも、物が動くことも、何も起こらない。

「これでいいんですか？」

「ええ、上出来よ」

　菜々子が鼻歌混じりにチャイルドコードの観察を始める。

　繫いだ手をじっと見られているのも居心地が悪くなって、宗そう太たの方から話を進めた。

「あとはどうすればいいんですか？」

「あとはその手をずっと離さないでいて」

　にっこりと菜々子が微笑ほほえむ。瞳ひとみの奥が怪しく輝いている。

　宗太の脳内に警けい戒かい警報が鳴った。最悪のケースを瞬しゆん時じに想像してしまった。

　恐る恐る確認を取る。

「あの……ずっとっていつまでですか？」

「だから、ずっとよ」

　何を当たり前のことを聞くのだという顔だ。

「いや、だから、もっと具体的な言い方にすると……」

「だから、二十四時間、四し六ろく時じ中ちゆう、寝ても覚めてもってことよ。私が離してもいいって言うまでって言えばさすがにわかるかしら？」

「…………」

「他に質問は？」

　面めん倒どうくさそうに菜々子が聞いてくる。

　身を乗り出して、宗太は慌あわてて言葉を返した。

「食事のときも!?」

「ええ、食事のときも」

「寝るときも!?」

「もちろん、寝るときも」

「風ふ呂ろも!?」

「当然、お風呂もよ」

「正気ですか？」

「冗じよう談だんなのか、本気なのかわかるくらいには、私のこと知っているでしょ？」

　口調は柔やわらかいが、否定を許さない強さが含まれている。目も笑っていない。それがどういうことか、わからない宗そう太たではなかった。

「ああ、そうそう。安心してくれていいわよ。研究中は、生活を覗のぞき見されるのも嫌いやだろうから、室内のＳＰにはちゃ～んと出て行ってもらうから。他人の目は気にしなくても平気」

「何を得意げに言ってるんですか！　菜な々な子こさんには全部見られてるってことでしょ！」

「あら？　私のことなら、空気だと思ってくれていいわよ」

「そんな自己主張の激しい空気があるわけないでしょ！」

「まったく面めん倒どうくさい年頃ねえ」

　菜々子と話しても無む駄だだと気づき、宗太はひなたの肩かたを揺すった。

「おいっ！　ひなたっ！　寝てる場合じゃないぞ！　起きろ！」

「……そうですよ～。何があっても、わたしは……宗太さんと一緒なんですから、えへへ……」

　惚ほうけた顔でよだれを垂らしたひなたは、まだ夢の中だ。

「寝ぼけてる場合じゃないって！　目を覚ませ！」

　さらに激しく揺らすと、ひなたが不ふ機き嫌げんな猫ねこのようにうめく。

　それで宗太の必死さが伝わったのか、約一分後には目を覚まし、三分後には状況を理解してくれた。

「宗太さんとずっと手を繫つなぐんですか!?」

「そうらしい」

「ご飯の時もですか？」

「ああ」

「寝るときもですか？」

「ああ」

「な、なら……」

　顔を赤くしてひなたが俯うつむく。

「ちなみに、風ふ呂ろのときもな」

「そ、そんなのって……」

「無む茶ちやに決まってるよな。それが常識人の反応ってもんだ。ひなたも言ってやれ。この非常識な人に」

　アルテミスコードを使って、宗太が視力を補ってやると、ひなたは菜々子に向き直った。

「よ、よくないと思います！　まだ若い男女が、必要以上に一緒にいると過ちが起こるかもしれないと、京みやこ先せん輩ぱいが前に言ってました！」

　それでも菜々子は涼すずしい顔をしている。この程度の抵抗は予想の範はん疇ちゆうなのだろう。

「ふたりも知りたいでしょ？　チャイルドコードがどういった性質を持つものなのか」

「他にもやり方ってもんがあるでしょ」

「何が起こるかわからないと不安じゃない？　危険なものだったらどうするの？」

「それはその通りですけど、調べるのに必要なときだけ手を繫つなぐんで十分だと思います」

「悪いけど、それじゃあ、不十分よ。連続使用による変化を観測しないと、すべてを調べたとは言い切れないでしょ？　ある一定時間以上の発動により、何らかの変化が生まれるのだとしたらどうするの？　手を離すことで、何かがリセットされてしまう可能性も、今の段階では否定できないのだから、仕方ないでしょ？」

「……引き下がる気はないんですね？」

「それに、これはふたりのためでもあるんだけどな。あらゆる日常的な場面で、ふたりが触ふれ合っても大だい丈じよう夫ぶだということを、私は証明してあげたいだけなのよ？　早く安全性を証明しないと、チャイルドコードの存在を危険視する人たちに、ふたりは引き離されちゃうかもしれないんだから」

「そ、そうなんですか!?　それはとてもすごく嫌いやです……」

「ちょっと、菜な々な子こさん！　そういう脅おどしはやめてくださいよ。ひなたも騙だまされるな！」

「あら、君だってその可能性くらい考えたでしょ？　これは事実よ？」

　握にぎった手に、ひなたが力を加えてくる。

「ど、どうしましょう……」

「大丈夫だから、心配するなって」

「で、でも、わたし、宗そう太たさんと離れ離れは嫌いやですよ……」

　ひなたの心にはしっかりと不安が焼きついている。

「それに、私の研究に協力してくれれば、ふたりの愛がさらに深まることは間違いないと思うわよ」

「何を馬鹿なことを言ってるんですか」

　冷ややかに言葉を返した宗太とは裏うら腹はらに、隣となりに座るひなたの肩かたがぴくりと動いた。

　離れ離れと聞いて落ち込んでいたのがうそのように、期待に満ちた表情を菜々子に向けている。

「ほ、ほんとですか!?」

「ええ、私が保証してあげる。片手がふさがっているのをいいことに、甘あまえたい放題で、ラブラブになれるんだから」

「……ラ、ラブラブ」

「おい、ひなた？」

「……それはたまりません……」

　口を半開きにして、恍こう惚こつの表情を浮かべたひなたが独ひとり言を口にしている。

　そこにさらに、菜々子が追い討ちをかける。

「どうしても嫌だって言うなら仕方がないけどね。しょうがないわよねえ。もったいないとは思うけど、あ～あ」

　帰り支じ度たくでもしようと、菜な々な子こが立ち上がる。

「わ、わたしは、してもいいですよ？」

「お、おい、ひなた！　目を覚ませ！」

「べ、別に、そのラブラブに興味があるからではないですからね！　わからないことは、きちんと調べておかないといけないと思っただけなんですから！　ほ、本当ですよ？」

「待て、冷静になれ。よく考え直すんだ。ずっと手を繫つないだままなんだぞ？」

「け、研究のためだから、仕方ないですよ。そ、宗そう太たさん分をいつでも補給できて、幸せだなんて、これっぽっちも考えていませんからね！　ご、誤解はしないでくださいね！」

　菜々子を見上げると、勝ち誇ほこった笑みを浮かべている。鼻で笑われてしまった。

「あ～あ、そんなに必死に否定したら、ひなたちゃんがかわいそうじゃないの。まるで、嫌いやがってるみたい。ひなたちゃんのこと」

「え!?　そ、そうなんですか？　わ、わたし、迷めい惑わくでしたか？　ど、どこがだめですか!?　今すぐ直なおしますから、言ってください！」

「ち、違うぞ、ひなたが悪いんじゃなくてだな……あ～、くそっ」

「いいんです……どうせ、わたしなんて……」

　気がつけば、選択肢しはひとつしか残されていない。

　だが、それを自分から選ぶには、まだ踏ん切りがつかない。

　それを見透すかしたように、ソファに座り直した菜々子が悪あく魔まの囁ささやきを口にする。

「君のために言い訳を上げようか？」

「言い訳？」

「最初にした話。君はさほど本気にしていなかったみたいだけど、安全性がはっきりしないと、引き離される可能性があるのは本当よ？　私に協力した方が、お姫ひめ様のためにはなるんじゃないかしら？」

「それは……」

「姫のために、騎き士しは自らを犠ぎ牲せいにするくらいじゃないと、守れないわよ。世の中、綺き麗れい事ごとだけじゃ渡っていけないことは知ってるでしょ？　痛いくらいに。それに、得体の知れないコードを持つ当事者としては、自分のためにも、一日でも早く知っておいた方がいいと思うけど？」

「……本当に、悪い魔ま女じよに見えてきましたよ」

「あら、君のために、言い訳を作ってあげてるんじゃないの。感謝してほしいくらいだわ」

　的確に、本心の部分を揺さぶられた。

　宗太も知りたいとは思っている。チャイルドコードが何なのか。なぜ、八月の満月を乗り切ることができたのか。

　チャイルドコードの能力は何なのか。危険性はないのか。

　この先に、何が待ち受けているのか。

　出てくるのは答えではなく、疑問ばかりだ。

　そして、それらの疑問は、不安となってのしかかってくる。解消する方法は今のところひとつしかない。

「強要はしないけど。一番大切なことくらい、自分で選んだら？」

　どこまでも菜な々な子こは容よう赦しやない。

「わかりました！　やりますよ！　やればいいんでしょ！」

「あら、本当にいいの？　まさか引き受けてくれるとは思わなかったわ」

　わざとらしく菜々子が驚いて見せる。全部計算ずくのくせに。

「そんなんだから、男が逃げるんですよ」

　わずかに菜々子の眉まゆが持ち上がった。

「……今のはちょっとむかついたわね」

「すみません。子供なんで、遠えん慮りよするのが苦手なんです」

「ふんっ、こうでないと張り合いがないわ」

　それで気を取り直すと、菜々子は携帯を取り出した。

「ああ、私だけど、話はつけたから部屋まで来てくれるかしら？」

　それだけ言って通話を終える。

「研究の手伝いの人ですか？」

「そんなところね」

　はぐらかすような返答に、視線で疑問を投げかけても、菜々子は取り合ってくれない。仕方なく待つことにした。

　二分ほどすると、失礼致しますという言葉と共に、見知った人物がやってきた。白と黒で飾られたエプロンドレス。丁てい寧ねいで慎つつましい物もの腰ごし。

　テーブルの脇わきで立ち止まったのは、特とつ課かの仲間である甘あま粕かすつばめに仕えるメイドの色いろ部べ璃り子こだった。

「璃子さんがどうして？」

「手を繫つないだままだと、何かと不便でしょ？　つばめちゃんにお願いして、璃子ちゃんを借りたの」

　そう答えたのは、宗太とひなたの間にしゃがみ込んで、ふたりの手が離れないように赤いリボンを巻きつけている菜々子だった。

　ただし、普通のリボンとは違う。測定装置にもなっているのだと、璃子を待っている間に、菜々子から説明を受けた。

「これで、よしっと」

　宗太の左手とひなたの右手はしっかりと結ばれ、力を抜いても離れることはない。繫がった状態が常に維持され、腕うでにもチャイルドコードが浮かんだままになっている。

「体力の消しよう耗もうが激しい場合はやり方を考え直すけど、まずはやってみてね」

「真さな田だ様、立たち花ばな様、困ったことがあれば、何なりとわたくしにお言い付けくださいませ」

　璃り子こが恭うやうやしく頭を下げる。

「こちらこそよろしくお願いします」

「お、お願いします」

「でも、つばめ先せん輩ぱいはいいんですか？」

「今回のお話を聞いて、積極的に協力するようにと言われておりますので」

「つまり、楽しんでいるわけですか」

　つばめの性格を考えれば頷うなずける。

「あ、でも、何かあったら危ないんじゃ……」

　何者かが強引な手段で、宗そう太たとひなたの身み柄がらを狙ねらってくる可能性もある。だからこそ、こんな場所に匿かくまわれているのだ。

　そうした危険に、一般人の璃子を巻き込むわけにはいかない。

「ご安心くださいませ。護身術の類たぐいも一通り学んでおりますし、それに……」

　途と中ちゆう、スカートをたくし上げたかと思うと、璃子の手が素早く動き、いつのまにか拳けん銃じゆうを握にぎっていた。
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「こちらの扱いにも精通しておりますので」

「ここ、日本ですよね」

「はい、日本ですよ」

「……璃り子こさんって何者なんですか？」

　その質問は笑顔でかわされてしまった。

「それでは、真さな田だ様に立たち花ばな様。今日からよろしくお願いしますね」

「こちらこそ」

　下げた頭を上げると、璃子が横目でひなたを見ているのに気づいた。促うながされるままに、宗そう太たも横を見る。すると、ひなたが俯うつむいたまま、もじもじと太ももの辺りを擦こすり合わせているのが目に入った。

　宗太の表情が凍こおりつく。

「……ひなた、もしかして」

　悪い予感ほどよく当たる。

「わっ、わたし……どうしたらいいですかっ!?」

　泣き出しそうな声だ。

「だから、僕は反対したんだって！」

「どうしてこのことを教えてくれなかったんですか！」

「真っ先にそれを気にするだろ！」

「もっと楽しいことしか考えてませんでしたよ！」

　ふたりを繫つなぐリボンを解こうとする。だが、引っ張っても取れない。よく見れば、結び目を小さな南なん京きん錠じようがロックしている。

　抗議の視線で菜な々な子こを見る。

「簡単に外れたら研究に差し支つかえるもの」

　菜々子が鎖くさりに吊つるされた鍵かぎを、ちらつかせる。宗太が手を伸ばす前に、胸のポケットに仕し舞まってしまう。意地悪く微笑ほほえむ。これでは、手の出しようがない。

　その間も、助けを求めるように、ひなたが左手を引っ張ってきた。

　鍵は諦あきらめ、リボンを千ち切ぎろうとするがびくともしない。

「あ、言い忘れたけど、それ、一本で車も吊るせるくらいの強度がある合金製のワイヤーを仕込んであるから、絶対に切れないわよ？」

　ならば、無理にでも菜々子から鍵を奪うしかない。

　近づこうとしたら、急に左腕うでが重たくなった。

　もう我が慢まんできないのか、ひなたがしゃがみ込んでしまっている。

「そ、宗太さん……わ、わたし……」

　この世の終わりみたいな顔だ。

　それは宗そう太たも同じだった。

「菜な々な子こさん、一いつ旦たん外してください！　次からってことで！」

「や～よ、面めん倒どうくさい」

「面倒とかそういう問題じゃないですよ！」

「真さな田だ様、背を向けたところで、どうせすぐに直面する問題ですから、これをいい機会だと思って乗り切りましょう」

　まったくもって璃り子この言う通りだが、それでも宗太は抵抗した。

「いや、次からにしましょう、次からに！」

「真田様、往おう生じよう際ぎわが悪いですよ」

　穏おだやかな笑みを浮かべながら、璃子がひなたを立たせる。宗太の意見には耳も貸さず、そのまま璃子はふたりをトイレへと連れて行った。

「いってらっしゃ～い」

　能天気な菜々子を、宗太は心の底から呪のろうのだった。




「……わたし、汚れてしまいました…………」

　トイレから戻ると、ひなたはソファに顔を埋うめたまま動かなくなってしまった。

「お互い、このことは忘れような……」

　宗太は宗太で、ソファに寄りかかってうな垂れていた。今日一日分の体力を使い果たした気分だ。もう何もしたくない。

「……うう、今はひとりにしてください」

「それができたらいいんだけどな……」

　乾かわいた声は天てん井じようにぶつかって、再び宗太のもとに戻ってきた。何を言ったところで、ふたりの手は赤いリボンで結ばれたままだ。

「細かいこと気にしてると、この先、やっていけないわよ」

　口を挟はさんできたのは、リビングの片隅すみに謎なぞの機械を設置している菜な々な子こだ。それ、なんですか、と尋ねると、宗太とひなたを繫つなぐ測定装置から、データを受信するためのコンピューターだと教えてくれた。

「相手のいいとこばっか見ているうちは、どうせ恋愛ごっこでしかないんだから。清せい濁だく合わせて、ひとりの人間なのよ」

「たぶん、いいこと言ってるんでしょうけど、菜々子さんに言われると納得したくなくなりますね」

　その挑ちよう発はつに菜々子は乗ってこない。空気を換えようとした宗太の思おも惑わくは、脆もろくも崩くずれ去った。仕方がなく、落ち込んだままのひなたの様子を横目に映す。

「人の記き憶おくってどうすれば飛ばせるんでしょうか？」

「真ま面じ目めな顔をして、怖いことを聞くな」

「だって……これでは、もうお嫁よめにいけません……」




「それは大だい丈じよう夫ぶよ。責任を取って、真さな田だ君が貰もらってくれるから」

　この菜な々な子この言葉を切っ掛けにして、ひなたはソファから顔を上げると、他に生きる道はないという必死さを携たずさえて、宗そう太たに責任を求めてきたのだ。

　半ば自や棄けになって試練を乗り越えたときには、もう宗太の気力は空っぽになっていた。

　脱力したまま、天を仰あおぐ。

　本当に、どこで間違ってしまったのだろうか。

　無気力となった宗太の耳に、菜々子のなるほどという声が聞こえたのは、それからしばらくしてからのことだった。気になってソファから首を持ち上げると、コンピューターの前に座った菜々子の背中が見えた。慣れた手つきで、何やら操作している。

「何かわかったんですか？」

「君はアルテミスコードの研究を馬鹿にしているのかしら？　そんなすぐにわかるわけないでしょ」

「その割には、なんか嬉うれしそうな顔してますけど」

「あら、わかる？　ちょっと興味深い発見があってね」

「発見？」

「これよ」

　そう言って菜々子は、宗太にモニター上の波形を見せてきた。時間の経過と共に、不規則に振幅している。

　ひなたにも見えるように、宗太はアルテミスコードを発動させて視力を補った。

　すると、モニター上にもう一本別の波形が表示される。それは、元々出ていたものとは違って、規則正しく波打っていた。

「これは、アルテミスコードが発する微弱な電磁波を検出して、波形として表示したものよ。あとから出てきた綺き麗れいな方が、元々、君が持っているアルテミスコードの波形。もう一方のランダムに揺らいでいるのがチャイルドコードの波形」

「はあ……」

「過去、何千というアルテミスコードを研究してきたけど、そのどれもが規則正しい波形として観測されてきたの。ひとつの例外もなかった。そのことから、アルテミスコードは変化を持たない存在だと思われてきたわ。物質的なものであるとするなら、化学変化を起こさない。生物的なものであるとするなら、成長や進化をしないものってこと。わかる？」

「菜々子さんの説明自体はわかります。それが何を意味するのかはわかりませんけど」

「今はそれでいいわ。このチャイルドコードの揺らぎが何を意味するのかは、私にもわかっていないから」

　そうは言われても、気持ちの悪さは残り、宗そう太たは顔を顰しかめた。ひなたは首を傾かしげている。

　自然と視線を落とし、チャイルドコードを見た。

　今も宗太とひなたの腕うでをたゆたっている。

　自分なりに考えをまとめようにも情報が少なすぎる。それに、専門家にわからないことが、自分にわかるとも思えなかった。

「……おいしそうな匂においがします」

　ふいに独ひとり言のように、ひなたが呟つぶやくと、璃り子こがキッチンから出てきた。

「朝食の準備が整いましたよ。さあ、真さな田だ様、立たち花ばな様、どうぞ、こちらに」

「あの、璃子さん」

「はい、真田様。どうかなさいましたか？」

「いや、その真田様っていうのは、よしてくれませんか？」

　さすがに少し照れくさい。

「もっと普通に呼んでもらった方がありがたいんですが」

「そうですか……確かにそうかもしれませんね」

　言いながら璃子が片手を頰ほおに当てて考え込む。名案でも浮かんだのか、明るい表情を宗太に向けてきた。

「では、ご主人様とお呼びいたしますね」

　思わず、宗太は喉のどを詰まらせる。二度、三度と咳せき込むと、その背中を璃子がさすってくれた。

「大だい丈じよう夫ぶですか、ご主人様」

「いや、だから……」

　すぐ側そばに璃子の顔がある。

「何か、粗そ相そうがございましたか？　ご主人様」

「……そ、それですよ！」

　慌あわてて身を引いて、宗太は体勢を立て直した。

「それ、とは、どれでございましょうか、ご主人様」

　最初は自然だった璃子の表情に、少しずつ悪戯いたずらっぽさがにじむ。それで、宗太は自分がからかわれているのだと気づいた。

　璃子が可お笑かしそうに忍しのび笑いをもらす。

「申し訳ありません。その……つばめお嬢じよう様から、真田様のことはそう呼ぶようにと仰おおせつかっていたものですから」

「……勘かん弁べんしてください」

「宗太さんは、ご主人様って呼ばれると嬉うれしいんですか？」

「……嬉しくないぞ、別に」

　誤解がないように、極力冷静に返事をした。

「そうなんですか？」

　ひなたはまだ疑問を残したような表情をしていたが、それ以上は何も言ってこなかった。

「それでは、宗そう太たさんに、ひなたさんと呼ばせていただきますね」

　別に呼び捨てでもよかったのだが、拘こだわる部分でもないので、璃り子この提案を宗太は受け入れた。

「では、宗太さんに、ひなたさん。朝食にいたしましょうか」

「はい！」

　元気よくひなたが返事をする。

　恐らく、利き手が使えないことをひなたは忘れている。

　食事も大変だろうなと思いながら、宗太は璃子に続いた。

　こうして、二人三脚ならぬ、二に人にん三さん手しゆの生活はスタートした。
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　何をするのも、初日は苦労の連続だった。

　朝食は璃子が気を回し、トーストにスクランブルエッグとサラダという、比較的食べやすいものを選んでくれたおかげで、宗太はさほどでもなかったが、片手、しかも利き手ではない左手しか使えないひなたは、テーブルの上の配置を把は握あくすることも難しく、結局、全部璃子に食べさせてもらうことになった。

　せめて、アルテミスコードで視力を補えればよかったのだが、それは菜な々な子こによって禁じられた。余計なノイズを取り除き、信用できるデータを検出するのに必要な処置だと言われてしまえば仕方がない。

　予想外に厄やつ介かいだったのが歯磨みがきだ。よくよく考えれば、宗太は歯ブラシを右手で扱ったことがない。いくら磨いても、きちんと磨けた気がしなかった。

「それなら、わたくしがお手伝いいたしましょうか？」

　そう言って、璃子は手招きすると、宗太とひなたを鏡の前からリビングに導き、絨じゆう毯たんの上に正座して自分の太ももをぱんぱんと叩たたいた。

「……膝ひざ枕まくらで？」

「この方が効率的ですよ？　それとも、わたくしではお嫌いやでしょうか？」

「むしろ、嬉うれしいですけど……」

　と口を滑すべらしたところで、左腕うでが重くなった。見ればひなたがぶら下がっている。

「よ、よくないと思います！　な、なんだかわからないですけど、胸の辺りがもやもやするので、だめだと思います！」

　ほっぺたをぱんぱんに膨ふくらませたひなたの剣けん幕まくに負けて、璃子の膝枕は諦あきらめた。代わりに、璃り子こにはひなたの面めん倒どうを見てもらった。

「わ～、なんだか、これ、とても気持ちがいいですっ！」

　膝ひざ枕まくらに後ろ髪がみ引かれる気持ちで歯磨みがきを終えると、今度は着替えに取り掛かった。宗そう太たとしては、どうせ外に出ないのなら、パジャマのままでもよかったのだが、今さらのようにひなたがパジャマ姿を恥ずかしがり、着替えることになった。

　そのときになって、お互い片腕うでに袖そでを通せないことに気づいた。これでは着替えるどころか、そもそもパジャマを脱ぬげない。

　すると、菜な々な子こが容よう赦しやなくハサミを持ち出し、慣れた手つきで宗太のパジャマを切り裂さいていく。それを不思議そうに見ていると、菜々子が得意げに笑った。

「私、メスの扱いも上う手まいわよ」

　冗じよう談だんなのか、本気なのか、判別はできなかった。

　会話に気を取られ、宗太が油断している隙すきに、菜々子はひなたもひん剝むいていく。すぐに上半身は裸はだかにされ、白い肌はだがあらわになる。

「ひなたちゃんの体に興味津しん々しんなのはわかるけど、着替えを覗のぞくのはマナー違反よ？」

　からかうような菜々子の指摘に、宗太の全身が熱くなった。驚きの悲鳴を上げながら、反射的に目を逸そらす。

「え？　あれ？　わ、わたし……み、見たらだめですっ！」

　素すっ裸ぱだかにされたことに遅れて気づいたひなたが、両腕を使って自分を抱だき締める。そのまましゃがみ込んでしまった。そのせいで、宗太の左手が柔やわ肌はだに触ふれた。

「ま、待て！　落ち着け！　手！　僕の手も挟はさまってるから！」

「え!?　あっ、あう……あう」

　思考が完全に止まったひなたが口をぱくぱくとさせる。

「と、とにかく離してくれ！」

「そんなことしたら、見えちゃいますよー！」

「見てないから……っていうか、璃子さん、菜々子さん、生温かい目で見守ってないで、助けてください！」

「あ、これは失礼しました。おふたりとも喜んでいるようにお見受けしたので、つい」

　このとき宗太は、笑顔でうそをつく璃子を、さすがあの甘あま粕かすつばめのメイドだと思った。

　洋服は一通り揃そろえられており、手を繫つないだままでも着られるものや、一部改造が施された衣服が用意されていた。その準備のよさに、普段なら嫌いや味みのひとつも言ったところだが、その時点でもはやそんな気力は残っていなかった。

　大混乱に見舞われながらも、どうにか着替えを終えた宗太とひなたは、午前中はリビングで何をするでもなくソファに並んで座って過ごした。正確には、朝からのどたばたした状況に疲れ、何もする気になれなかったのだ。

　昼食からは、璃り子こに頼んで箸はしを使うことに宗そう太たは挑戦した。これは想像以上に上う手まく扱えて自分でも驚いた。二度目の食事にして、ひなたに関しては璃子に任せるしかないという結論も出た。見えていない上に、片手ではどこに何が置かれているかを把は握あくするのが難しく、さすがにどうしようもなかった。

「ご、ごめんなさい。ご迷めい惑わくをおかけします」

「そんなにかしこまらないでいいですよ。わたくしはそのためにいるのですから」

「で、でも……」

「まあ、わたくしがいない方が、宗太さんに甘あまえられて、ひなたさんとしては都合がいいのかもしれませんけど」

「そ、そんなこと考えていませんよ！　宗太さんに、あ～んってしてもらうなんて、そ、それはとても魅み力りよく的なことですが……い、いえ！　違います。そんなの違いますからね！」

　ひなたが抗議する。宗太にも必死に訴えてくる。

「必死になると、余計に怪しまれてしまいますよ？」

　耳まで真まっ赤かになって、ひなたが唸うなりながら小さくなった。

「少し、からかいすぎましたね」

「うう……璃子さんは、意地悪です」

　そのやり取りですっかり打ち解けて、最初は申し訳なさそうにしていたひなたも、璃子に甘あまえるようになった。このとき、璃子が介かい護ご福祉士の資格も持っていると聞かされた。頼もしく思うと同時に、色いろ部べ璃子という人物が、宗太にはますますわからなくなった。

　昼間は璃子を交えて、色々な話をした。特に印象的だったのがつばめの話で、その昔は純じゆん朴ぼくで無む垢くなかわいらしい女の子の時代もあったらしい。夜など、ひとりでは眠ねむれないといって、よく璃子のベッドにもぐりこんできたそうだ。今度、その頃のつばめの写真を見せてもらう約束をした。

　やがて日は沈み、夜が訪れる。三度目の食事を済ませ、いよいよ大きな関門である風ふ呂ろの時間となった。

　だが、これは事前に対策を練っていたので、混乱は軽微で済んだ。

　宗太が背中を向けている間に璃子に水着を着せてもらい、ふたりで堂々と風呂に入った。スウィートルームの浴室は広々としており、ふたりで浸つかっても十分に余よ裕ゆうがある。

　旅行のときの露ろ天てん風呂より広いくらいだった。

　そうやって、どうにか長い長い一日を乗り切った。

　寝るときは、ダブルベッドの置かれた寝室を使い、手を繫つないだまま仰あお向むけになる。抱だきつかれないように、ひなたにウサギのぬいぐるみを持たせることも忘れない。

　気を張って疲れていたせいか、すぐにひなたは寝息を立てた。

　逆に宗太の方は、目が冴さえてなかなか寝られそうにない。しかも、しばらくすると、ひなたはウサギのぬいぐるみを手放し、もっといいものを見つけたとばかりに、宗そう太たに抱だきついてくるのだ。

　そのせいで、宗太は煩ぼん悩のうとの戦いを朝まで続ける羽は目めになった。
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　手を繫つないだままの生活も、二日、三日と進み、十日が経過した頃には、大たい概がいのことには慣れていた。それは、璃子の的確なフォローのおかげでもあれば、菜な々な子この強引なショック療法のせいでもあった。

　それでも、想定外の事態は起こるもので、三日目には着替えの最中にひなたがスカートに足を引っ掛け、半はん裸らのまま宗太をベッドに押し倒す事件が起きた。

　七日目には、入浴中、水着のトップスが外れ、ふたりでパニックに陥おちいった。騒さわぎを聞きつけた璃り子こに助けられ、どうにか事なきを得た。

　他にも、朝起きるとひなたが宗太のパジャマに首を突っ込んでいたり、逆に、宗太が寝ぼけてひなたを脱ぬがしていたりと、ハプニングが絶えることはなかった。

　たった十日にもかかわらず、思い返すと色々なことが起こったものだ。

　ベッドの上に座らせたひなたの髪かみをドライヤーで乾かわかしながら、今日までの出来事に思わず苦笑をもらした。

「宗太さん？」

「なんでもないよ」

「本当ですか？」

「ほんとだって」

「ならよかったです。またわたしが変なことをしたのかと思いました」

　熱風に吹かれて、銀ぎん髪ぱつが舞い踊おどる。乾かわいてきた証しよう拠こだ。

　ドライヤーを止めたところで璃子がやってきた。手には買い物袋を下げている。

「どこか行くんですか？」

「明日あしたは雨のようなので、今日のうちに買い出しに行っておこうと思いまして」

「あ、わざわざ、すみません」

「いえいえ、これがわたくしの仕事ですのでお気になさらずに」

　言いながら、璃子はふたりの側そばに近づいてくる。

　用件はもう伝わっている。宗太が不思議に思っていると、小さく璃子が笑った。

「少し、ひなたさんをお借りしますね」

　宗太の返事を待たずに、璃子はひなたに耳打ちをする。

「何の話ですか？」

「女の子の秘密です」

　にっこりと微笑ほほえみ、璃り子こはひなたを解放した。

　そのひなたはというと、緊張した面おも持もちで背せ筋すじをぴんと張っている。

「あ、それと、夕食の準備はしておきましたので、おふたりだけでお先にどうぞ」

　璃子は寝室を出て行ってしまった。

「……ふたりで夕食って。あ、ちょっと、璃子さん、待ってください！」

　肝かん心じんなことに気づいたときにはすでに遅く、後を追ったが璃子はホテルの部屋から出てしまっている。

　廊ろう下かに飛び出してきた宗そう太たとひなたを、ＳＰが怪け訝げんな顔をして見ていた。

「あ、どうも……」

　意味もなく挨あい拶さつをして、大人おとなしくリビングに戻った。

　璃子が言った通り、真っ白の座ざ卓たくの上に、夕食が用意されている。

　ダイニングテーブルを使わなくなったのは、床ゆかに座って自由に体勢を変えられた方が、ひなたの食事をフォローしやすいからだ。初日の夕食から、このスタイルで食事をするようになった。

　その座卓の上では、白いご飯に、味み噌そ汁しる、焼き魚と和あえ物が、おいしそうな湯ゆ気げを上げている。

　見事に、箸はしを使わないと食べにくい献こん立だてだ。

　先ほど、寝室に現れた璃子の意味深しんな笑みを思い出す。何か、よくない企てをしていたのは明白だ。

「宗太さん？」

「……なんでもない、飯にしようか」

「は、はい」

　座卓に並んで座った。

　やけに静かだ。考えてみれば、ふたりきりになるのが久しぶりだった。旅行のとき以来になる。意識すると、妙みような緊張感がこみ上げてきた。

「……璃子さん、いないんですよね？」

「あ、悪い。ひとりじゃ食べられないもんな」

　右手での箸の扱いは、この十日で普通に食事をするには困らない程度に上達した。

　焼き魚を箸でほぐし、一口分だけひなたの口元に運ぶ。

　名前を呼んで合図すると、遠えん慮りよがちに小さく口が開き、何とか焼き魚を食べさせることに成功した。もぐもぐと音でもしそうなくらい、ゆっくりとよく嚙かんでから飲み込む。

　今度は茶ちや碗わんのご飯を箸にのせたが、少し手前で零こぼれてしまった。

「結構難しいな、これ」

　璃り子こがやっているのは簡単そうに見えていたのに。

　これでは、食べ終わるのに何時間もかかってしまうし、宗そう太たの食事も進まない。

「あ、あの……宗太さん」

「ん？」

「先ほどですね。その……璃子さんから、いい方法を教わったんですけど……」

「いい方法？」

「は、はい。それを試しても……いいですか？」

「それは食事の方法ってことでいいのか？」

　緊張した面おも持もちでひなたが頷うなずく。

「なんか、嫌いやな予感がするけど、とりあえず、試してみるか。どうするんだ？」

「え、えっと……宗太さんは、そのまま座っててください！」

「お、おう」

　擦すり寄るようにひなたが近づいてくる。

「おい、ひなた？」

「あ、あくまで璃子さんが、こうするといいって言っていただけですからね。わたしが言い出したわけではないですよ？」

　繫つないだ手が作るわっかをひなたの頭が潜くぐり抜ける。すると、ひなたが宗太の膝ひざの上に座る格好になった。

　すぐ目の前にある銀色の髪かみから、風ふ呂ろ上りのいい香りがした。

「こ、これだと、宗太さんも箸はしを使いやすいはずだと聞きました！　本当ですよ？　璃子さんが言ってただけですよ？」

　確かにひなたを背中から抱だく体勢になったことで箸は使いやすい。

　だが、その代わりに体が密着して、それが原因で手元が狂いそうだ。

「わ、わかった。とにかくやってみるか」

「は、はい」

　お互い緊張で体をがちがちにしながら、食事を再開した。

　やってみると、横からよりも圧倒的に楽だった。運ぶ先が、自分の口か、ひなたの口かの差で、動作に大した違いはない。すらすらと箸を動かせる。食事もはかどった。

　すると余よ裕ゆうもできて、ひなたが口を動かしている間に、宗太は自分の食事も進めた。

「宗太さん？」

「ん？　どうした？」

　口に物を入れたままで喋しやべる。

「箸……同じのですよね？」

「あ、悪い。嫌いやだったか？」

「ち、違いますっ！　そ、宗そう太たさんこそ嫌いやかなあって」

「まったく気にしてなかったよ」

「い、いいんです。このままでお願いします」

「そっか。ならいいんだけど」

　和あえ物を箸はしで摑つかんで、ひなたの口元に持っていく。

「ほれ、あ～ん」

「あ～ん。……すごく美お味いしいです」

　満面の笑みを浮かべている。

「ほっぺたにご飯粒ついてるぞ」

　箸を持ち替えて、指で取ると、宗太はそれを自分で食べた。

「……夢がまたひとつ叶かなっちゃいました。宗太さん、あ～ん」

「ったく。今日はやけに甘あまえてくるな」

「だって、久しぶりなんですよ？　宗太さんとふたりきりって」

「なるほど、それはつまり、璃り子こさんと菜な々な子こさんが邪じや魔まってことだな。案外、ひなたって酷ひどいやつだな」

「そ、そんなこと言ってませんよ！　ちょっとだけ……ほんのちょっとだけは、そう思うときもありますけど……」

「それは同感だな」

「宗太さんとお揃そろいですね」

　すっかりリラックスしたひなたが寄りかかってきた。それでも軽いくらいだ。

　触ふれ合った足や胸元に、体温が浸透してくる。

　両手を前に回して、ひなたをやさしく抱だき締める。

　ひなたがくすぐったそうに笑うのを聞いて、ますます幸せな気分に宗太は浸った。

　だが、その幸せも長くは続かなかった。

「いや～、これはええもん見させてもらいましたわ」

　聞き知った声に背せ筋すじが跳はねた。とっさにひなたを解放する。

「心配して様子を見に来たのに、その必要はなかったみたいね」

　リビングの入り口に立っていたのは、片かた桐ぎり京みやこと甘あま粕かすつばめだった。ふたりとも、学校の制服姿で、心底呆あきれた表情をしている。

「こ、これはですね！　別にやましいことじゃなくて、単に食事をしていただけで」

「ふ～ん」

　一ミリも信用してくれていない。

「ふたりは恋人同士なんだし、いいんじゃないの？」

「けど、子作りに励むんでしたら、場所はわきまえた方がええと思います」

「そ、そんなことより、京みやこ先せん輩ぱいとつばめ先輩が何でここに？」

「それはさっき言ったと思うけど？　心配で様子を見に来たの。これもさっき言ったけど、その必要はなかったみたいだけどね」

「話が耳に入らんほどに、動揺してはるようですな。みっともないこって」

　押し黙だまった宗そう太たに、意外な助け舟が出された。

「その辺で許してあげてはいかがですか？　わたくしとしても少し心苦しいのですが」

「ど、どうして、璃り子こさんが？　買い物は？」

「まだ気づかないの？　全部つばめが仕組んだことよ？」

　京は哀あわれむように宗太を見る。それから、名前を呼びながら、ひなたに抱だきついた。揉もみくちゃにされながらも、ひなたが楽しげな悲鳴を上げる。

　久しぶりにふたりに会えて嬉うれしいのだろう。

「来るならもっと早くに来てくれてもよかったんじゃないですか？」

「それがこっちもヒマじゃなくなっちゃってね」

　ひなたに抱きついたまま、京が少しだけ真剣な色を含んで顔を上げた。

「何かあったんですか？」

「けったいな事件がいくつか月つき乃の宮みやで起こってはってなあ」

「まだ確定したわけじゃないけど、銀の箱舟が絡からんでる可能性が高いって黒くろ田ださんは見ているみたいなの」

　銀の箱舟の名に、宗太の表情も曇った。

「ま、宗太君が心配することじゃないわよ」

「けど」

「どっちかゆうたら、心配なんは宗太はんとひなたちゃんの方でっしゃろ？　今は余よ所そんことに首突っ込んだらあかんえ」

　つばめの言う通りだが、言われて気持ちを切り替えられるなら苦労はしない。

「京先輩、能力の方は大だい丈じよう夫ぶなんですか？」

「うん、大丈夫。もう誤ご魔ま化かしが利かないくらいにだめになってるから。何か面めん倒どうなことになっても、あたしはせいぜいつばめのバックアップ要員よ」

　何かを吹っ切ったように、京が力なく微笑ほほえむ。その様子から、巴ともえとも仲直りをし、黒田とも何らかの話し合いをしたことが窺うかがい知れた。

「まあ、それなら安心ですね」

「なんや、宗太はんはウチの心配はしてくれへんの？」

「さっき心配はするなって言ったのは、誰でしたっけ？」

「それは事件のこってすわ。ウチ個人とは違います」

「じゃあ、まあ、気をつけてください。これでいいですか？」

「宗そう太たはんがウチをどう思うてはるか、ようわかりましたわ」

　まだまだ何か言いたそうなつばめは、璃り子こがなだめてくれたおかげでようやく大人おとなしくなった。

　そこに、背後で物音がした。菜な々な子こが根ね城じろにしている寝室のドアが開いた音だ。

　宗太はぎょっとして身を縮めた。室内には誰もいないはずだ。

「楽しいお話は終わったのかしら？」

「んなっ！　……菜々子さん、どうしているんですか!?　出掛けてたんじゃ？」

「何を言っているのかしら？　ずっといたわよ？」

「……ずっとって」

「君がひなたちゃんとイチャイチャ、ラブラブしているときからずっと」

　責めるように、宗太は璃子を見た。

「おふたりで食事をしてくださいとは言いましたけど、菜々子さんがいないとは一言も口にしていませんよ」

　勘かん違ちがいしたのは宗太の責任であって、確かに璃子に否はない。たとえ、そうなるように誘導していたのだとしても。

　頭を抱かかえてうずくまりたいが、片手が塞ふさがっていてはそれもできない。

「だ、だいじょうぶですよ！　ま、まだやましいことはしていませんから！」

「ふ～ん、これからするつもりだったわけか。突入のタイミングがちょっと早かったかな」

　墓穴を掘ったひなたが、真まっ赤かになりながらも、さらに弁解しようとするが、余計にこじれるのは目に見えていたので、宗太は事前に止やめさせた。代わりに、威い嚇かくするように、周囲の女性陣じんを見据すえ、何も言わないように釘くぎを刺さした。

　はいはいと、軽い返事で応じた後、京みやこが本題を切り出すように、菜々子への質問を口にした。

「研究の方はどうなんですか？　チャイルドコードのこと、何かわかったんですか？」

　全員の視線が菜々子に集中する。

「仮説の次元でよければ色々とわかってはきたわよ」

「え？」

　何も聞かされていなかった宗太は当たり前のように驚いた。

「どうしたの？　そんなに驚いて」

「だって、僕は何も聞いてませんよ？」

「逐ちく一いち、君に報告する義務が私にはないもの。それに十日も観察を続けて、何もわからないと思われていたのは心外ね。私だって遊んでいるわけじゃないのよ？　雇やとい主の意向なんかも色々あって、早いところ成果を出さないといけなくて、大変なんだから」

　そう語る菜々子は、ちっとも大変そうではない。

「そういえば、菜々子さんの雇い主って誰なんですか？」

「さあ？」

「……さあって」

「私も誰が責任者かは知らされていないもの。大おお雑ざつ把ぱな言い方でよければ、政府、もう少し幅を狭くすると厚こう生せい労ろう働どう省のアルテミスコード対策室ってことになるわね。ま、そこもただの窓口って可能性もあるのだけれど」

「……そうですか。じゃあ、その仮説の方を聞かせてください」

　その前に、と口を挟はさみ、長い話になるだろうと踏んだからか、璃り子こが全員を座らせ、コーヒーカップを人数分用意して持ってきた。

　カップから一口喉のどに流し込んでから、菜な々な子こは視線に応こたえるように説明を始めた。

「前に、アルテミスコードが微弱な電磁波を発している話はしたわね」

「はい」

　返事をした宗太と同時に、京みやこが頷うなずき、つばめは当然と言った顔をする。ふたりともそこまではすでに知っていたようだ。

「電磁波ってのは、波長ごとに別の名前がついていて、電波、赤外線、可か視し光線、紫外線、エックス線、ガンマ線とか呼ばれているものがそれに当たるわ。聞いたことくらいはあるでしょ？」

「本当に聞いたことがあるだけですけどね」

「チャイルドコードが発する電磁波は少し特殊でね。極端に波長が長いときもあれば、その逆のときもあるのよ」

　気になって宗太は繫つながった手を見た。

「これは通常のアルテミスコードには見られない反応なの。常に一定の数値を百パーセントの確率で返してくる。つまり、観測上、アルテミスコードは不変の存在だったというわけ。このことから、多くの研究者の間で、概おおむね一致しているひとつの見解があったわ」

　言葉を切ると、菜々子は全員の顔を時計回りに確認した。それから、続きを口にする。

「それは、『アルテミスコードには成長や学習という概がい念ねんが存在しない』というものよ」

「前提としてアルテミスコードを生物的なものとして捉とらえたらの話ってことですよね？」

　京が的確に確認の言葉を挟はさむ。

「ええ、そうよ。けど、その点に関してはもはや疑う必要がないと私は考えているけどね」

　そう言った菜々子の目はチャイルドコードに向けられている。

「宗太はんとひなたちゃんが証明したっちゅうこってすな」

　楽しげに菜々子が頷うなずいた。

「で、さっきの電磁波の話に戻るけど、発信される信号の種類が、日を追うごとに増えてきているのよね。最初は一パターンに過ぎなかったものが、この十日で四桁けたに達しているわ」

　何か言いたそうに、菜々子の目が宗太を見ている。

「しかも信号パターンの増え方は指数関数的で、発信のタイミングはある種の規則性を持っているの」

　視線は逸そらされることはない。その意図するところに、妙みような寒さむ気けを感じた。その真意はわからないまでも。

　何か想像を絶する話を、菜な々な子こがしようとしている気がした。

　そして、宗そう太たに質問の間まを与えるように、菜々子が言葉を止めた。

「その規則性ってのは何ですか？」

「君とひなたちゃんが会話をしている直後よ」

「わ、わたしと、宗太さんですか!?」

「回りくどい説明はいいんで、その意味を教えてください」

「う～ん。もう断片情報としては十分だと思うけど？　つばめちゃんならわかっているんじゃないの？」

　急に話を振られても、つばめはいたってマイペースだ。コーヒーに砂糖を入れて、熱心にかき回している。

「ようわからしまへんけど、チャイルドコードが何か学習してはる……こん場合、言葉を覚えようとがんばってはるんでしたら、けなげやなあと思いますわ」

「さすがね。大学は医学部に来てね」

　その勧誘に返事はない。甘あまくなったコーヒーをつばめは満足そうに飲むだけだった。

「それこそ冗じよう談だんですよね？」

「私、あんまり冗談は言わないわよ？　冗談のような本当のことは言うけどね」

　コードが言葉を覚えようとしている。確かにつばめはそう言った。

「あくまで仮説ではあるけど、今日までに観測した電磁波は、いわばチャイルドコードが発する声だったと私は考えているわ」

「……馬鹿げてますよ。そんなの」

「元々、文字式のようなもので構成されている以上、コミュニケーションの手段を、アルテミスコードが持っていたとしても不思議はないでしょ？」

「文字式のようなものじゃなくて、文字式そのものでしかないじゃないですか」

「う～ん、君は研究者には向かないタイプね。常識に囚とらわれていたら、新しい発見なんて何もできないわよ？」

「僕としては、菜々子さんにはもう少し常識を身につけてほしいですけど」

　宗太の皮肉には取り合わず、菜々子はなおも話を続ける。

「人の常識が、アルテミスコードの常識と同じわけがないでしょ？　だったら、私はアルテミスコード側の常識を知りたいわ」

「だからって、チャイルドコードが声を発しているなんて、どう解釈すればいいんですか」

「無理に解釈はしなくてもいいわよ。解読と解かい析せきを進めていけば、おのずと否定のしようのない真実にたどり着くのだから」

「なんか話のスケールが大きすぎて、映画の中の世界って感じね」

　そう言いながら、京みやこは肩かたをすくめた。

「残念だけど、これ現実だから。真さな田だ君の場合は、早めに受け入れることね。でないと、完全に置いていかれるわよ。当事者がマヌケだと目も当てられないでしょ」

「ご忠告ありがとうございます」

　もうひとりの当事者を見ると、途と中ちゆうで耐えられなくなったのか、眠ねむってしまっている。ぐらぐらと揺れていた体が宗そう太たに寄りかかってくる。

　それを見た菜な々な子こは珍めずらしく苦笑いをもらした。

「今日のところはここまでにしましょう。続きはまた明日あした話してあげるわ」

　立ち上がると、菜々子は白衣を脱ぬぎ捨て、バスルームへと消えていった。

　結論を得られず、妙みような未み練れんのようなものが、宗太の中には置き去りにされている。だからと言ってバスルームにまで追いかけるわけにもいかず、宗太は肩から伝わってくる重さと息遣づかいに意識を傾けた。

　その横で、璃り子こがテーブルの片づけを始める。

　仰あお向むけに寝転がったつばめは、考え事でもするように天てん井じようの一点を見据すえていた。それから思い出したように、璃子に呼びかける。

「璃子、ウチとみゃーこの着替え、用意してくれはります？」

「右奥の寝室に、ご用意してございますよ」

「泊まっていくんですか？」

「せっかくの機会だからね。スウィートルームを堪たん能のうしない手はないでしょ？」

　舌したを出して京がおどけた。

「ひなたが喜びますよ」

「ふ～ん。よくわかっているじゃないの」

　京のからかうような笑みをかわし、宗太はひなたを抱だきかかえると、先に寝ますといってリビングを後にした。

　冷やかし半分の京のおやすみを、宗太は黙だまって背中で受け止めた。




　この日は特に寝つきが悪かった。

　原因は、菜々子に聞いた仮説にある。いや、アルテミスコードそのものに対しての疑問と言った方が正しい。

　自分の体の中には、得体の知れない存在がある。そう思うと、体の中心から震ふるえがやってきた。

　続きは明日あしたと言われたが、こんなことなら全部聞いておくべきだったと後悔した。

「……いつまで、こんなことが続くんだか」

　無意識に言葉が零こぼれる。

「……そ、その、ごめんなさい」

　囁ささやくような突然の返事にも、宗そう太たはさほど驚かなかった。

　体ごと横を向くと、すぐ側そばにひなたの顔がある。さっきまでは眠ねむっていたはずだが、宗太が起こしてしまったのかもしれない。

「全部、わたしのせいです……宗太さんを巻き込んでしまって……」

「違うよ。そういう意味で言ったんじゃない」

「でも……チャイルドコードのことは、やっぱりわたしのせいですよね」

「そんなわけないだろ」

　ひなたが首を振って宗太を否定する。

「かぐや姫ひめなのも。チャイルドコードが生まれたのも。ひなたのせいじゃないだろ？」

「それは、そうかもしれませんけど……」

「……まあ、僕がひなたを好きになったのだけは、ひなたのせいかもしれないけどな」

「わっ、そ、宗太さん、いきなり何を言うんですか！」

「やっと笑ってくれたな」

「宗太さんが、急に変なこと言うからですよ」

「ほんとのことだって」

「もう……」

　精一杯の抗議とばかりに口を尖とがらせている。怒っているつもりなのかもしれないが、少しも恐くない。むしろ、かわいらしく思える。

「気にしなくていいから」

　宗太はそっとひなたの頭を撫なでた。

「でも……」

「でもはなし。これは僕が選んだことだからいいんだよ」

「……はい」

　繫つないだ手に、ひなたがもう片方の手も重ねてくる。

「あ、あの……宗太さん？」

「ん？」

「もうちょっとそっちに行ってもいいですか？」

　ふたりはすでに触ふれ合うほどに近くにいる。

「え、あ、ああ」

　もぞもぞと体をさらに寄せてきた。甘あまえた笑みを零こぼしながら。

「宗そう太たさんはあったかいです」

「ひなたはいつも熱いくらいだな」

「そうですか？」

「ああ」

　夜だからだろうか。ベッドの中だからだろうか。

　自然とふたりは小声になっている。それがおかしくて指摘しようと思ったが、このままでいいと思って宗太は黙だまっていた。

　ひなたが胸に顔を押し当ててくる。愛いとしい存在を確かめるように、宗太はおでこにキスをした。

　すると、ひなたが顔を上げる。何かを期待するように。

「どうした？」

「……そ、その」

「ん？」

「……したい、です」

「何を？」

　困った顔を見たくて少し意地悪をした。

「も、もう、わかっているくせに……」
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「だから、何？」

「いいですよ。宗太さんがその気なら、わたしにも考えがあります」

　強がった声で宣言すると、自由に動く左手を宗太に伸ばしてきた。最初は指で胸元に触ふれ、首筋すじからあご、そして、唇くちびるへと登っていく。それから、背伸びをするように、ひなたがさらに身を寄せ、震ふるえる唇を重ねてきた。

　鼻がぶつかり、歯が擦こすれる。それも構わずに、存在を確かめるように、やり方を試すように、何度も何度も求めてきた。最初は、くすぐるように唇を合わせ、少しずつ大だい胆たんに強くついばんでくる。熱っぽい吐と息いきがお互いの頰ほおを刺激する頃には、水っぽい音が耳からも興奮を運んできた。

　やがて、満足のいく口付けができたのか、頰ほおを上気させたひなたは、ふやけた表情を見せながら、宗太を解放した。

　すぐに我に返ったひなたが逃げるように背中を向ける。

「お、おやすみなさいっ！」

　少し待つと、ひなたはすやすやと寝息を立て始めた。

「そこまでしておいて、それはないよな……」

　熱を帯びた体は、さらに宗太の眠ねむ気けを遠ざけていく。

　自分をもてあそんだ少女に文句のひとつも言いたいが、穏おだやかな寝顔を覗のぞき込むと、そんな気分でもなくなった。

　不思議と優しい気持ちになれる。

　しばらくして、宗太は自然と繫つながった手を見ていた。

「……お前はどうしたいんだよ。言いたいことがあるなら、わかるように言ってくれよな」

　願いを込めた言葉は、誰の耳にも届かない。

　ただ、静かに夜のしじまが受け止めるだけだった。




　　　　　　　　５




　翌日、宗太は胸を押し潰つぶす圧迫感に苛さいなまれて目を覚ました。

　寝ね相ぞうの悪いひなたが、また覆おおい被かぶさっているのだろうと、ぼんやりした頭で考える。錘おもりをどけようと、無意識に左手を動かした。

　その時点で、即座に妙みような違和感を覚えた。

　左手が自由に動く。

　驚きと共に、焦あせりが募つのった。手のひらを顔の前に持ってきて確認する。間違いなく自分の左手だ。だが、ひなたの手と繫がれていない。握にぎってもいなければ、測定装置の赤いリボンもなくなっている。わずかに残った痕あとだけが、リボンの存在を記き憶おくしていた。

　何かの拍ひよう子しに外れる代しろ物ものでないはずだ。

　ひなたを起こそうと布ふ団とんを跳はね除のけた。

　だが、少女の名を呼ぶ前に、宗そう太たの動きが止まった。

　視界には、ひなたとは別に小さな女の子が飛び込んできた。年ねん齢れいは五、六歳さい。胎たい児じのように丸まって眠ねむっている。呼吸をするたびに、全身が上下し、肩かた口ぐちまでの黒髪かみが光を反射する。首にはチョーカーのように赤いリボンを結んでいた。それ以外は、何も身に着けておらず、シミひとつない肌はだは、まるで雪のようだ。

　現実に引き戻された宗太は、とっさに跳ね除けた布団を再びかぶせた。

　ゆっくりと三回深呼吸をする。

　今度は静かに布団をめくった。まずひなたの銀色の頭が顔を覗のぞかせ、さらにめくっていくと、ふたりの間に小さな女の子は確かにいた。

　念ねん仏ぶつでも唱となえるように、冷静になれと言い聞かせる。

　状況からして、部外者が立ち入ることなど不可能だ。二十四時間体制で、警護課のＳＰが厳重にガードしているのだから。それこそネズミ一匹ぴき入るのは難しいはず。

「おい、ひなた！　起きろ！」

　両肩かたに手をかけて、激しく揺する。

　幸せな夢を見ているひなたはなかなか起きてくれない。それでも、しつこく宗太が声をかけたことで、ようやく目を覚ましてくれた。

「宗太さん……おはようございます」

「おう、おはよう。じゃなくて、これを見てくれ」

　アルテミスコードを使って、ひなたに眠っている小さな女の子を見せる。

　まだ寝ぼけているのか、ひなたはすぐに反応してくれない。

「あれ？　……わたし、手が……宗太さんと離れちゃってますよ！」

「それはあとでいい！　もっと大変なことになってるだろ！」

「手も大事ですよ！」

　ひなたの伸ばしてきた手を、とりあえず宗太は握にぎった。

　浮かび上がるはずのチャイルドコードが出てこない。

「冗じよう談だんだろ……」

　宗太の動揺に追い討ちをかけるように、女の子が呻うめき声を上げた。

　規則正しかった呼吸が一いつ旦たん停止した。思い出したように再開されると同時に、女の子は眠たげな目を擦こすりながら体を起こした。

　宗太とひなたは見ていることしかできない。

　その中心で、女の子は半分だけ開いた目で、周囲の状況を確認するように、首を右から左に動かした。藍あい色の瞳ひとみが、部屋の様子を映し、ひなたを見つけ、最後に真まっ直すぐに宗太を見上げてきた。

「一体、どうなってんだよ……」

　愕がく然ぜんとする宗そう太たに、女の子は大きなあくびで返事をするだけだった。
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　女の子を目まの当たりにした四人の女性は、それぞれに違う反応をしながらも、宗そう太たほど驚いた様子はなかった。

「時間の問題だとは思ってたけど、ついにできちゃったか」

　京みやこは呆あきれたように言ってきた。

「さすが宗太はん、節操があらしまへんなあ」

　つばめはどこか他ひ人と事ごとのようだった。

「これは、さすがに犯罪なのではないでしょうか？」

　疑いの目を向けてきたのは璃り子こだ。

「君って、やるときはやっちゃう男だったのねえ。見直したわよ」

　菜な々な子こは心しん底そこ楽しそうだった。

「できてもいないし、節操はありますし、犯罪も犯していません！　それから、菜々子さんは言葉の使い方間違ってますよ！」

「あら、そう？」

　四人を代表して、菜々子がわからないといった顔をする。

「だいたい、手を握にぎっても、チャイルドコードは発動しなくなってますし。どうやって、あのリボンが外れたのかも……」

　ふたりを固く結んでいたリボンは、女の子の首に巻かれたままだ。菜々子が外そうとしたのだが、女の子が嫌いやがったので、したいようにさせてある。

「それよりも、わたしとしては、この子の目元が宗太君に似ていることの方が気になるけどなあ」

「口の辺りは、ひなたちゃんによう似てはります」

「とても他人とは思えませんね」

　それは一目見たときから宗太も感じていた。自分というよりも、ひなたの面影を女の子からは感じる。

「今は、冗じよう談だんを言っている場合ではないでしょ。いい加減、専門家の見解を聞かせてくださいよ」

　逸それた話を、すぐに戻す。だが、一いつ瞬しゆんの隙すきを突いて、菜々子はテーブルを離れている。リビングの隅すみに置かれた測定用のコンピューターを難しい顔で操作していた。以前、見せられた波形が、モニター上を激しくうねっている。左右に激しく菜々子の目が動き、そして、ある点でぴたりと止まった。

「その前に、ひとつ質問があるのだけどいいかしら？」

「なんですか？」

「昨日きのう、ベッドの中で何かした？」

「何言ってんですか。するわけないでしょ」

　声が裏返りそうになるのを必死に堪こらえ、宗そう太たはすまし顔で切り抜けた。

　それにもかかわらず、菜な々な子こは確信を得たように口にする。

「ふ～ん、何かあったんだ」

　その目は、宗太ではなく、隣となりに座って口をぱくぱくとさせているひなたに向けられていた。

「それが何だっていうんですか？」

　開き直って質問を続けた。

「ふたりが仲良くしている頃に、測定値が爆発的に伸びているのよね。だから、念のための確認をしただけよ」

「……楽しいですか。そういうことをして」

　菜々子は取り合おうとしない。

　さすがに哀あわれに思ってくれたのか、話が前進するように京みやこが援護してくれた。

「……はっきりさせておきたいんですけど、チャイルドコードがその子になったと思っていいんですか？」

　確信を突く質問に、宗太も息を吞のんだ。じっと菜々子の反応を待つ。

「そのものかどうかは、現段階では明言できないけど、そう思ってもらって間違いはないでしょうね。今も、首に巻かれたリボンから、昨日きのうまでと同質の電磁波が検出されているのだから」

「何が起きたと考えればいいんですか？」

「そうね～。成長の証あかしと捉とらえるのが、今は一番可能性が高いと私は思うけど、どう？」

　状況からして、菜々子の見解に同意しながらも、宗太は頷うなずきはしなかった。胸の中で消化しきれないもやもやが残っている。

　女の子を見ると、藍あい色の瞳ひとみでじっと見つめ返された。

「昨日、チャイルドコードに関する仮説を説明したでしょ？」

「言葉を覚えようとしているってやつですよね？」

「正確にはコミュニケーションの手段を模も索さくしていると考えるべきだったのかもしれないわね。この子の存在を考こう慮りよすれば」

「文字式のままでは埒らちがあかん思うて、姿すがた形かたちを変えたっちゅうこってすな」

「そう、それなら理屈には合うでしょ？」

「あくまで、菜々子さんの立てた仮説の理屈ですけどね」

「警けい戒かいしてかかるのは大いに結構よ。はっきりしたことがわかるまでは、それくらいに疑っていてもらった方がいいかもしれないわね」

「で、これからどうするんですか？　手は繫つないだままの方がいいんですか？」

「それはもういいわ。今日からは普通の生活をして」

「この子のことは、どうします？」

　返答はわかっていながらも、聞かざるを得なかった。

「そんなの決まってるじゃないの。ふたりで育てるのよ」

「反論は無む駄だだとは思いますけど、僕とひなたで子育てなんて無む茶ちやですよ」

「万ばん全ぜんのサポートはしてあげるから、安心しなさいって」

　言いながら、菜な々な子こは大あくびを嚙かみ殺し、目の端はしの涙なみだを拭ぬぐっている。どう見ても、万全のサポートは期待できない。

　もう一度、無理だと口にしようとしたところで、シャツの裾すそを引っ張られた。見れば、女の子が小さな手で力いっぱい握にぎっている。その目はどこか寂さびしそうだ。

「子供を育てるのは親の務めよ。責任を果たしなさい」

　宗そう太たが言葉を詰まらせている間に、菜々子によって結論が下されてしまった。

「そういうこってしたら、もう璃り子こは必要あらしまへんなあ」

「何をどう聞いたら、璃子さんの助けがいらなくなるんですか！　むしろ、今までよりも必要でしょ！」

「そないに言われても、ウチも家んことで困ってまっさかいに。そろそろ、返してほしい思うてたとこです。これはええ機会でっしゃろ？」
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「見え透すいたうそをつかないでください」

　つばめに言っても無む駄だだと思い、宗そう太たは璃り子こに向き直った。だが、次の瞬しゆん間かん、璃子が申し訳なさそうに目を伏せる。

「つばめお嬢じよう様の命令はわたくしにとっては絶対ですので」

　取り付く島もない。宗太はがっくりと肩かたを落とした。

「元気出しなさいって。きっと楽しいから」

「楽しいのは、京みやこ先せん輩ぱいの方じゃないんですか？」

「ま、どうしても助けがほしければ、すぐにきてあげるから」

「当てにしてますよ」

　脱力しながら、そう答えるので精一杯だった。

「この子の洋服は、わたくしの方で一式揃そろえておきましょうか？　これが最後の仕事になると思いますが」

　その申し出には素直に甘あまえることにした。璃子が携帯を取り出して、どこかに連絡をしている。

「それじゃあ、私からのプレゼントとして、若いパパとママに、最初のお仕事だけは教えてあげるわね」

「なんですか」

　菜な々な子この言葉を訂てい正せいする気力もなく、宗太はあっさりと受け入れた。

「名前を付けてあげてちょうだい」

「……そんなこと急に言われても思い浮かぶわけ……」

「ゆ、ゆうひというのはどうですか？」

　そう提案したのはひなただ。

「なんで、そんなすぐに出てくるんだよ」

「そ、それは……秘密ですよ」

　すました顔でやり過ごそうとしたひなたに、京が質問を飛ばす。

「男の子だった場合はなんだったの？」

「ゆうたです」

　反射的に、ひなたが答える。

「え、あっ……そ、その、これはですね……」

　はめられたことに気づいたときにはもう遅い。

　なるほどねえと、京がしたり顔をしている。

「べ、別に、将来のことを、そんな先まで考えていたわけではないですからね」

　消えそうな声で、ひなたが誰にともなく弁解をしている。

　かわいそうなので、代わりに京を睨にらみつけておいた。声に出さず、ごめんと謝ってきた京の顔には、まったく反省の色はない。

　それから、じっと自分を見つめる藍あい色の瞳ひとみと向き合った。

　ひなたが考えた名前を心の中で呼びかける。

　次に一度声に出した。

「……ゆうひか」

　女の子はきょとんとした表情で、宗そう太たを見上げている。

「よし、今日からお前はゆうひだ」

　そう宣言して頭を撫なでると、ゆうひは気持ちよさそうに目を瞑つむって笑った。




　それから三十分と経たたずに四人が去り、遅れること十分ほどで璃り子こが手配してくれた子供服が届けられた。

　ダンボールの荷物を運んでくれたＳＰは、あからさまに怪け訝げんな顔をしていた。一夜にして警護対象がひとり増えた挙あげ句く、ぱっと見、三人の関係性は理解しがたいものがある。

　無意識に深いため息がもれる。

　それでも、手が動くのは、逆境に慣れてきたせいだろうか。

　ダンボールを開けると、中は子供服でぎっしりだった。

　興味があるのか、ぶかぶかのパジャマを着た女の子が、宗太の腕うでにしがみ付きながら、箱を覗のぞき込んでいる。

「どれか、着たいのあるか？」

　女の子は首を傾かしげるだけで、何も言ってこない。

　もうひとりに意見を求めるために、宗太はアルテミスコードを使った。箱に詰め込まれた服を視界に収める。

「これがいいです。かわいいと思います！」

　上の方にあったチェック柄がらのスモックとスカートをひなたが取り出すと、明るい笑みを浮かべて、宗太の目の前にかざしてきた。

「着るのは、ひなたじゃないからな」

「わかっていますよ」

　そう言って、ひなたは唇くちびるを尖とがらせる。

　だが、それも一いつ瞬しゆんのことで、他の洋服を取り出しては、これもかわいいと言いながら、床ゆかに広げ始めた。

　現状に対する不安や不満は、まるで感じられない。

　その生き生きとした様子を見ていると、逆に宗太は情けない気持ちにさせられた。

　これでは本当に子供の服を楽しそうに選ぶ親そのものではないかと思い、すぐにその恐ろしい考えを消し去った。

　まだ何もしていないのに、親になるわけにはいかない。

「宗そう太たさんは、他の洋服の方がいいんですか？」

「え？」

「なにやら、悩んでいるようでしたので。も、もしかして、わたしのセンスって変ですか？」

「いや、別にどれを着せるかで悩んでたわけじゃないから」

　苦笑いを浮かべながら、宗太は女の子に向き直った。バンザイをさせて、まずはパジャマの上を脱ぬがし、代わりにスモックを頭からかぶせる。手を通すのに苦戦しながらも、どうにか着替えに成功した。続けてズボンを下ろして、スカートをはかせる。だが、前と後ろもよくわからず、途と中ちゆうでひなたに助けてもらった。

　着替えが終わると、女の子は自分の姿を鏡に映して、何度もくるくると回っていた。

　一体、何をしているんだろうと宗太は思う。三人だけが残された広い室内を見渡すと、余計に虚むなしさとやるせなさが募つのってくる。

「あの、宗太さん、朝ご飯にしませんか？」

　物思いにふけっていたせいで、耳元でした声には少し驚いた。宗太が、そうだな、と返事をする前に、お腹なかの鳴る音が催さい促そくしてくる。

「い、今のはわたしではないですよ？」

「ゆうひのせいにするのはよくないぞ」

「うっ……ゆうひでもわたしでもないんです」

「今さら腹の音くらい、なんともないだろ」

　この十日あまり、ずっと手を繫つないで過ごしてきたのだ。

「わ、わたしにとっては重要なんですよ。そんなのは、わたしの目指すわたしの姿ではないんです！」

「じゃあ、飯にしような」

　苦笑いしつつ、ゆうひの手を引いて、宗太はテーブルについた。

　前もって璃り子こが用意してくれた朝食が並んでいる。

　どうやって食事をさせようか宗太が悩んでいると、ゆうひがあぐらをかいた足の上に乗っかってきた。

　いただきますと、ふたりは言うが、ゆうひは黙だまったままだ。見た目の年ねん齢れいを考えれば、しゃべれて当然だろうが、未いまだに言葉どころか、声らしい声も発していない。

「ゆうひ、いただきます、ですよ」

　もう一度、ひなたが挑戦するが、不思議そうな顔をするだけだった。

　仕方がないので、パンを千ち切ぎって口元に運ぶ。

　最初は指ごとかぶりつかれた。嚙かまれたところが赤くなっている。

「僕の指は食い物じゃないからな。いいか、パンだけを食べるんだぞ」

　それに小さくゆうひが頷うなずいた気がした。

　再び、一口サイズにしたパンを食べさせる。今度は上う手まくいった。

「おいしいですか？」

　隣となりからひなたが話しかけると、視線だけはそちらに向けるが言葉は口にしない。

　その後も宗そう太たとひなたが交互に声をかけたが、やはり何も言わなかった。

　食べ終わると、すぐに食器の片づけをした。それに、ゆうひが興味を持ったのか、立ち上がった宗太を見上げてくる。

「どうした？」

　ゆうひは、宗太とオレンジジュースの残りが入ったコップを見比べている。

「片づけを手伝ってくれるのか？」

　何も言わない代わりに、自分の使ったコップを持って着いてくる。中身が零こぼれないように、じっとコップの中を見つめていた。

　思わず、宗太の表情が緩ゆるんだ。

　後ろを気にしながら、キッチンに向かう。無事に着いたと思った矢先、ゆうひがダイニングからの段差に躓つまずいた。とっさに宗太が手を伸ばし、どうにか転倒は免まぬがれたが、放り投げたコップが宙を舞い、頭の上から降ってきた。

　ふたりともジュースまみれだ。

　立ち上がったゆうひは少しびっくりしたような顔をしている。

「何か音がしましたけど、だいじょうぶですか？」

　リビングの方からひなたが寄ってくる。

「あっ！　ちょっと待った！」

「え？　きゃあああっ！」

　宗太が制止するよりも先に、ひなたが濡ぬれた床ゆかに足を取られ、フローリングの床に、尻しり餅もちを突いた。

「……痛いです」

「大だい惨さん事じだな……」

「……なんか、べとべとしてますよ？」

「ゆうひがジュースを零こぼしたんだ」

「うう、髪かみまでべとべとしてます。お尻も冷たいです……」

「こうなったら、風ふ呂ろしかないよな……。ちょっと待ってろよ。先にゆうひを連れていくから、被害が広がらないように、そこから動くな」

「わ、わかりました」

　自分の足を雑ぞう巾きんで拭ふき、ジュースまみれのゆうひを抱だき上げると、急いで風呂の前に連れていった。

「いいか、少しここで待ってるんだぞ」

　だが、宗そう太たがひなたを迎えに行こうとすると、ゆうひも一緒に来ようとする。

「すぐ戻るから、ここにいてくれ。お願いだから」

　念を押すが、やはり、反応はない。案の定、べとべとの体でついてこようとする。

「宗太さん、まだですか？」

　キッチンの方からはひなたが助けを呼んでいる。

「あ～、今、いくよ！」

　返事をしながら、宗太はゆうひをおんぶし、ひなたの下に戻った。

　長い銀ぎん髪ぱつが、ジュースを吸い上げて、重たく垂れ下がっている。

　背中のゆうひを気遣づかいながら、宗太はひなたを抱だき上げた。ジュースの甘あまい匂においが鼻につく。全身が不ふ愉ゆ快かいにべとついていた。

　ふたりを浴室に入れると、早速、ゆうひを脱ぬがしにかかる。

「着替えさせたばっかだってのに。ほれ、ばんざーい」

　宗太の真ま似ねをして、ゆうひも両手を上げる。

　その隙すきに、濡ぬれたスモックをひっくり返すようにして脱がす。スカートとパンツも下ろして裸はだかにした。

「ゆうひ、目を瞑つむってくれ」

　頭からシャワーを浴びせ、シャンプーで髪かみを洗い、ボディソープで全身を泡あわまみれにしてジュースのべとつきを流した。

　濡れた肌はだをタオルでふき取り、風ふ呂ろの外に出して、ひとまずタオルでぐるぐる巻きにしておいた。

「よし、綺き麗れいになったな」

　逆に宗太の服はびしょ濡れだ。

「あ、あの～、宗太さん？」

「ん？　どうした？」

「わたしは、どうすればいいんでしょうか」

「僕はあとでいいから、先に済ませてくれ。もうひとりで入れるだろ？　ゆうひに服も着せないといけないし」

　手が繫つながっていた昨日きのうまでとは違う。

「そ、そうでしたね……では、お先に失礼します」




　ひなたが風呂を出ると、ゆうひを任せて、宗太もジュースを洗い流した。

　床ゆかの掃除を終わらせる頃には、すっかり日も高くなっていた。

　そろそろ昼食の準備に取り掛からなければならない。璃り子こはもういないのだ。

　冷蔵庫の中をひとり眺ながめる。

　パスタとミートソースの缶かん詰づめを発見し、今日はそれで済ませることにした。璃り子こがこうなる日のことを想定して、買っておいてくれたのかもしれない。

　出来上がったスパゲティをテーブルに並べる。

　宗そう太たが座ると、何も言わずにゆうひが膝ひざの上に乗っかってきた。

「よし、まずはフォークの使い方を覚えるか」

　ゆうひの小さな手に、フォークを握にぎらせる。宗太が使って見せると、それを真ま似ねしてスパゲティをくるくると巻き取った。

　その様子を、アルテミスコードを使って、ひなたにも見せる。

　なんだか、たったそれだけの進歩が、妙みように嬉うれしく思えた。

「ゆうひはおりこうさんですね。ね、宗太さん」

　頭を撫なでると、ゆうひが満足げな顔をする。

　それから、フォークを持ったまま、宗太の方を振り向いた。

　二度、口を開いた。

「どうしたんだ？」

「…………た」

　わずかだが、ゆうひの喉のどが声を奏かなでた。

「……そーた」

「今……なんて」

　藍あい色の目が一直線に宗太を貫いている。

「そーた」

「しゃべった！」

　思わず、大声を上げてしまった。

「そーた、そーた」

「これがゆうひの声なんですね」

「そーた、そーた、そーた」

　興奮したまま、宗太はゆうひをひなたに抱だきつかせる。

「ひ・な・た」

「……ひあた」

「ひ・な・た」

「ひ……な……た。ひなた？」

「そうだ。よく言えたな」

　少し乱暴に頭を撫なでる。

「ゆうひは、ゆうひですよ？」

　頰ほおを挟はさんで、ひなたが語りかける。

「ゆうひ？」

「そう。ゆうひですよ」

　自分のことだとわかっていないのか、左右交互にゆうひが首を傾かしげる。それでも、熱心にひなたが語りかけていると、意味を理解したのか、自分を指差した。

「ゆうひ？」

「そうですよ。ゆうひは、ゆうひです」

「ゆうひはゆうひ」

　それから馬鹿みたいに、三人で名前ばかりを声に出していた。おかげで、食事が終わる頃には、すっかりスパゲティは冷めてしまっていた。
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　名前を覚えたのを皮切りに、ゆうひは日に日に言葉が上達し、食事や着替えも、自分ひとりでできるようになっていった。




　──二日目

「そーた。きがえた」

　私服姿で両手を広げ、ゆうひが得意げな顔をする。

「お、今日は後ろ前が逆さじゃないな。完かん璧ぺきだ」

「うん、かんぺき」

　宗そう太たが頭を撫なでると、とろけた顔をする。




　──三日目

　三人揃そろってリビングでＴＶを見ていると、黒くろ田だと巴ともえがやってきた。

　ゆうひを膝ひざの上に座らせた宗太の姿を見るなり、黒田は大声で笑い出し、巴は背中を向けて肩かたを震ふるわせていた。

「父親になった感想はどうだ？」

「僕が父親なら、僕の保護者代わりの黒田さんは、おじいちゃんですね」

「おじいちゃん？」

　早速、ゆうひが新しい言葉を覚える。すると、黒田に向かって、ゆうひがおじいちゃんと連呼しながら、走り寄っていった。そのまま、足元に立ち、つぶらな瞳ひとみで黒田を見上げる。

　何度も、黒田がおじちゃんに訂てい正せいしようとしたが、宗太がおじいちゃんと言えば、ゆうひはそちらを優先する。

「親の力は偉大だな」

　渋しぶい顔をする黒くろ田だをよそに、巴ともえは今度こそ声を上げて笑った。ますます、複雑な表情を黒田は浮かべていた。




　──四日目

　この日は、昼過ぎに京みやことつばめが遊びにやってきた。

　早速、ゆうひに余計な知識を植え付けようとするので、宗そう太たは片時も目を離せなかった。それでも、トイレに行っている最中などに、すっかり仕込まれたようで、夕方になってふたりが帰ると、ゆうひは宗太のことをパパと呼び始めた。当然、ひなたはママだ。

「パパ？　どうしたの？　おもしろいかおー」

　ひきつった表情で硬直する宗太の気持ちを、ゆうひが理解できるはずもなく、教えられたままにパパと連呼してくる。

「な、何を言っているんだ、ゆうひは。ぼ、僕はパパじゃないぞ？　たぶん……」

「みゃーこはうそつき？」

「いや、うそつきではないんだけど……」

「なら、やっぱり、そーたはパパ？」

「待て、ちょっと落ち着け！」

　慌あわてているのは宗太の方だが、そんなことがわかる状況ではなかった。

　これ以上パパと呼ばれたらどうにかなってしまいそうだと思い、風ふ呂ろに入れるまで、宗太は何度もゆうひの説得を試みた。

「わたしは、そのままでも……」

　水を差すようなひなたの言い分は、聞こえないふりでごまかした。

　宗太の熱のこもった説得が功を奏したのか、風呂から上がったときには、すっかり元の呼び方に戻っていた。

「そーた、お風呂できた」

　湯上りの赤い顔をして、ゆうひがソファに座った宗太に駆かけ寄ってくる。

「体もごしごししてきたか？」

「してきた」

「あわあわにしてきたか？」

「あわあわしてきた。でも、シャンプーはひなたにしてもらった」

　見れば、髪かみの毛もまだ濡ぬれている。

「ちゃんと拭ふかないと風か邪ぜ引くだろ」

　言いながら、タオルをかぶせて、少しふざけて乱暴に頭を拭く。

　ゆうひは面白がって、声を上げて喜んでいた。

　後から上がってきたひなたが、釈しやく然ぜんとしない顔を向けてきたが、気づいていないふりで押し通した。

「……わたしは、そのままでもよかったのに」




　──五日目

「今日はシャンプーもできた」

　風ふ呂ろから出てくるなり、この日も、宗そう太たに駆かけ寄ってきた。

「ちゃんと目を瞑つむったか？」

「つむったけど、少しはいった。がまんしたの」

「それはがんばったな」

　褒ほめると、ゆうひがソファに座った宗太の腰こしに抱だきついてきた。

「ちゃんと五十数えたか？」

「きたから、いつものして」

　頭を撫なでると、気持ちよさそうにゆうひは目を瞑る。

「そ、宗太さん、わたしもゆうひと一緒に五十数えましたよ」

　あとからやってきたひなたも隣となりに座った。

「ご苦労様」

「……それだけですか」

「ん？」

「な、なんでもないです……」




　──六日目

　見た目の年ねん齢れい相応に、ゆうひは物事をこなせるようにはなった。

　だが、それに反比例して、よく甘あまえてくるようにもなった。

　食事のときは、必ず宗太の膝ひざの上に座りたがる。最初は止やめさせようとも思ったが、頑かたくなに譲ゆずろうとしないので、宗太もすぐに諦あきらめた。

　何か思うところがあるのか、夕食時にひなたが声をかけてきた。

「宗太さん、重たくないですか？」

「ん？　ゆうひは軽いから平気だよ」

「足、しびれませんか？」

「ちょっとはしびれるけど、ゆうひがこうしたいって言うんだから、仕方ないだろ。機き嫌げん悪くなっても困るのはこっちだしさ」

　そのゆうひはというと、ふたりの会話など気にせずに、シチューのにんじんを夢中になって避よけている。

「ゆうひ、にんじんも食わないとだめだぞ」

「……にんじん嫌きらい」

　フォークでにんじんを刺さして口元に持っていく。一いつ瞬しゆん険しい顔をしてから、それでも、目を瞑つむって口に入れた。

「ちゃんと食べられるじゃないか」

「……ひとりじゃ食べられない」

「ったく、仕方ないやつだな」

　にんじんだけは、全部宗そう太たがあ～んをして食べさせた。嫌きらいと言いながらも、なんだか満足そうな顔をしている。

「宗太さんは、ゆうひに甘あまいと思います」

　小声で、ひなたが何か言っていたが聞き逃した。

「何か言った？」

　聞き返しても、ひなたは無言のままだ。見えてもいないのに、器用に自分のシチューの具からにんじんだけを選より分けている。

「それは何かのおまじないか？」

「……そうです。不幸のおまじないです」

　今度はにんじんだけを、ひなたは口いっぱいに頰ほお張ばっていた。




　──七日目

　宗太が風ふ呂ろから上がると、先にゆうひと寝たはずのひなたがソファの上にぽつんと座っていた。

「眠ねむれないのか？」

　曖あい昧まいに笑うと、ひなたは俯うつむいてしまった。

「明日あしたから、二学期なんだなあって思ったら、目が覚めてしまいました」

「そっか。そうだったな」

　冷蔵庫から水を出しながら、宗太は壁のカレンダーを視界に入れた。

　ホテルでの生活にも、体は慣れてしまっている。それだけの時間をここで過ごした証しよう拠こだ。

「ごめんな」

「どうして、宗太さんがあやまるんですか？」

「ひなたの妄もう想そうを全部叶かなえようなんて言っておきながら、文化祭には間に合いそうにないからさ。せめて、準備は無理でも、当日、一緒に回るくらいはしたいけど」

　明日から二学期が始まる学校に対して、自分たちがどういう扱いになっているのか、詳くわしいところを宗太は聞いていない。適当な理由をでっち上げて、休学扱いになっているのならまだいい。他に思いつく言い訳は、月つき乃の宮みや高こうでの学校生活を、完全に断ち切るものばかりだ。

　ひなたの側そばに行くと、宗そう太たはそっと髪かみを撫なでた。最初は緊張したひなたも、しばらくすると体の力を抜いた。

「……なんか、こういうの久しぶりです」

「え？」

「ずっとゆうひがいたから」

　そうだなと言いかけたところで、後ろのドアが開いた。眠ねむたい目を擦こすって、ゆうひがきょろきょろしている。

　不安げな様子だったが、宗太と目が合うと、真まっ直すぐに駆かけ寄ってきた。勢いを殺さずに抱だきついてくる。

「恐い夢でも見たのか？」

「……わかんない」

「じゃあ、もう一回寝ような」

「そーたと一緒がいい。そーたと寝る」

　いやいやをするように、ゆうひが額ひたいを腹に擦こすりつけてくる。

「わかったよ。一緒に寝るから、今は離れて」

「抱っこがいい」

「しょうがないやつだな」

　よっと掛け声をかけて、腰こしからゆうひを抱かかえ上げる。寝室に下がろうとしたところで、シャツの裾すそを後ろから引かれた。

「どうした？　ひなた」

「わ、わたしも、宗太さんと一緒に寝たいですっ！」

「な、なに言ってんだよ。だいたい、それはやめようって前に話しただろ？」

「でも……手を繫つないでいるときは一緒でしたよ？」

「あのときは仕方がなかっただけで……」

「……ゆうひはよくて、わたしはだめなんですね。わかりました。もうわがままは言いません……」

　それでも、結局、宗太が眠っている間に、ひなたもベッドにもぐりこんできて、翌朝にはひなたとゆうひに押し潰つぶされて目を覚ますことになった。
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　ゆうひを交えた生活も八日目を迎えた頃、宗太は今の状況に、疑問を抱いだき始めていた。この一週間、殆ほとんど菜な々な子こが姿を見せていない。最後に来たのは五日前で、そのときも、日常会話レベルの質問を二、三しただけで帰ってしまった。

　ＳＰが今も警備してくれていることから、状況に変化はないのだろうと思ってはいるが、不信感は徐じよ々じよに募つのっていく。

　今け朝さになって、菜な々な子こに何度か連絡をしたが、どれも留る守す電でんだった。代わりにと思って連絡した黒くろ田だとは電話が繫つながったが、忙しそうにしていて長くは話せなかった。

　心に濃い霧をはらんだまま時間は過ぎ、西の空は赤く染まっている。

　夕食の支し度たくの合い間を縫ぬって、再度菜々子に連絡をしたが、やはり今度も繫がらなかった。

　諦あきらめて携帯をソファに投げ、宗太はキッチンに戻った。

「連絡は取れませんでしたか？」

　エプロン姿でジャガイモの皮を剝むきながら、ひなたが聞いてきた。

「残念ながら、また留守電」

「忙しいのでしょうか」

「どうだろう。ひょっこり今日あたり現れるかもしれないけど」

「それも、そうですね」

　宗そう太たも包ほう丁ちようを取り出して、ジャガイモの皮むきに参戦した。

「そーたとひなたは何しているの？」

　さっきまでＴＶに夢中になっていたゆうひが手元を覗のぞき込んでくる。

「カレーを作ってるんだよ」

「今日は、京みやこ先せん輩ぱいとつばめ先輩と璃り子こさんが遊びに来るんです。夕飯も一緒に食べるんですよ」

「ゆうひも一緒にする」

「手伝ってくれるのか？」

「うん」

　包ほう丁ちようを持たせるのは恐いので、皮むき器とにんじんを手渡した。あからさまに嫌いやそうな顔をする。

「にんじん、いや～。これ入れなくていいよ」

「にんじんのないカレーはカレーじゃなくなるからだめだ」

「じゃあ、にんじん、そーたが食べさせてくれる？」

　泣くのを我が慢まんするような顔でゆうひが訴えかけてくる。

　甘あまやかしてはだめだと思いながら、宗太は簡単に屈した。

「わかったよ」

「なら、食べる～」

　上じよう機き嫌げんに、ゆうひが両手を上げた。

「皮を剝むくのは、こうやるんだぞ」

　実際に、宗太がやって見せると、すぐにゆうひが真ま似ねし始めた。一心不乱に皮を剝いていく。その隣となりでは、ゆうひに負けじと、ひなたが器用に包丁を動かしている。以前、京に特訓されただけのことはあって、ひなたの料理の腕うではなかなかだ。

　エプロン姿も未いまだに新鮮で、ついつい見守ってしまう。

「宗そう太たさん？　こっち見てます？」

「ん？　あ、いや……ゆうひが気になって」

「そ、そうですよね……。どうせ、ゆうひですよね……」

　どこか元気なさそうに、ひなたが皮むきに戻った。

「そーた、できた」

　やたらと細くなったにんじんを、得意げにゆうひが掲げた。

「……剝むきすぎだぞ」

「だめ？」

　悲しそうな顔をされると、どうしても甘あまくなる。

「いや、初めてにしては上出来だな」

「いい子？」

「ああ、よしよし」

　頭を撫なでると満面の笑みでゆうひが喜ぶ。

「むっ……宗太さん、わたしもできましたよ！」

　勢い込んで、今度はひなたがジャガイモを差し出してきた。

「お、おう。サンキュ。じゃあ、切って鍋なべに入れような」

「……上手じようずに剝けたのに……」

「ひなた、どうかしたか？」

「……なんでもないです。はい、切ったので鍋に入れてくださいっ！」

「なんか、怒ってないか？」

「怒ってませんよ。そんなはずないじゃないですか」

「いや、怒ってるよな？」

「怒ってません！」

　もう話は終わりだとでも言うように、ひなたは無言で次のジャガイモに取りかかる。声をかけるだけで怒られそうな剣けん幕まくだ。

　宗太も黙だまって鍋に火をかけた。




　煮込みの段階に突入すると、完成まで待ちきれずに、ゆうひはソファで眠ねむってしまった。そのままでは風か邪ぜを引くので、宗太が寝室に連れて行った。

　リビングに戻ると、ひなたが声をかけてきた。

「ゆうひはどうですか？」

「ぐっすり眠ってる。あれじゃ、飯の時間になっても起きないかもな」

「そうですか」

　ひなたの隣となりに宗そう太たは腰こしを下ろした。ソファが深く沈む。すると、その反動を利用して、ひなたが肩かたに寄りかかってきた。

「どうしたんだよ、急に」

「別に急じゃないですよ……。ずっとこうしたいって思っていました」

　拗すねたようにひなたが言う。

「それで、怒ってたのか？」

「怒ってませんよ」

「ほら、怒ってるじゃないか」

「……違います。別に宗太さんに怒ってるわけじゃないんです」

「わかったよ。そういうことにしておこう」

　今も、ひなたは頰ほおを膨ふくらませている。

「あ、あの、宗太……さん」

「ん？」

「そ、その、宗太…………さん」

「聞こえてるけど？」

「だ、だから、宗太………………さん」

「それは何の遊びだ」

「ううっ、いいんですよ、どうせわたしなんて」

「わけわからないこと言って、ひとりで落ち込むな」

「だって、ゆうひは宗太さんのこと呼び捨てじゃないですか……」

「ゆうひと比べてどうすんだよ」

「わたしにとっては重要なことなんですよ！　どんなことでも、宗太さんの一番でいたいんです！」

「……そんなのなんだって一番だから安心してくれ」

　照れ隠かくしに、ひなたの頭を抱だき寄せる。

「本当ですか？」

　くぐもった声が体の内側にまで響いて来た。

「ああ」

　顔を上げたひなたがそっと目を閉じる。

　桜さくら色の唇くちびるが、宗太を誘さそっていた。

　吸い寄せられるように距離を縮める。

　だが、寸前のところで、思わぬ邪じや魔まが入った。

「そーたとひなた、なにしてるの？」

「うわっ！」

「ゆうひっ!?」

　ふたりの驚きの声が重なる。

「いや、これはだな」

「ゆうひにはまだ早いことですよ」

「今のがチュー？」

「誰に教わったんだ、そんなこと！」

「みゃーこが教えてくれたよ」

「あの人は……」

「みゃーこはふかふかでやわらかいよ。ひなたはぺったんこなのに、どうしてなのー？」

　ゆうひの言葉に、ひなたが悲しそうな顔をする。

「……気にしてることをそんなにはっきりと言わなくてもいいじゃないですか」

　殆ほとんど涙なみだ目めだ。

「気にしてたのか」

　胸を見せまいと、ひなたが背中を向けて自分で体を抱だいた。

「ゆうひもチューしたい」

　ひなたに気を取られている隙すきに、宗そう太たの体をよじ登ってくる。

「ちょっと待て！」

　上半身だけでは体重を支え切れずに、ソファに押し倒される。ゆうひの顔が近づいてきて、宗太は唇くちびるを奪うばわれた。

「そ、宗太さんの浮気者ー！」

　ひなたが色々なものにぶつかりながら、寝室に駆かけ込んでいった。遠ざかる足跡を、天てん井じようのシャンデリアを見ながら、宗太は頭の上で遠くに聞いた。

　鍵かぎをかける乾かわいた音が、耳の奥深くに鋭く突き刺ささった。




　ため息を吐ついた宗太の目の前には、固く閉ざされたドアが一枚。

「それは宗太君が悪いわね」

　京みやことつばめが遊びに来ても、ひなたが出てくる気配はなかった。

「余計な知恵をゆうひに与えたのは誰でしたっけ？」

「浮気をしたのは宗太君でしょ？　責任転てん嫁かはよくないなあ」

「宗太はんにとっては、短い春でしたなあ。ウチでよろしければ、色んな方法で、慰なぐさめてあげまっせ？」

　璃り子この入れたお茶をすすりながら、つばめがしみじみと口にする。

　それは無視して、宗太は鍵のかかった部屋をノックした。

「お～い、ひなた～。腹減っただろ。出てこいって」

「浮気をしておきながら、ご飯でつろうってのはさすがに甘あまいと思うけどなあ」

「外野は黙だまっててください」

　待っても、ひなたからの返事はない。

「もしかして、寝てるのか？」

「起きてますよ」

　不ふ機き嫌げんな声が返ってくる。

「その、僕が不注意だった。この通り、謝るから出てきてくれよ」

「口ではなんとでも言えまっさかいに。男はいつもそうですわ」

「そんなに人の不幸が楽しいですか」

　振り向くと、京みやことつばめがもちろんと声を重ねる。

「ひなた、出て来いよー。ゆうひが寂さびしいって言ってるぞ」

「この場合、ゆうひさんの名前は出さない方がよろしいかと思いますが」

　璃り子この的確な指摘に、宗そう太たの顔が強こわ張ばる。

「ほんと、鈍にぶいんだから」

「阿あ呆ほですなあ」

　再び、つばめがずずっとお茶をすする。

「まあ、このままひなたちゃんの顔が見られないのも嫌いやだから教えてあげるけど、宗太君が謝っても出てこないと思うわよ」

「え、どうしてですか？」

「どう考えても宗太君のせいだけど、ひなたちゃんはそうは思ってないと思うからね」

　意味がわからず、眉まゆを寄せた。

「きっと、やきもち焼いている自分に気づいて、それが恥ずかしくなったんじゃない？」

　ドアの向こうで、明らかな反応があった。動揺して足を引っ掛け、すっ転んだのだろう。

　少し待つと、ゆっくりと寝室のドアは開いた。

「……やきもちなんて焼いていませんからね」

「宗太はんとしては、焼いてくれはった方が、嬉うれしいのと違います？」

「そ、そうなんですか？」

　余計なことを言うなと、視線でつばめを牽けん制せいするがまるで効果がない。

　質問には答えず、ドア口に立つひなたを迎えに行った。

「わたしが邪じや魔まになったときは言ってくださいね。宗太さんの幸せのためなら、涙なみだを吞のんで身を引きますので」

「余計な心配はしなくていいから。僕は……」

　途と中ちゆうで、外野の視線が気になって言葉を止めた。京とつばめが続きを聞きたがっている。璃子は気を遣つかってお茶のおかわりを用意していたが、明らかに耳だけは傾けていた。

「そ、宗そう太たさん、続きはなんですか？」

「……それはまた今度な」

　誤ご魔ま化かすように、ひなたの手を引いて、京みやこの隣となりに座らせた。

　それから食事の用意をするため、ひとりキッチンに向かおうとしたところで、携帯が短く鳴った。瞬しゆん間かん、菜な々な子こからの折り返しかと思ったが、電話ではなくメールだ。

　ソファから携帯を拾い上げ、差出人を確認する。

　名前を見た途と端たん、驚きが顔に出そうになったが何とか引っ込めた。

　里さと見み千歳ちとせとディスプレイには書かれている。

　平静を装って、宗太はキッチンに向かった。

「今度はほんまに浮気と違います？　そないに自然な態度取られたら、気になってしゃあないわ」

「浅あさ井いからですよ」

　話がこじれるのを避さけるため、平然とうそをついた。明らかに、京とつばめの目は信用していない。

　罪悪感に駆かられながら、メールの文面に目を通す。

　──転校したって本当なの？

　顔を上げた宗太の視線は、京とつばめに向けられた。

　だが、ひなたが気になって質問はできなかった。

　それに、わざわざ確認するまでもなく、結果、そうであるからこそ、千歳からこのようなメールが届いたのだろう。

　──うん。急に決まって

　長く語ればうそがばれると思い、宗太は短い文面を送り返した。

　三十秒と待たずに、またメールが届いた。

　──ひなたちゃんも一緒？

　どんな説明を受けたのかわからないため、文章には気を遣う必要がある。

　──一緒じゃないよ

　──うそ

　──うそじゃないって

　その次の返信が来るのには少し間まがあった。

　──電話してもいい？

　一いつ瞬しゆん、思考が停止した。いくらでも言いようはある。電車の中だとか言えばいい。なのに、このときはそれが思いつかなかった。

　必死に返信を考えたが何も出てこない。

　それでも、一分は経たっていなかったはずだ。

　突とつ如じよ、宗そう太たの携帯が鳴った。

　最初のコールには、心臓が飛び出る思いがした。全身から汗あせが噴ふき出す。

　リビングの様子を気にしつつ、ディスプレイに視線を落とす。

　その瞬しゆん間かん、ありえない現実を突きつけられ、宗太の脳は理解することを拒否した。

　着信相手の名前は里さと見み千歳ちとせではない。

　だが、知り合いの名前だった。

　中なか条じよう明あき人と。

　足の裏うらから震ふるえが這はい上がってくる。忘れることなどできない名だ。

「宗太君？」

　訝いぶかしげな京みやこの問いかけに視線だけで応じた。

　今はコールが鳴り止やむ前に、出るべきだと思った。

　飛び込むつもりで、通話ボタンを押す。

「はい……」

「君は真さな田だ宗太だな」

　男の声。年ねん齢れいは上に感じた。周囲に物音はなく、それ以外はわからない。

「誰だ、お前は」

　かすれそうになりながらも、必死に声を絞しぼり出した。

「どうして、お前が中条の携帯を持っている」

　京とつばめが目配せをしているのが見えた。これで、黒くろ田だまで連絡が届き、携帯の発信記録から、相手がどのエリアにいるかまでは特定できる。

「当然、彼の仲間だからだ」

　素そっ気け無く男は言う。

「先に、最初の質問にも答えておこう。私は銀の箱舟を束ねる者だ」

「なっ！」

「これが冗じよう談だんでも、悪戯いたずらでもないことは、この携帯が証明しているのを、君は知っているはずだな」

「……できれば疑いたいところだよ」

「思ったより冷静でいてくれて助かる。これから重要な話を君とはしたいと思っている。きゃんきゃんと喚わめかれてはと危き惧ぐしていたのだが、その対応はまずまずだ」

「それはどうも。で、重要な話だと？」

「回りくどいのは嫌きらいでね。単刀直入に言おう。我々の仲間になれ」

「はあ？」

　おくびもなく出された提案に、宗太はまず否定で答えた。それは、理解することを拒否するという意味において。

「それこそ、冗じよう談だんだろ」

「私は君の置かれた状況を、的確に認識しているつもりだ。ホテル暮らしもそろそろ飽あきてきた頃ではないのか？」

「あいにくと、そこそこ堪たん能のうしてるよ。苦労も絶えないけどな」

　宗そう太たの切り返しには耳も貸さず、電話口の男は至ってマイペースに自分の話を続ける。

「そのまま籠かごの鳥として、一生を台無しにするつもりか？　モルモットとして生きることが君の望みだとは思えないがな」

「あんたに心配してもらうことじゃない」

「いつまでも、君の周りの大人おとなが、君たちを守ってくれるとは限らない。自分の身ぐらい、自分で守れるようになっておかなければ、必ず後悔する日が来る」

「あんたの提案に乗れば、後悔せずに済むとでも言うつもりか？」

「当然だろう。我々、銀の箱舟にはそれだけの力がある」

「七月のテロは失敗に終わった」

「あれは計画の一部に過ぎない。我々の力を疑うというのなら、今、その片へん鱗りんをここで提示しよう。窓の外を見たまえ」

「……窓の外？　何をする気だ」

「見ればわかることを説明するのは私の主義に反する」

　言われるまま、リビングに移動して、カーテンを開いた。状況を京みやこもつばめも見守っている。

　外を見て、何も起こらないと口にしようとした瞬しゆん間かん、宗太の表情が曇った。

　空から何かが降ってくる。

　その名を宗太は知っている。

　雪。

「冗じよう談だんだろ……」

　夏の終わりとはいえ、未いまだに半袖そで一枚で外を歩ける気候のはずだ。

「よく考えることだ。深く思考をめぐらせることだ。自分がどちら側の人間なのかを。虐しいたげられたまま、へらへらと笑って過ごすために生まれてきたのかを。もはや、君の大切な人を守る手段は、限られていることを覚えておいた方がいい」

「だからって……」

「今返事をしろとは言わんよ。今日はここまでにするが、これからも我々のことを少しずつ君には伝えていこうと思う。きっと気に入ってくれるはずだ」

　奥歯を嚙かんで、宗太は溢あふれる感情をぐっと堪こらえた。

「最後に、ひとつ忠告をしておこう」

「親切なんだな」

「アルテミスコード対策室には十分注意をすることだ。彼らの究極の目的は、アルテミスコードの撲ぼく滅めつ、すなわち、ムーンチャイルドを根絶やしにすることにある。そういうことを考える連中が、この日本の国家機関にはいる」

「……なんだって？」

「では、いずれまたな」

　待てと言う間まも与えられず、電話は切れてしまった。

「宗そう太た君、今の電話は？」

「銀の箱舟からです。僕に仲間になれって」

「……それはまた、けったいな話になってきましたなあ」

　そこで、同時に、京みやことつばめの携帯が鳴った。

　恐らく、黒くろ田だと巴ともえからの呼び出しだろう。

　そちらに興味は抱いだけず、宗太は窓の外を再び見据すえた。

　ガラスに両手をついて、無む邪じや気きにゆうひが声を上げている。

　空から舞い落ちる雪は、その輝きに反して、宗太には不ふ吉きつなものに思えてならなかった。
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　昨さく夜やから降り続いた雪は、今け朝さになっても止やむことはなく、月つき乃の宮みやの街を白銀に染め上げた。

　寒さに身を縮めながら歩く黒くろ田だが、新雪に足跡を残していく。傘かさを持った手はかじかんで、痛々しい赤色になっていた。夏物のスーツでは到底凌しのぎきれない気温だ。

　月乃宮大学病院の研究棟とうに到着すると、黒田はろくに雪も払はらわずに室内に駆かけ込んだ。だが、期待したほど中も温かくはない。

　それならばと、さっさと案内板を下から確認して、目的の研究室を探す。簡単に見つかった。

　地下二階のプレートに、吉よし川かわ研究室と記されている。

　一階で待たい機きしていたエレベーターに乗り込み、階下に潜もぐる。到着を告げる電子音と同時にドアが開いた。

　真まっ直すぐの長い廊ろう下かが奥まで続いている。地下は一面が真っ白で、簡素な造りだ。

　部屋らしきものはいくつかあるが、プレートが掛かっている研究室はひとつだけで、そこが黒田の目的地だった。

　ノックをしてから、ドアを開ける。

　無機質な空間。整せい頓とんされ、廊下以上に、生き物の存在を感じない。

　その中心に、部屋の主である吉川菜な々な子こはいた。黒田に背中を向けたまま、六面もあるモニターを凝ぎよう視ししている。

「お前に『電話では話せない』と言って呼び出されるのは、これで二度目だな」

　突然の声にも、菜々子の背中は動じない。作業の手を止める様子もない。

「細かいことを覚えているのね」

「細かいってことはないでしょうよ」

「そう？　何のときだったかしら？」

「お前が離婚届を突きつけてきたときだ」

「あら、やっぱり、細かいことじゃないの」

「……そうかもな」

　苦々しく黒田は笑った。

「で、用件は何だ？　こっちも外の雪の調査をしなけりゃならないんで、色々と忙しい身なのよ。できれば、手短に願いたいね」

「……雪？　あなた、気は確か？」

　馬鹿にしたように菜々子が言う。

「研究に夢中になるとモグラになるのは相変わらずか。そんなんだと、男がますます寄り付かなくなるぞ」

「余計なお世話よ。中にはあなたのような変わり者もいるから、心配しなくていいわ」

「そうかい……」

　そこで菜々子が目め配くばせをして、座ったらと言ってくる。

　黒くろ田だが顔を顰しかめた。長い話になるということだ。

「それで、雪ってのは本当？」

「こんなことでうそをついて何の得がある？」

「何もないでしょうね。ま、そんなことはどうでもいいわ」

　素そっ気け無く菜な々な子こは話題を切り捨てた。

　そのことが、黒田の違和感となった。

　真夏に降る雪。

　誰もがアルテミスコードに原因を求めるだろう。普段であれば、菜々子が放っておくはずのない話題だ。

　ますます、黒田は苦々しい気分になった。

　厄やつ介かいごとを頼まれるという疑念は、確信に変わっていた。

「何があった？」

「まだ、何もないわよ」

「なら、何がわかった？」

「よくないこと……かしらね」

　普段のふざけた調子はそこにはない。菜々子の瞳ひとみには困こん惑わくが映っている。

「宗そう太たたちに関係していることなんだな？」

「ええ……」

「だからと言って、音信不通になれば、宗太に怪しまれるぞ？」

「そうね。けどね、ただ疑惑を抱いだかれるなら、その方がいいと思ったのよ。私、うそをつくのは上う手まい方だと思うけど、ぼろが出ないとは言いきれないもの。何より、先にあなたに相談をしておいた方がいいと思ってね」

「何でもひとりで決めるお前が、俺おれに相談とはね」

「これを見て」

　菜々子に導かれ、黒田は六面のモニターの前に移動した。

　すべての画面がひとつに繫つながっている。その中には、アルファベットを組み合わせた記号が生き物のように動き回っていた。

　しばらく見ていると、それぞれが減ったり増えたりをしていることに気づく。だが、長い時間をひとつの単位としてみれば、さほど大きな数の変化はない。減った分は新たに生まれ、増えた分は他のアルファベットに吸収されるなどして減っていく。それの繰り返しだ。

「これは何だ？」

「地球の生態系をモデルとした、食しよく物もつ連れん鎖さのシミュレーションよ。それぞれの記号が、人間や動植物を表しているの」

　言われてみると、一部の記号は動いていない。それが植物ということだろう。

「記号の大きさの違いは？」

「その生物が生態系に及ぼす影響力と考えてくれればいいわ」

　人間が一番大きく表示されていることが黒くろ田だには意外だった。だが、少し考えれば、思い当たる節ふしはいくらでもある。環境すら捻ねじ曲げる力を人は持っているのだ。

「ここに、アルテミスコードを追加するわね」

　菜な々な子こがキーを叩たたくと、ＡＣと書かれた記号が新たにモニター内に登場した。ＡＣの活動は穏おだやかで、何かを攻こう撃げきすることも、何かに攻撃されることもない。時間が経過すると、すべてのＡＣが人を意味するＨｕという記号に付着し、活動を停止した。

　生態系全体に大きな変化はない。

「別に危き惧ぐすべき事態は起きてないように思うが？　それとも、これでも何か起こっているのか？」

「今は何も起きていないわ。まずはそれを理解できるか試すために、これを見せたの」

　文句を言おうとした黒田を無視して、菜々子がさらに続けた。

「これに、チャイルドコードを追加するわ」

　今度はＣＣと書かれた生命がコンピューターの中に生まれた。

　だが、ＡＣとは違って動き出さない。植物のようにじっとしている。

　しばらく待ったが、ＣＣは止まったままだ。

　我が慢まんができずに黒田は疑問を含んだ視線を菜々子に向ける。

「目を逸そらさないで」

　言われた通り、モニターに向き直った。

　すると、その時点でひとつの変化に気づいた。

「……チャイルドコードが大きくなっているのか？」

　気のせいかと思い口にした質問は、次の瞬しゆん間かん、意味をなさなくなった。

　見る見るＣＣが肥ひ大だい化を始めたのだ。

　それだけに留とどまらず、チャイルドコードは人間に寄生したアルテミスコードを吸収し始めた。体内に飲み込み、アルテミスコードを自らの一部に変異させていく。

　その破壊力は圧倒的で、黒田が見守っているわずか一分ほどの時間で、モニター上のＡＣはすべて食らい尽くされてしまった。

　結果、チャイルドコードは表示範囲に収まり切らないほどに巨大化し、単体で画面を埋うめ尽くした。おかげで、他の生命の安否もわからない状態だ。

　嫌いやな汗あせを黒田はかいていた。得体の知れない存在に、背せ筋すじが冷たくなる。

「今見たこと、説明できる？」

「……チャイルドコードがアルテミスコードを捕食して、生態系を破壊した……でいいのか？」

「上出来よ」

　ため息をひとつ残して、菜な々な子こが席を立つ。壁際の棚たなに置かれたコーヒーメーカーに手を伸ばし、戻ってくるときにはふたつのカップを持っていた。

　無言のまま黒くろ田だは受け取る。

「他に気づいたことはない？」

「アルテミスコードを食らうのは、八月の満月に活動する月のアルテミスコードだけじゃなかったのか？」

　核心を突く質問に、菜々子が表情を引き締める。これから言おうとしている言葉に、緊張しているのが黒田にはわかった。

「高い確率で、チャイルドコードは月のアルテミスコードと同質のものだと私は思っているわ。今回のシミュレーションの結果と、今日までの研究データを照らし合わせた上でね……」

「……高い確率ってのは、数字で言うとどれくらいなんだ？」

「聞かなくてもわかるでしょ？」

　菜々子がこう表現するのは、ほぼ百パーセントそう思っているときだ。

「なら、他のアルテミスコードはどうなる？　あれは月のかけらが落下したときに、その一部が地上に落ちてきたものだと考えられていたはずだ。つまり、月のアルテミスコードも、他のアルテミスコードも同一のものだと」

「今、あなたが言ったじゃない。考えられていた……そう、ただ考えられていただけで、誰もそれが真実だとは証明していない」

「だが、それだと前提が覆くつがえるぞ……」

「そうね……私たちは何か大きな勘かん違ちがいをしていたのかもしれないわ」

「今さらそれはなしにしてもらいたいもんだな」

「残念だけど、真実は、私たちの都合など構ってはくれないわ。それは、人の歴史が証明していることよ。それに、月のかけらの落下とアルテミスコードを切り離して考えれば、真さな田だ君が福ふく島しま礼れい司じから聞いた言葉も辻つじ褄つまが合ってくるでしょ？」

「『千年の昔から、かぐや姫ひめは月に帰ると決まっている。竹取物語が語るように……』か。まさか、お前まで、そんな夢物語を信じているんじゃあるまいな」

　それはつまり、その時代にもアルテミスコードが地上に存在していたということだ。

「あいにくと、夢見る乙女おとめって歳としでもないわ。けど、だからこそ、可能性を現実的に考えてしまうのよ。月に帰るって発想を、宇宙が何かわかってもいない時代に、フィクションとして人は生み出せるものなのかしらね？　現実に起きたことを、物語のように描いて残したものだと考えた方が、自然だと思えるのは私だけなのかしら？　それに、十五年前のことにも説明がつくと思わない？　月のかけらの落下地点にいて、なぜ、立たち花ばなひなただけが無事に保護されたのか。重力支配の能力で、自らを守ったのだとしたら……」

　何も言い返せずに、黒田は残りのコーヒーを一気に流し込んだ。現実離れした菜々子の仮説の中で、その苦さだけが、黒くろ田だにとっては現実に思えた。

「で、お前はそんな話を俺おれにして、何をさせるつもりなんだ？」

「わからない……というのが正直なところね」

「らしくないな」

「なら、今すぐチャイルドコードを……ゆうひちゃんを処分すべきだと言えば、あなたは実行してくれるのかしら？　周囲のアルテミスコードを襲おそい始める前に……」

　冗じよう談だんでかわせる質問ではない。無言で立ち去ることもできない。ひとりで抱かかえておくには重過ぎる。だからこそ、菜な々な子こは黒田をここに呼んだのだろう。それがわからない黒田ではなかった。

「本当に必要なら、やるしかないだろうな」

「……冷たいのね。あの子たちのことを、自分の子供のように可愛かわいがっているくせに」

「嫌いやでもやるのが、大人おとなの役目だ」

「恨うらまれるわよ」

「……もう恨まれてるよ。今の大人が世の中をこんなにしちまったんだ。その罰ばつぐらい、俺たちが受けないで、全部をあいつらに背負わせるのはなしにしたいもんだな」

　両手でカップを持った菜々子が、小さく息を落とした。

「あなた、まだあの子のことを引きずっているのね」

　菜々子の視線が向かった先は、事務用の机の上で、書類の山の中にガラス作りの写真立てが置かれている。

　十年の時を遡さかのぼり、黒田と菜々子が写っていた。そのふたりの間で、五、六歳さいの男の子が笑顔を振り撒まいている。

「あの子はもういない。犯人のムーンチャイルドも捕まったわ。終わったのよ」

　黒田は菜々子と目を合わせようとしなかった。終わったという言葉を、どこか他ひ人と事ごとのように聞いていた。

「お前、宗そう太たには子供はいないと言ったんだってな」

「うそは言っていないでしょ？」

「いや、それでよかったよ」

　これ以上は余計な感傷だと思い、黒田は席を立った。

「待って、もうひとつ話があるのよ」

　呼び止められたことも予想外だったが、菜々子の表情から、未いまだに緊張が消えていないことが何より意外だった。

　巻き戻し再生をするように、黒田は再び椅い子すに座る。

「お前は、俺の胃に穴を開けたいらしいな」

　黒田の冗談に、菜々子は小さく笑みを作るだけで、それもすぐに真剣さの裏うら側に消えてしまった。

「さっきのチャイルドコードのシミュレーションだけどね。元は、厚こう生せい労ろう働どう省のアルテミスコード対策室からの依頼なの。このプログラムも、そこから回されたものよ」

「それがどう繫つながるんだ？」

「今の対策室の責任者が誰かは知っている？」

「いんや。余よ所その庭には立ち入れないのが、お役所仕事の慣例でね」

「数ヶ月前までは国立アルテミスコード研究所の副所長をしていた竹たけ中なか伸しん三ぞうよ」

　口を歪ゆがめて、黒くろ田だは不快感をあらわにした。

「……なるほど、そういうことか」

「あなた、ひなたちゃんを特とつ課かに連れてくるときに、随ずい分ぶんともめたそうじゃない？」

「もめてるのは今もだよ。毎週のように『立たち花ばなひなたを返せ』と言って熱い恋文を送ってくる。けど、本部に戻られたとなると、ますます面めん倒どうなことになりそうね」

「ひなたちゃんのことだけならまだいいけど、チャイルドコードのシミュレーション結果は、竹中も知っているのよ。そこから出てきた話みたいだしね。どうせ、よくないことでも考えているんでしょうから、気をつけなさい」

「よからぬことを考えるのが官かん僚りようのお仕事なんだから、ま、その辺は仕方ないでしょ」

　茶ちや化かしながらも、黒田は嫌いやな予感に襲おそわれていた。携帯を取り出して、メモリーの中から真さな田だ宗そう太たを呼び出す。

　すぐにコールが開始された。

　一回、二回、三回……回を重ねるごとに、不安が足元から駆かけ上がってくる。

　やがて、留る守す番電話に切り替わる。聞いたら折り返すように伝言を入れ、今度はひなたの携帯に連れん絡らくを入れた。

　出ない。

　無意識に舌した打うちをしていた。その後も、京みやこ、つばめに連絡したが同じ状態だ。ホテルのＳＰにも繫つながらない。

　菜々子に背中を向け、黒田は巴ともえの番号を呼び出した。

「はい。片かた桐ぎりです」

「俺おれだ。至急、宗太たちのホテルに向かってくれ」

　一いつ瞬しゆん、理由を聞こうとしてくる巴に間まがあった。

「頼む」

「了解しました。すぐに向かいます」

　通話を終えて携帯をたたむ。

「竹中に先手を打たれたかもしれん……」

　すると、今度は黒田の携帯が鳴った。

　相手の名前を見て、出るべきか迷った。

　菜な々な子この目が、問いかけてくる。

「……公こう安あん部長だ」

「まさか、竹たけ中なか伸しん三ぞうが手を回して、組織の頭から押さえにかかったってわけ？」

「だろうな……あの男がやりそうな手だ」

　電話に出て話を聞けば、上からの命令に従わざるを得なくなる。

　少し考えた後、目を瞑つむって黒くろ田だは携帯の電源を落とした。

「巴ともえちゃんのためにも、あんまり無理しない方がいいわよ」

「お前は知らないかもしれないが、無理をしているところが俺おれの魅み力りよくなのよ」

「なるほどね。そりゃあ、別れるわ。私たち」

　菜々子の皮肉に見送られ、黒田は研究室を後にした。

　エレベーターを待つ間、雪の中、どうやってホテルまで行くかを考えていた。
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　テラスのドアを開けると、真っ先にゆうひが箱庭の銀世界に飛び出していった。真新しい雪の上に、小さな足あし跡あとが残る。

　九月初旬とは思えない冷たい外気が足元から這はい上がってくる。思わず、身み震ぶるいした宗そう太たとは対照的に、薄うす手でのパジャマ姿のゆうひは、雪の上でも裸足はだしで駆かけ回っている。

　慌あわてて靴くつをはくと宗太もテラスに駆け出し、裸足のゆうひを抱だっこした。遊んでもらっていると勘かん違ちがいしたゆうひが、楽しげな声を上げる。

「着替えてからだって言っただろ？」

　腕うでの中のゆうひに釘くぎを指すが、話になど耳を貸さずに手すりの雪を摑つかんで宗太の頰ほおに押し付けてきた。

　不意打ちを受け、思わず声が裏うら返がえった。

「だから、遊ぶのあと。いいな」

　ゆうひが不満そうにほっぺたを膨ふくらませる。

　すると、背後でもうひとつ悲鳴が上がった。

「雪ってほんとに冷たいんですね！　宗太さん、冷たいですよ！」

　振り向くと、ピンクのパジャマを着ただけのひなたが雪の上に立っている。当然のように裸足だ。

「ずるい。ゆうひも遊ぶの」

　ゆうひが腕の中で暴れ出す。落とさないように注意しながら、一度部屋に戻ると、すぐにまたテラスに出て、今度はひなたを回収した。

　璃り子こが持ってきたくれたタオルでふたりの足を拭ふいてあげる。すでに真まっ赤かだ。

「そ、その……わたしも雪は初めてなので、ほんとに冷たいのか確かめただけなんですよ？　別に遊ぶのを我が慢まんできなかったわけではないですからね？　ましてや、ゆうひに先を越されたなんて思っていませんから」

「わかったわかった」

「うっ……全然、信用してませんね」

　話をしながら、厚手の靴くつ下したとブーツをはかせ、手袋を装着させた。

「着替える前に遊ぶのは、璃子さんが朝ご飯を用意してくれるまでだからな。ちゃんと言うこと聞かないともう外には出さないぞ」

「わ、わかりました。任せてください！」

「そーたの言うこと何でもきくー」

　調子のいい返事に、頭を抱かかえたい気持ちになる。

「可愛かわいい奥さんと娘むすめさんの面めん倒どうを見るのに、パパは大変だねえ」

　京みやこの冷やかしは聞かなかったことにした。相手にしたら余計に疲れる。

　ふたりを連れて再びテラスに出た。

　アルテミスコードを使ってひなたの視界も補いつつ、ゆうひが転ばないように気をつける。今も雪は降り続けており、この一晩で積雪量は五十センチにもなったのだ。

　宗そう太たでも足を取られるほどの深さだ。

　案の定じよう、ゆうひが思い切り転倒した。雪に人型が残るほどにめり込んでいる。腕うでを引っ張って起こすとびっくりしたような顔をしていた。安心したのもつかの間、今度はひなたが転んだ。

「わざとじゃないよな？」

「あ、当たり前じゃないですか」

　助け起こしたひなたは明後日あさつての方向を向いてそう言った。

　それから、宗太の提案で雪だまるを作ることになった。

　ふたりに作り方を実演して見せると、熱心に雪玉を転がし出した。そして、宗太の予想通り、持ち上がらないほどに雪玉を大きくして途と方ほうに暮れる。

「どうするんだ、それ？」

　ひなたが作った雪玉の方が少し大きい。ゆうひが作った雪玉を上に載のせるとバランスは取れそうだ。

　ゆうひもそれに気づいたのか、がんばって持ち上げようとするが当然持ち上がらない。明らかに三人がかりでも無理だ。

　すると、勝ち誇った顔でひなたが胸を張る。

「ぜ、全部計算通りですよ。ゆうひは少し離れていてくださいね」

　ひなたがアルテミスコードを発動させる。文字式の帯おびが細い体を取り囲むように展開した。静かにゆうひが作った雪玉に手をかざす。すると、鳥の羽のような軽やかさで持ち上がり、ひなたが作った雪玉の上に着地し、立派な雪だるまが完成した。

「……ひなた、すごい」

　ゆうひが喜んでひなたに抱だきついた。だが、宗太の視線は冷ややかだ。そのことに、気配でひなたも気づいたのか、表情はどこか引きつっている。

「こ、今度はもっと小さいのを作りましょう」

　リビングの方を見れば、璃り子こが料理をテーブルに並べ始めている。あと五分もすれば、朝食の時間だ。

「宗太さんも作ってくださいね」

　ゆうひが頷うなずいて催さい促そくしてくる。

　雪の上にしゃがみ込むと、三人でそれぞれに雪だるまを作った。

　宗太は真っ先に完成させると、テラスの隅すみに座らせた。

　その隣となりに、ひなたも並べる。

　最後に、ゆうひがふたつの間に自分のを置いた。

　大きさは、宗そう太た、ひなた、ゆうひの順番に小さくなっている。

「なんだか、親子みたいですね」

「おやこ？」

　ゆうひが首を傾かしげると、ひなたは自分の言葉に真まっ赤かになって照れていた。

　そこで璃り子こが呼びに来たので、宗太はふたりを連れて温かい部屋に戻った。




　朝食を終えると、宗太は意味もなく窓辺に張り付いて雪景色げしきを眺ながめていた。

　外は不思議な静けさに包まれている。

　銀世界を作り出した雪が、あらゆる音を吸収しているせいだろう。

　夏の終わり。秋の始まり。夢のような光景だった。

　だからだろうか。一度でも眺ながめてしまうと、なかなか目を逸そらせなくなる。

　こうして翌日まで降り続くものとは思っていなかった。

　まさかと思ったのは、寒さで目を覚ました瞬しゆん間かんだ。飛び起きてカーテンを開け、視界に収まった馬鹿げた風景に言葉を失った。

　すっかり街は雪で埋うまっている。真冬でも、ここまで積もるのは珍めずらしい。

　しかも、雪が観測されたのはこの月つき乃の宮みやだけであることを、朝食時に見ていたニュースで知った。意図的なものであるのは明白だ。銀の箱舟の仕し業わざであることも、宗太は知っている。

　息を吐はくとガラスが曇る。そこに何かを書こうとしてやめた。

　誰かに呼ばれた気がして顔を上げる。テラスに出て雪で遊んでいるひなたとゆうひが手を振っていた。璃子がどこから持ってきたのかは知らないが、ふたりは赤と白のお揃そろいのコートに身を包み、遠巻きにするとサンタクロースのような格好になっている。

　そんなふたりを背後から狙ねらう影があった。白のダウンを着た京みやこが、雪球を投げようとしている。危ないぞと声に出したが遅かった。

　京の手を離れた雪球は、ひなたとゆうひの頭の上で割れ、ふたりとも雪まみれになっている。それでも、楽しそうに京に反はん撃げきを開始した。

　ふざけた悲鳴をあげながら、京が逃げ回っている。

「みゃーこもこん寒い中、ようやりますわ」

　凍こごえた声を出したのはつばめで、璃子が用意してくれたコタツに入って、寒そうに手を擦こすり合わせている。璃子は朝食が済むと、家の仕事があるからと帰ってしまった。

「つばめ先せん輩ぱいにも弱点があったんですね」

　宗太も冷えてきた体を温めるために、コタツに足を突っ込む。

「ウチはみゃーこのように余計な脂肪を溜ため込んであらしまへんからなあ」

「その件に関しては、ノーコメントでお願いします」

　身を震ふるわせたつばめは、不満げな顔だ。

　だが、すぐに何か悪戯いたずらを思いついたように、口の端はを吊つり上げた。

　突然、宗そう太たの足に、冷たいものが押し当てられた。

「うおっ！」

　コタツから飛び出そうなほどに宗太が驚く。

　中の様子はわからないが、今のはつばめの足なのだろう。

「そんな予感はありましたけど、先せん輩ぱいは雪女か何かですか？」

　足を引っ込めて、つばめの嫌いやがらせを回かい避ひする。

「あ～、いけずうやわあ。逃げんでもよろしいのと違います？　ウチ、冷え性なんですわ」

　言いながら、再度足を伸ばしてくる。しかも、ズボンの裾すそから中に入り込んでこようとしている。寒さむ気けが足元から這はい上がってくる状況に、宗太は身み震ぶるいした。

「ほっ！　ほんとにやめてくださいよ！」

「もう一心同体でっせ」

　つばめは寝そべり、体の半分をコタツの中に埋うめている。逃げるには外に出るしかないが、一度このぬくもりを知ると、簡単に立ち上がる気にはなれない。

　我慢して座っていると、つばめの足の冷たさも気にならなくなった。宗太の熱で十分にあったまったのだろう。
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「もう、足、どけてくださいよ」

「減るもんでもないんやし、少しくらい、ウチにもやさしくしてほしいわあ」

「僕の体温は確実に減りました」

「男子たるもん、細かいことを気にしたらあかんえ」

「いいからどけてください！」

　冷たさがなくなった分、つばめの足の感かん触しよくがはっきりと伝わってくる。余計な脂肪はつけてないといいながらも、ふくらはぎのやわらかさに触ふれた瞬しゆん間かんには、思わず緊張した。肌はだもすべすべだ。

「もしかして、宗そう太たはん、ウチに欲情してはります？」

「そんなわけないでしょ」

　挑ちよう発はつするように、さらに奥につばめが足を進ませる。太ももをなぞられ、全身に鳥とり肌はだが立った。

「どないします？　この際ですから、未体験ゾーンも経験しときます？」

「しませんよ！」

　きっぱり言い切って、宗太はつばめの足をズボンから引き抜いた。今までつばめの肌に触れていた部分に、物足りなさが残っていたが、違うと言い聞かせて振り払った。

　面白くないと愚ぐ痴ちを零こぼしながら、つばめは座り直した。頰ほお杖づえをついてぼんやりとテラスを眺ながめ出すと、意外なことに、それ以上は絡からんでこなかった。何か考え事でもしているようだが、何を考えているかは見当もつかない。

　手持ち無ぶ沙さ汰たになった宗太は、意味なく携帯を開いた。青空の下に緑の高原が広がる待ち受け画面を見て、携帯に用事がないことに気づく。

「昨さく晩ばん連絡くれはったお友達には、ちゃんと事情を説明できたん？」

　ぎょっとして視線を上げると、つばめの視線とぶつかった。

「一応は……」

　動揺が表に出ないように気をつけたつもりだが、宗太の頰は引きつっている。

　銀の箱舟を名乗る男からの電話。降り出した雪。突然の出来事に驚き、返信がだいぶ遅れたが、昨晩のうちに千歳ちとせにはメールを打った。落ち着いたらきちんと説明するからと。

　千歳からは、わかったとだけ返事があり、やり取りはそこで終わった。

　胸の中のわだかまりを断ち切るように、宗太は携帯を力強く閉じた。

　そこに、テラスで遊んでいた三人が戻ってきた。

　寒い寒いと言いながら、コタツに潜もぐり込んで来る。京みやこがつばめの向かいに座り、宗太の両隣どなりにひなたとゆうひがやってきた。ふたりとも、すっかり体が冷え切っている。

　おかげで、宗太まで寒くなってきたが、文句は言えなかった。

「そーた、あったかい」

　ゆうひが右から抱だきついてくる。足も絡からませてきた。

　それに、左のひなたが両肩かたをびくつかせて反応した。少し様子を窺うかがうような素振りを見せたかと思うと、遠えん慮りよがちに宗そう太たの腕うでに絡み付いてきた。

「頼むから僕で暖だんを取らないでくれ」

「宗太君、モテモテね」

　両肘ひじを突いた姿勢で、京みやこがニヤニヤしている。

「そういえば、先せん輩ぱい方は遊んでいていいんですか？　これ銀の箱舟の仕し業わざですよ」

「知ってるわよ。だから、こうして待たい機き命令を実行中なんじゃないの」

「学校の方も、こん雪でお休みになってまっさかいに」

　途と中ちゆうで、ゆうひが更さらなるぬくもりを求めて、コタツに頭を突っ込もうとするので、首根っこを摑つかんで止やめさせた。この状況では、蹴け飛とばしかねない。不満顔のゆうひは、代わりにと、ひなたから奪うように、宗太を引っ張る。負けじと、ひなたの腕にも力がこもった。

「平和だねえ」

　京はほのぼのとした様子でみかんを剝むき始めた。

「いや～、実に同感ですね。なんという平和的な光景でしょうか。日本の冬はこうでなくてはいけません」

　聞きなれない突然の声に、全員の背せ筋すじに緊張が走る。

　振り向いた先にいたのは、ダークグレーのスーツにコートを羽は織おった四十歳さいぐらいの男性だった。体も顔も小さく、一見しただけだと中学生くらいにも見える。だが、物腰ごしと顔立ちには、大人おとな特有のあくの強さがにじみ出ていた。

　男の後ろには、付き従うようにして、ふたりの少女がいる。恐らく、宗太と同い年くらいだろう。見た瞬しゆん間かんに双ふた子ごだとわかる。それほどによく似た顔立ちをしている。だが、持っている雰ふん囲い気きはまるで違い、前に立つ少女は、睨にらむように宗太たちを見据すえ、もうひとりの少女は、体の半分を隠かくし、盗ぬすみ見るようにして、様子を窺うかがっていた。ふたりとも学校の制服らしきものの上から、お揃そろいのハーフコートを着ている。

　左腕うでがわずかに震ふるえた。いや、震えているのはひなたの体だ。

　疑問を抱いだくよりも前に、歌い上げるようにやってきた男が言った。

「やあやあ、これはお久しぶりですね、立たち花ばなひなた君。春に別れて以来の再会ですから、丁ちよう度ど五ヶ月になるのでしょうか？　ええ、そうですね。君が僕の下もとを去ってしまったのは、四月の頭だったはずです」

「知り合いか？」

　さらにひなたの震えが増している。

「……こ、国立アルテミスコード研究所の副所長さんです」

　小さく紡つむがれた声に、宗そう太たの放つ空気が一変した。宗太だけではない。京みやことつばめの視線にも鋭さが宿った。

　変化がないのは、状況を理解していないゆうひと、警けい戒かい心を向けられた当人だけだ。双ふた子ごの少女にも、緊張感が浮かび上がっている。

「ああ、一応、自己紹しよう介かいはしておきましょうか？　それが筋すじと言うものですよね。それと立ち話もあれなので……って、あれってなんでしょうね？　まあ、そんな話はどうでもいいのですけど」

　わけのわからないことを言いながら、宗太の正面にあっさりと男は座った。

　それから、名めい刺しを取り出し、コタツの上を滑すべらせるようにして差し出してきた。

「僕はこういう者です」

　名刺には『厚こう生せい労ろう働どう省大臣官かん房ぼう付危機管理部アルテミスコード対策室室長』という長たらしい役職名が記され、その脇わきに、竹たけ中なか伸しん三ぞうとあった。

「研究所で副所長をしていたのは一ヶ月ほど前までのことでして、このたび栄転を果たしたということで、ご理解いただければ恐縮かと存じます」

　宗太はアルテミスコード対策室という言葉を頭の中で反はん芻すうした。昨さく晩ばん、銀の箱舟を名乗る男が、気をつけろと言っていた対象が目の前にいるのだ。

「ああ。ちなみに、役職名の方は覚えてくださらなくても結構ですよ。たぶん、覚えようとはしていないと思いますが、念のために、アドバイスしておきます。どうせ、これも仮の名称ですので、数ヵ月後には変更になっていると思いますので」

　よくしゃべる竹中の言葉に耳を傾けつつ、宗太は背後のふたりの様子を再度窺うかがった。

「後ろの二人の紹しよう介かいもしておきましょうか？　こちらこそ覚おぼえる必要性は皆かい無むだと思いますが、同じ部屋にいるのに名前も知らないというのは気持ちが悪いですよね。僕はそういうのが気にならないのですが、普通はなるらしいので、小こ早ばや川かわ花か梨りんと小早川柚ゆ子ずです。どちらが花梨で、どちらが柚子か知りたければ、名前を呼んであげてください。そうすればわかりますので」

　恐らく、ふたりともムーンチャイルドなのだろう。一度、視線を合わせると、前に立つ気の強そうな方に親の仇かたきを見るような目で見られた。

　左右の京とつばめに目配せをする。京は小さく頷うなずき、つばめは無反応だ。だが、その後にふたりが取った行動はまったく同じで、竹中の相手を宗太に任せ、後方の双子がおかしな真ま似ねをしないか、気を配ってくれた。

　おかげで、宗太は竹中と真まっ直すぐに向き合うことができる。

「今日やってきたのは、他でもありません」

　そう言った竹中の目は、ひなたではなくゆうひを捉とらえた。

「そちらの真さな田だゆうひ君……いや、立花ゆうひ君？　まあ、どちらでも構いませんが、とにかくそのゆうひ君を僕にください。ああ、この表現だと世間一般では、プロポーズと勘かん違ちがいされてしまうかもしれませんね」

「しませんよ、そんな間違い」

　いい加減黙だまらせようと思い、宗そう太たは口を挟はさんだ。袖そでを摑つかんだひなたの手から、怯おびえが伝わってくる。そのせいで、自然と刺とげ々とげしい口調になっていた。

「いきなり来て、何を言い出すかと思えば、非常識にもほどがあるでしょ」

「非常識？　僕が？　そう言われたのは、君で千人目ですね。いやはや、まさかこんな場所で記念日を迎えることになろうとは」

　事実かどうか以前に、竹たけ中なかはまったく意に介かいした様子がない。躊躇ためらいも困こん惑わくもない。宗太は唾つばを飲み込み、より深く相手を観察するように務めた。

　だが、それすらも、竹中はなぎ払はらっていく。

「というよりも、チャイルドコードは、今日付けでアルテミスコード対策室で預かることがすでに決定しているので、お引き渡し願いますか？」

　先ほどの宗太の言葉など耳に入っていなかったとしか思えない。

「嫌いやです」

「ほう。それはなぜですか？」

　本当にわからないという顔で竹中は聞いてくる。

「子供相手に、大おお仰ぎような敬語を使う人間は、信用しないことにしているんですよ」

「なるほど。それは予想外の理由ですね。僕の予測のはるか右下を行っています」

「……それを言うなら、斜め上だと思いますけど」

　冷静な指し摘てきにも動じた様子はない。むしろ、宗太を卑ひ下げするように鼻で笑った。

「いえいえ、右下であっていますよ。なぜなら、理由として何の効力も発揮していないではありませんか？　それで僕が引き下がるとでも思っているのでしたら、とんだアマちゃんだということになりますが、構いませんか？　それとも、あれですか？　一ひと泡あわ吹かせてやるくらいの気持ちだったのでしょうかね？　それこそ無意味のむっちゃん極まりない。ああ、いやだ」

「とにかく、ゆうひは渡しませんよ」

　宗太の意思を肯こう定ていするように、ひなたの手に力がこもる。

「だから、なぜ？」

「本当にわからないんですか？」

　信じられないという視線で竹中を見据すえる。詳くわしい内容まではわかっていなくても、ゆうひは自分に関係のあることだと理解はしているのだろう。先ほどから、ぎゅっと宗太にしがみ付いている。不安そうな顔だ。

「僕がこれまでに付き合った下らない女性たちのように、君も自分の気持ちも理解してほしいなどという世よ迷まい言ごとを口にするつもりですか？　いや、もう口にしたと言った方がこの場合は正しいのですかね」

　竹たけ中なかは心しん底そこ嫌いやそうな口調だ。

「いいですか。他人は他人ですよ？　僕は僕です。わかるわけがない。わかる人がいるのだとしたら、それは他人の頭の中を覗のぞけるアルテミスコードを持ったムーンチャイルドだけでしょうね。違いますか？」

　短い時間でも自分が言葉を交わすべき相手ではないと、宗そう太たは判断を下した。そもそも議論や交渉の余地がある人間ではないと。

「僕たちに関することなら、黒くろ田ださんを通してください。公こう安あん特とつ課かの……」

「ああ。それなら、心配は無用ですよ。無用のむっちゃんです。完全無欠のむっちゃんっていうくらいに、上の了りよう承しようはもらっていますから。花か梨りん、例のものを」

　振り向きもせずに、肩かた越ごしに竹中が手を出す。

　すると、ずっと背後に立っていた少女のうち、目つきの鋭い方が出てきて、Ａ４サイズの封筒を竹中の手ではなく、コタツの上に置いた。

「おやおや、反抗期ですかね。嘆かわしい。ああ、嘆かわしい」

　表情は変わらず、声だけで大げさに落らく胆たんしてみせる。奇き妙みような光景だ。当然のように、竹中が後ろのふたりを見ることはなかった。

　興味の対象である封筒から、分厚い書類の束を取り出すと、それを宗太の目の前に置いた。

「細部の許可を取るのは面めん倒どうでしたので、警けい察さつ組織のトップである警察庁長官殿からさくっと了承はいただいてきました。さすがにそれだと頭ごなしで印象が悪いからと、先日、警けい視し総そう監かん殿も接待いたしまして、オーケーサインはもらっています。それでも、現場の人間がうるさいかもしれないと憂ゆう慮りよいたしまして、ついでに公安部長にも承しよう諾だくをしてもらった次第ですけど……ああ、その書類がそのときのコピーです。これで不備はないと思いますが、いかがです？」

　小さな体をさらに縮めて、竹中が宗太の顔を下から覗のぞき込んでくる。

「全文面に目を通すのは面めん倒どうでしょうから、内容を搔かい摘つまんでお話しさせていただきますと、チャイルドコードの全権を僕に委任するということが書かれています。法的に効力のある書式で」

　そこで、気持ちが悪いことに竹中は片目をぱちりと瞑つむって見せた。

「要するに誰にも僕を邪じや魔まする権限はないということですね。こと、チャイルドコードに関しては、ですけど」

　書類から顔を上げると、竹中の目とぶつかった。

「ここまで言ってもまだご理解いただけませんか？　僕が下調べをした限りにおいて、君はその年ねん齢れいにしては合理的な考え方のできる、わりとましな人物だという結論が下されていたはずなのですがね」

「あなたの説明の意味は理解できましたよ」

「ああ、よかった。僕の説明の仕方が悪かったのかと、少しだけ自分を疑ってしまいましたよ。僕としたことが。まあ、ほんの二秒ほどですけど」

　そこで、ひとりで声を上げて竹たけ中なかが笑う。

「あれ、今、笑うところですよ？」

　冷たい視線に晒さらされても、竹中はもったいないと言って肩かたをすくめただけだ。

「僕は……あなたの言葉を理解した上で、それでもゆうひは渡せないと言っているんですよ」

「なぜです？」

「それこそ、本気で言ってるんですか？」

「君こそ、自分の矛む盾じゆんに気づいています？　理解しているのに従わない。こんな馬鹿げたことがあるはずがない」

「もっとわかりやすく言いましょうか？　その決定が気に入らない。あんたのことも気に入らない。そう言ってるんです」

「ほう。なるほど……つまり、君は相当に可哀かわいそうな頭の持ち主ということですね。そのような感情論を持ち出したところで、事態は何ひとつ好転しないというのに」

　これ以上は、言葉遊びに付き合うつもりはなかった。相手の得意なフィールドで勝負をしても勝ち目はない。ならば、別のところで戦うまでだ。

　押し黙だまった宗そう太たに対して、竹中もつられて口を噤つぐむ。

「もう帰ったらどうですか？」

「……そうですね。こうコタツを囲んで君と話をしていても、事態が前進しないことには当の昔に気づいていましたから。僕としたことが少々余計な好こう奇き心しんが働いたので、それを満たそうと思っただけなのですよ。おかげで、答えにたどり着きました」

「答え？」

　促うながされるままに、聞き返してしまう。

「ええ。チャイルドコードの父親は、実に一般的で、平凡で、単純で、感情的で、面白みは少しありましたけど、まあ、取るに足らないその辺にいる高校生に過ぎないという答えです」

　竹中の瞳ひとみが笑っている。

「あんたっ！」

　先ほどまでの引っ搔かき回すような発言が、すべて計算であることを宗太はこの瞬しゆん間かんに悟さとった。空気を読めないふりをしていただけだ。

　追い討うちをかけるように、竹中が背後に声をかける。

「花か梨りん」

「もうやっています」

　初めて聞く少女の声は、見た目以上にハスキーだった。

　真っ先に京みやこが立ち上がる。アルテミスコードを発動させたが、上う手まく展開しない。少し遅れてつばめも動いた。だが、そこまでだった。

　宗太の視界がぼやけた。強烈な睡すい魔まが押し寄せてくる。

「なにをした！」

　京みやこも何か言っている。それは聞き取れなかった。

　座っているのに体がぐらつく。

　竹たけ中なかを睨にらみ付けたかったが、それも上う手まくいかない。

　まぶたが落ちてくる。

　声を出すつもりが、仰あお向むけに倒れていた。

「だから言ったではありませんか。君のしたことは無意味のむっちゃんだと」

　目の前が薄うす暗ぐらくなっていた。

　視界はもう殆ほとんどない。

　最後に認識したのは、体を揺らしてくるゆうひの不安げな顔だ。

「では、いい夢を」

　そして、世界は闇やみに閉ざされた。
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　嫌いやな夢をいくつも見た。

　病気で母親を亡くしたときの夢。

　父親が殺されたときの夢。

　現実に起きたことから、そうでないことも。

　ひなたが泣いている夢。

　そして、ゆうひがいなくなる夢。

　闇やみの中でもがきながら、宗太は必死に抜け出そうとする。だが、光を見つけたと思った途と端たんに、また別の悪夢が訪れる。

　そんなことを何度も何度も繰り返していたと思う。

　だからだろうか。

　目覚めは最悪だった。

　背中にじっとりと汗あせをかき、現実との境目を何度も行き来した。

　ぼんやりとして頭がすっきりしていない。まぶたも重い。

　それでも、何かやらなければならないことがあるような気がして、宗太は気けだるい体を無理やりに起こした。

　水から上がったときのように、大きく息を吐はき、そして、吸い込んだ。

「大だい丈じよう夫ぶか、真さな田だ」

　焦しよう点てんを合わせると、そこにはパンツスーツ姿の巴ともえがいた。驚きと安あん堵どがない混ぜになった表情を浮かべている。

「先生……僕は……」

　室内を見回す。今では見慣れたホテルの寝室だ。その瞬しゆん間かん、大切なことを思い出した。

「ゆうひは!?　それにみんなは!?」

「ひなたちゃんと、それに京みやことつばめは無事よ」

　その中に、ゆうひの名前は含まれていない。

「のんびり寝てる場合じゃない……」

「どうするつもりだ？」

「決まってるでしょ！　ゆうひを連れ戻しに行くんですよ」

　勢いよくベッドから下りる。床ゆかに足をついたところで、力が上う手まく入らず、もつれさせて宗そう太たは転びそうになった。病気で数日寝込んだ後のように、体が言うことを聞かない。妙みような違和感が付きまとっている。

「少し落ち着きなさい。三日も寝たきりだったのよ。すぐには激しい運動をしない方がいいわ」

「三日も？」

　諭さとすような眼まな差ざしで巴ともえが頷うなずく。確認するようにベッドサイドに置かれた時計を見た。午前十時を示し、宗太が認識している日付よりも、巴の言うように三日先に進んでいる。

「それに、どこに行くつもり？　ゆうひちゃんの居場所は、未いまだにわかっていないのよ」

「そんな……」

　無意識に拳こぶしを握にぎり締めていた。

　目を閉じると、ゆうひの不安げな顔が思い浮かぶ。気を失う直前に見たあの顔だ。

「今、黒くろ田だ課長が手を尽くしている。少し待ってあげてほしい」

「けど、今度のことは黒田さんでも難しいんじゃないですか？」

　竹たけ中なかは完全に黒田の頭を押さえている。今さら下から何を言ったところで、決定が覆くつがえるとも思えない。仮に覆るのだとしても、それは今日や明日あしたという話ではなく、長い時間が必要になるはずだ。

「それでも少し待ってあげてほしいのよ。課長も責任を感じている」

　何も言えず、宗太は俯うつむいた。

「あの……ひなたは？」

「ついさっき目を覚ましたわ。今は隣となりの寝室で、菜な々な子こさんの検診を受けている。京とつばめも、一時間ほど前にね」

「僕が一番最後だったわけですか……」

　無意味だとわかっていても、罪悪感が込み上げてくる。のんびり寝ている場合ではなかったはずだ。

「真さな田だの責任ではないわ」

「けど……あのふたりをもっと警けい戒かいしていれば」

「あなたたちを眠ねむらせたのは、双ふた子ごの姉の方。小こ早ばや川かわ花か梨りん。能力はもうわかっていると思うけど、催さい眠みんよ」

　握にぎった拳こぶしを床ゆかに押し付ける。嚙かみ締めた奥歯が擦こすれて嫌いやな音を鳴らした。体の中で獣けものが暴れていた。悔しさに吼ほえる獣が。

「あの竹たけ中なかってのは何者なんですか？　それにアルテミスコード対策室ってのは！」

「その質問には私が答えてあげる」

　顔を上げるとドア口に立った菜な々な子こと目があった。

　白衣を翻ひるがえして部屋に入ってくると、後ろ手でドアを閉めた。そして、腕うで組ぐみの姿勢で、背中から寄りかかる。

「まず、対策室だけど、これは国内のアルテミスコード研究の最高機関と言ってもいい存在になるわね。私も含めて、あらゆる研究施設が、対策室の許可を得た上で、日々の研究を行えているの」

「最高機関……」

　その説明に、宗そう太たは下唇くちびるを嚙んだ。

「許可を下ろすだけではなくて、自分たちでも研究の庭は持っていて、あの悪名高き国立アルテミスコード研究所を統とう括かつしているのが、アルテミスコード対策室よ」

「……要するに権力ってことですよね」

「ええ。君の嫌きらいな言葉を使うとそうなるわね」

「で、あの竹中伸しん三ぞうがそこのトップなら、やっぱり黒くろ田ださんには手出しができないってことじゃないんですか？」

「でしょうね。首をかけても勝ち目はないわ」

「菜々子さん！」

　巴ともえが複雑な顔で口を挟はさむ。

「黙だまっていても、この子はそれくらい理解しちゃうんだから、隠かくしたところで無む駄だよ。それに、きちんとした情報を与えておくべきでしょ？　選ばなければならない瞬しゆん間かんが来るかもしれないんだから」

「それは……」

　言葉を詰まらせた巴は、それ以上は何も言わないことで、菜々子の考えに理解を示した。

「けど、ゆうひを連れていった理由は何です？」

「さあ、それは竹中に聞くしかないんじゃないかしら？」

　探るような視線に、菜々子は応じてくれない。その場で反転すると、さっさと外に出て行こうとする。

「じゃあ、私はそろそろ研究室に戻るわね。今ので問診の役割は十分に果たせたと思うし。大だい丈じよう夫ぶ、体に害はないわ」

「大学病院まで私が送ります。どうせ、捜そう査さに出なければならないので」

「そう？　じゃあ、お願いするわね」

　通り過ぎ際、巴ともえが宗そう太たの肩かたに手を置いた。

「状況はわかったわね？　お願いだから少し時間をちょうだい」

　それに、宗太はイエスともノーとも答えられなかった。

「こういうときは、うそでも、はいと言いなさい。それで大人おとなは安心するのよ」

　苦笑いを残して、巴は菜な々な子こと出て行った。

　ふたりを出口まで見送ると、急に部屋の中が寂さびしく思えた。

　ここにはもうゆうひはいない。空気まで違っている。それに気がつくのは、いつも失ったあとだ。母親を亡くしたときも、父親を亡くしたときもそうだった。なのに、また同じ過ちを繰り返そうとしている。

　衝しよう動どうを抑おさえ切れずに頭を搔かき毟むしった。

　そのときになって、背後に気配を感じた。心配そうな顔をしたひなたが、傍かたわらの京みやこに抱だきついて立っている。その横には璃り子この姿もあった。

「ゆうひは、どうしているでしょうか」

「そうだな……」

　気休めの言葉も出てはこない。

「あ、あの！　宗太さんの能力で、ゆうひの居場所がわかりませんか？」

　名案を思いついたとばかりにひなたが明るさを取り戻す。

「それは無理だよ。僕はゆうひに能力を使ったことがないから、視覚をリンクしても、ゆうひを特定できない。それに、それがわかったとしても、どこにいるかまでは、そもそも僕の能力ではわからないから……」

「そうですか……」

　花がしおれるように、ひなたから笑顔が消えた。

　沈ちん黙もくが訪れる。

　押し潰つぶされそうな静けさだ。

　そこから、抜け出すように、宗太は京に問いかけた。

「つばめ先せん輩ぱいは？」

「集中したいからひとりにしてくれってさ」

「どういうことです？」

　つばめが使っている寝室のドアを見ながら、宗太は聞き返した。

「そろそろ出てくると思うわよ」

　京の言った通り、つばめが出てきた。ただし、寝室ではなくトイレから。

　つばめはアルテミスコードを発動したままだ。焦しよう点てんは定まっておらず、どこを見ているのかもよくわからない。表情も消えている。

　それでも、宗そう太たの目の前で立ち止まった。

「もう手がかりは見つかったの？」

　京みやこの問い掛けでつばめがアルテミスコードの使用を止やめた。目に力が戻る。だが、次の瞬しゆん間かん、支えを失ったように、後ろに倒れそうになる。それを、わかっていたというタイミングで、璃り子こがやわらかく受け止めた。

「あまり、過度な能力の使用はおやめくださいと、何度も申し上げているではありませんか」

　璃子の腕うでの中で、つばめは大人おとなしくしている。疲労困こん憊ぱいといった様子だ。

「少し手間取りましたけど、黒くろ田だはんよりはなんぼかましな情報にたどり着きましたわ」

　虚うつろな目で、つばめが宗太を見てくる。

「……何をしたんです？」

　こんなつばめの姿を見るのは初めてのことだ。

「月つき乃の宮みやにいてはる仰ぎよう山さんの動物を操あやつって、情報を集めただけのことですわ」

「仰山って……」

「まあ、一万、二万ではすまんやろなあ」

　一万、二万と聞いただけでも、ぞっとする。

　つばめの能力は単に動物を操れるということではない。その動物が、見たもの、聞いたもの、食べたもの、感じたもの、嗅かいだものといった五感を共有できるのだ。

　数万の感覚を一度に感じるというのは、一体どういう状況なのか、宗太は想像してみたがまるでイメージがわかなかった。

　ただ、今のつばめの疲労は、そこに原因があるのは間違いない。

「宗太はんが知りたいんはもっと別のことと違います？」

　もう大だい丈じよう夫ぶだと続けて、つばめは璃子を離した。

　黒い瞳ひとみが誘ゆう惑わくするように宗太に向けられる。

「ゆうひの居場所、わかったんですか？」

「残念ですけど、それはまだです。そん代わりに、小こ早ばや川かわ花か梨りんとかゆう子ぉの居場所を突き止めました」

「どこですか？」

　つばめの肩かたに、宗太は両手を置いた。

「それを聞いて、宗太はんはどうしはるおつもりです？　黒田はんに教えるだけでっしゃろか？　それとも、自分で乗り込んで、ゆうひちゃんの居場所を吐はかせるおつもりでっしゃろか？」

「それは……」

　つばめが宗太の手を肩から振り払はらう。

「悩むゆうことは、前者ではあらしまへんやろ？　そんでしたら、よう考えた方がよろしいのと違います？」

　冷ややかな眼まな差ざしが宗そう太たを見据すえている。

「今、ウチらが下へ手たに動いたら、黒くろ田だはんに迷めい惑わくをかけることになります。これまで散さん々ざん恩を受けておいて、それをあだで返すんが、宗太はんの望みとは思えまへん」

　黒田の管かん轄かつにいる自分たちが、勝手な行動を、それも上の決定に逆らうような真ま似ねをすれば、立場が悪くなるのは明白だ。

「それに、大たい儀ぎはあちらさんにありまっさかいに。今、宗太はんがやろう思うてはることは犯罪っちゅうことになるんと違います？　そこんとこ、目ぇそむけたらあかんえ」

　返す言葉などあるはずがない。自分の事情と感情を優先させて動けば、そのせいで迷惑を被こうむる人がいる。つばめの言う通り、宗太の望むところではない。

「知りまへんでした、気づいてまへんでしたで、許されるガキと違うゆうんでしたら、そこんとこはっきりさした方がええとウチは思います」

　唇くちびるをきつく結ぶことしかできない。ゆうひを助けるためには何でもやりたい。それは本心だ。だが、身勝手な行動は、後々の状況を悪くする。それは、宗太だけではなく、黒田や巴ともえの……。

「それに、助け出した後のことも考えなあかしまへんやろ？　どうやって、ゆうひちゃんを守らはるおつもりですか？」

　竹たけ中なかならすぐに手を打ってくるだろう。黒田に守ってもらうことはできない。自分の手でゆうひやひなたを守らなければならないのだ。

　たかだか高校生の自分に、それだけの力がないのは、痛いほどにわかっていた。

「ちょっとつばめ、そんなに追い詰めなくてもいいじゃないのよ」

「みゃーこは黙だまっとき。いつもいつも宗太はんに甘あますぎですわ。たまにはきつくゆうた方がええのと違います？　それに、やるからにはみゃーこの協力も必要になりまっさかいに。黒田はんに迷惑かける覚悟は、きちんとしといた方がええでっしゃろ？　みゃーこのためにも」

「うっ……人の痛いところばっかりつくのは昔からよね」

「それがウチのええとこでっしゃろ？」

「言いにくいことを言えちゃうところもね」

「そないに褒ほめられると、ウチかて照れますわ」

「呆あきれてんのよ」

　ふたりの会話を頭の端はしで聞きながら、宗太は目の前の状況を整理していた。

　だが、何度考え直しても、手詰まりだ。

　権力の中で生きる黒田に、権力を退しりぞける力はない。

　やれるのはそこからはみ出した者だけ。誰にも頼れない。ならば、自分たちがやるしかない。

　ただし、行動を起こせば、特とつ課かの責任者である黒田に迷惑をかけるのは確実だ。

　それでも、ゆうひを助けたい。けど、助けたあとはどうする。三人で逃亡生活などできるだろうか。そして、そんな生活を誰が望むというのだろう。

　思考はぐるぐる回るばかりで、抜け出す術すべが思いつかない。心配そうに、ひなたがシャツの裾そでを引っ張ってくる。

「宗そう太たさん……」

　うそでも大だい丈じよう夫ぶだと言いたかったが口が渇かわいてそれもできなかった。

　そこに、璃り子こがやってきた。

「あの、冷れい凍とう庫この中にこんなものが……」

　手には盆ぼんを持ち、その上には、雪だるまが三つ並んでいる。三日前の朝に、三人で作った雪だまるだ。大きいのは宗太。次はひなた。そして、一番小さいのはゆうひが作ったものだ。その三つが並んで立っている。あのときひなたが言ったように、今は親子のように見えた。

　よく見ると、お腹なかの部分に名前が書かれている。右から、そーた、ゆうひ、ひなたの順番だ。

「それ、溶とけないようにって、ゆうひが仕し舞まったんですよ。宗太さんと一緒に作ったから、ずっと取っておくんだって言って……」

　雪を摑つかむ小さな手が思い浮かぶ。寒さなど気にせずに飛び出していった無む邪じや気きな笑顔が脳のう裏りに浮かぶ。宗太の名前を呼ぶ声が蘇よみがえる。

　名前も知らない感情が込み上げてきた。

　鼻の奥がつんとする。瞳ひとみに涙なみだが溜たまった。

　それを、宗太は必死に堪こらえた。辛つらい思いをしているのはひとり連れて行かれたゆうひの方だ。あの竹たけ中なかが、ゆうひに愛情を注そそいでくれるとは思えない。それは、ひなたの怯おびえ方が物語っている。だから、今はまだ泣くときではないのだ。

　込み上げた感情を、胸の中に大切に保管する。すると、ゆうひの顔がまぶたの裏うら側がわに映り、胸の辺りが温かくなった気がした。

「璃子さん……それ、冷凍庫に……」

　戻しておいてくださいは言葉にできなかった。涙るい腺せんは緩ゆるんだままだ。

　璃子がキッチンに戻っていく。

　その背中を見届けてから、宗太はつばめと向き合った。

　目には光がある。涙の輝きではない。強い意思がぎらついている。一番大切なものが何か、ようやく見えていた。ゆうひが戻ってくれば、ひなたが一緒にいれば、それ以上、何を望む必要があるだろうか。そこをスタート地点にすればいい。

「決めはったようですな」

「あたしもいいわよ。付き合ってあげる」

　京みやこが笑みを浮かべる。

「わたしもです！」

　ひなたが続いた。

「なら、しゃあないなあ。ウチだけのけもんは、ありえへん」

　その顔を見れば、最初からその気だったのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

「で、小こ早ばや川かわ花か梨りんは今どこに？」

　つばめが表情を引き締める。

「月つき乃の宮みや大学病院に入院してはります」

「入院？」

「……彼女に会うても、取り乱さんようにな」

　そう言ったつばめからは、冗じよう談だんの類たぐいを一切感じられなかった。
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　作戦内容を確認し、少し遅めの昼食を終えると、宗そう太たたちは行動を開始した。

「じゃあ、行くよ？」

　頷うなずくと、目を閉じて京みやこが集中する。数秒遅れて、足元と頭上にアルテミスコードの幾何学模様が描かれた。

　差し出された京の手に触ふれると、宗太の全身は浮遊感に襲おそわれた。

　瞬まばたきをひとつ。

　目を開けたときには、もうホテルの寝室ではなかった。

　どこかを確認する間もなく、うつ伏せの姿勢で、床ゆかに落下した。

　硬いタイルが宗太を手荒く受け止める。

　腰こしの骨をしたたかに打ちつけた。

「いってぇ～……」

　悶もん絶ぜつしながら、京の能力の低下が、本格的になっていることを実感した。以前なら、足から落ちるようにしてくれたはずだ。

　起き上がろうとして、仰あお向むけになったところで、腹部目掛けてひなたが降って来た。続けて、つばめと京が覆おおい被かぶさってくる。

「あいた～」

「みゃーこのせいでっしゃろが」

「あ、あの、何がどうなっているんでしょうか？」

　宗太の上に、三人が折り重なっている。

「お願いだから、早くどいてください。潰つぶれる……」

「あたし、そんなに重くないわよ」

「誰もみゃーこのことだとは言ってへんけど？　まあ、ウチとひなたちゃんと比べたら、みゃーこが一番で間違いない思いますけど」

「うっ……まあ、そうだろうけど。特別重たくはないわよ？」

「いいから、どいてください！」

　最初に、京みやこが離れ、次につばめ、最後にひなたが宗そう太たの上から降りた。

「宗太さん、だいじょうぶですか？」

「……ああ」

「さすが男の子、丈じよう夫ぶでよろしい」

　埃ほこりを払はらって立ち上がる。

　周囲の状況がようやく確認できた。

　ここは月つき乃の宮みや高こうの生徒会室だ。懐なつかしさが込み上げてくる。

「学校は久しぶりです……」

　ひなたと一緒に通っていたのは、一ヶ月と少し前までだ。たったそれだけの時間が今はやけに遠い昔のことのように思える。すでに卒業した小学校か中学校にでも来ているような感かん慨がい深さがあった。

　ひなたが側そばにあった机に触ふれる。おぼつかない足取りで、椅い子すに腰こし掛かけた。

「ほんとに、懐なつかしいです……」

「……ひなた、行こう。ゆうひが待ってる」

　学校に未み練れんを感じている場合ではない。ゆうひを助けるために、やってきたのだ。

　名残なごり惜おしそうにしていたひなたも、立ち上がったときには後ろ髪がみ引かれる思いを完全に断ち切った顔をしていた。

「打ち合わせ通り、みゃーこはここで待たい機きしといてな」

「わかってるわよ」

　何かあった場合の保険だ。常に宗太がアルテミスコードで視覚情報を送ることで、いつでも助けに来られるようにしておく作戦だった。

　予定通り、宗太はアルテミスコードを発動させると、京とひなたに自分の見ているビジョンを送った。

　京がオッケーの合図を出してきた。

「ほな、いきまっせ」

　つばめに続いて、宗太とひなたも生徒会室を後にした。




　今なお降り続く雪の中、高等部の敷地を通り抜け、月乃宮大学の並木道を横断すると、宗太たちは真まっ直すぐに外れにある大学病院に向かった。

　小こ早ばや川かわ花か梨りんがいるのは、三階の個室病びよう棟とうだとつばめから聞かされている。

　三階まで目立たないように階段で上がると、出てすぐのところが目的の病びよう棟とうだった。

　六つ目の部屋の前で、つばめが立ち止まる。病室のプレートには小こ早ばや川かわ花か梨りんと確かに記されていた。

　目で合図をくれた後、つばめはゆっくりとドアをスライドさせ、平然と敷しき居いを跨またいだ。

　宗そう太たはひなたの手を引いて、中に滑すべり込む。

　部屋に入って真っ先にベッドに座った少女と目が合った。

　思わず、声を出しそうになったところで、つばめに口を塞ふさがれた。

「よう、見とうくれやす」

　そこにいるのは確かに小早川花梨に間違いない。だが、その目は宗太の遥はるか後方の虚こ空くうを見つめている。宗太たちの登場にも何の反応も返してこない。

「これは……」

　来る前に何を見ても取り乱すなと言ったつばめの言葉の意味をようやく理解した。

「これだけと違います」

　無言のまま、つばめはベッドサイドまで移動する。それに宗太もひなたの手を引いて続いた。ひなたは、どう反応すればいいのか困ったようにしているだけで、何も言ってはこない。

　すぐ近くに寄っても、やはり花梨は宗太たちに気づいた素振りすら見せなかった。どう見ても、話をできる状況にはない。これではゆうひの居場所も聞き出せないだろう。

「どういうことですか？」

　その質問に答えたのは、最も意外な人物だった。

「そーた……ひなた……」

「えっ!?」

　ひなたの驚きが握にぎった手から伝わってきた。

　今起きた現実を信じられずにいる宗太の目の前で、再度、花梨は宗太とひなたの名を口にする。

　呼び方は、ゆうひのそれとまったく同じだ。

「そーた……ひなた……どこ……」

　その後も、うわ言のように花梨はふたりの名を繰り返した。

　困こん惑わくした宗太は、助けを求めるようにつばめを見た。だが、つばめも答えてはくれない。いや、つばめも答えなど知らないのだ。

「ウチらが寝てる間に、何かがあったとしか言えまへんなあ」

　明らかに異常な状態だ。

「これじゃあ、ゆうひの居場所を聞くことなんて……」

「そう焦あせらんでもええのと違います？　もうひとりおること、忘れはったん？」

「小早川柚ゆ子ずか……けど、彼女はどこに？」

「あん子ぉでしたら、もうじき、ここにやってきはると思いますけど。随ずい分ぶんとこん子ぉに依存してはったようですからなあ」

　確かに、ホテルにやってきたときはずっと花か梨りんの陰に隠かくれていた。

「そろそろ面会の時間になりまっさかいに。隠れときましょか」

　そのとき、ひなたが何かに気づいたのか顔を上げた。

「誰か来ます……」

　耳をすませると足音が近づいてくる。

　宗そう太たはひなたと一緒にカーテンの裏うらに隠れた。つばめはロッカーに入り込んでいる。

「手荒いことは、おふたりさんに任せまっさかいに」

「わかっていますよ。ひなた、身動きが取れないようにしてくれればいいから」

「はい」

　胸に顔を押し付けたひなたが大きく頷うなずく。

　少し待つと、部屋のドアが開いた。

「花梨ちゃん、お見舞いに来たよ」

　その声は、すでに涙なみだぐんでいる。

　同じ顔をしたもうひとりは、何も言葉を返さない。感情も返さない。

　それでもめげずに小こ早ばや川かわ柚ゆ子ずは、花梨に話し掛ける。

　買ってきた花を見せ、持ってきた花か瓶びんにその場で生ける。

　柚子がパイプ椅い子すを取り出そうとしたところで、宗太はひなたに合図を送った。

　ふたりで同時に飛び出す。

　突然の物音に、柚子が身を縮ちぢめた。その目が、宗太とひなたに向けられる。驚きと疑問が浮かび、それから怯おびえが混じった。反射的に、両手を突き出し、アルテミスコードを発動させようとする。

　だが、目前に迫るひなたはすでに重力支配の能力を完全に具現化している。見えない壁に、柚子の両手が触ふれた瞬しゆん間かん、不自然な力に跳はね飛ばされて、少女は壁に磔はりつけにされた。

「うっ……うう……」

　苦しそうな呻うめき声を柚子が上げる。必死に、壁から体を引き離そうとするが、ぴくりとも動いていない。

　辛かろうじて、首を左右に振れるだけだ。

「ご、ごめんなさい……」

　ひなたが小さく呟つぶやいた。

　だが、その声は、混乱の最中にいる柚子には届いていないだろう。

「ど、どうして、あなたたちがここにいるの!?」

　半狂乱の柚子は今にも泣き出しそうだ。

　いつのまにか、ロッカーから出てきていたつばめが冷たい視線を投げかける。

「理由くらい想像つきまっしゃろ？」

「ひっ！　や、やだ、いじめないで……」

「つばめ先せん輩ぱい、あんまり恐がらせないでくださいよ」

「ウチにそないなつもりはあらへんよ？」

「だったら普段の目つきが恐いってことですね」

　場を和なごませようと、冗じよう談だんを織おり交ぜたつもりだったが、柚ゆ子ずの表情は強こわ張ばったままだ。顔は青ざめ、唇くちびるは震ふるえている。

　宗そう太たはひなたの隣となりに立って、柚子と向き合った。

「な、何をする気なの？　酷ひどいことするの？　するんだよね？　や、やめて、お願いだから……」

　完全に悪者扱いだ。

「し、仕返しに来たんでしょ？　絶対にそうでしょ？」

「いい加減、黙だまった方がよろしいのと違います？　自分の置かれた状況、わかってはりまっしゃろ？」

　無表情のまま、つばめが花か梨りんの頭に手を置いた。

「か、花梨ちゃんに、触さわらないで！　何かしたら許さないんだから！」

「許さへんのは、ウチらの方ですわ。ぎゃーぎゃー喚わめき散らしてはると、こん子ぉの頭捻ひねり潰つぶしてしまうかもしれまへんなあ」

「うっ……ううっ……」

　ついに、柚子は泣き出してしまった。

　すがる様ような目でひなたを見下ろしていたが、そもそも自分を拘こう束そくしている相手だということを思い出したのか、もっと情けない声を柚子は出した。

　つばめに口を出さないように釘くぎを刺さしてから、宗太は柚子に話し掛けた。

「僕たちの質問に答えてくれれば、これ以上手荒な真ま似ねはしない」

「ほ、ほんとう？」

　なるべく柔やわらかい表情で頷うなずくと、つばめに気味が悪いと茶ちや々ちやを入れられた。

　それでも、柚子には効果があったようで、顔色が少しよくなった。

「質問って何？」

「ゆうひはどこにいる？」

　落ち着きを取り戻したかに見えた瞳ひとみに動揺が走る。視線を左右に泳がせた。

「それだけは……言えない」

「どうして」

「室長の……命令だもん」

「まだ立場がわかってへんようやから教えてあげまっさかいに、あんたに拒否権はあらしまへんえ」

　残忍な笑みをつばめが浮かべる。

「だ、だって、言ったら花か梨りんちゃんを元に戻してくれなくなるんだもん！」

「それはあんたの都合でっしゃろ？　ウチらには関係あらしまへん」

　視線でつばめを制すと、しぶしぶと言った様子でつばめが下がる。

　打ち合わせをしたわけではないが、宗そう太たとつばめで飴あめと鞭むちの役割分ぶん担たんが上う手まくできていた。恐らく、つばめは計算した上で、汚れ役を買ってくれたのだろう。いや、好き好んでやってくれていると言った方が正しいのかもしれない。

「宗太はんは甘あますぎでっせ」

　それを頭の片隅すみで聞きながら、宗太は柚ゆ子ずの視線が自分の方を向くのを待った。

「彼女に何があったんだ？」

「……それは」

「ただ事じゃないのは、この状況を見ればわかる。三日前は元気だったはずだ」

　今も花梨は浮かされたように、宗太とひなたの名を呼んでいる。

「ゆうひが関係しているんじゃないのか？」

「し、知らないもん！　私だって知らないんだもん！」

「逃げるなよ！」

　突然の怒ど鳴なり声に、柚子が身を竦すくませる。それで、感情が暴れ出すのは止まった。

「君が彼女を助けたがっているように、僕もゆうひが心配で仕方がないんだ。君と一緒だ」

「……私と一緒？」

「やったのは、あの竹たけ中なかってやつなんだろ？　一体何をしたんだ？」

「……でも、本当に知らないの。昨日きのう、花梨ちゃんだけが、研究室に呼ばれて……出てきたときにはもうこうなっちゃってたんだもん！　元気な花梨ちゃんを取り戻したかったら、絶対に命令に従えって言われたんだもん！　わかんないよぉ……」

「その研究室はどこにある？」

　核心に触ふれると、柚子が再び口を噤つぐむ。宗太を見ては逸そらし、それでも救いを求めるように、また宗太を見る。迷っている証しよう拠こだ。

「君は竹中に利用されているだけだぞ。協力すれば、本当に彼女が元に戻ると思っているのか？」

「……そんなこと言わないでよ！　だったら、あなたが花梨ちゃんを元気にしてくれるの？　私の花梨ちゃんを返してくれるの!?　できもしないくせに、適当なこと言わないでよ！」

「絶対に、なんて言えませんけど、あの人よりは親身になってくれる人がいますよ」

　ずっと黙だまって事態を見守っていたひなたがそっと語りかける。

「わたしを国立アルテミスコード研究所から出してくれた黒くろ田ださんという人がいます。巴ともえ先生もやさしいです。菜な々な子こさんは研究をしている人だから色々と知っています。もしかしたら、花か梨りんさんを治す方法も見つかるかもしれません」

「そんなの……そんなのわからないもん……」

　強い否定に、ひなたは黙だまり込む。それに宗そう太たは言葉を続けた。

「君も知りたいんじゃないのか？　彼女がこうなった原因を。それがわかれば、解決策が見つかるかもしれない」

　ただの口からのでまかせだ。期待を持たせているだけだ。

　現実味がないことはわかっている。それでも、ひとりで問題を抱かかえ込んでいる柚ゆ子ずにとって、それが甘あまい誘ゆう惑わくであることを宗太は理解していた。理解した上で、自分を卑ひ下げしながら相手を揺さぶる言葉を投げかけたのだ。自分に都合よく事を運ぶために。

「だが、原因を知ろうにも、場所がわからなければどうしようもないんだ。君は知っているんだろう」

　視界の片隅すみで、つばめが満足げに自分を見ているのがわかった。手段を選んでいる場合ではないのだ。ゆうひを助けることが、最優先なのだから。

「僕たちが君の力になる」

　どこまで追い詰められても、嗚お咽えつだけは漏もらさなかった柚子が鼻をすすりながら泣き出してしまった。

　それは、同時に、彼女の中の警けい戒かい心を解きほぐした証明でもある。

　複雑な思いを抱いだきながらも、宗太は罪悪感に背を向けた。自分で選んだことだ。傷ついたふりをするのはフェアではない。

「月のかけらが……落ちた場所。月つき乃の宮みや零ぜろ番ばん地区」

「あの辺はまだ瓦が礫れきの山のはずだぞ」

　月乃宮の地理的な中心地は、災害の傷跡を後世に残すという名目の下、当時のままの姿で保存されているのだ。面積は、野球場が丸々ひとつ収まる程度の広さだ。近くには、災害資料館が建てられ、高校の授業の一環で宗太も見学したことはある。

「うそじゃないよ……本当に、あるんだもん。昔の地下鉄の入り口から入れるようになってて、その下の零番アルテミスコード研究所にいるよ」

　確認を頼もうとつばめを見る。すでにアルテミスコードを発動させていた。息がすぐに上がる。今日は能力の使いすぎだ。

「つばめ先せん輩ぱい、やっぱりいいですから無理はしないでください」

　その場で膝ひざを突きながらも、五分ほど待つと、つばめは宗太を見上げてきた。額ひたいから汗あせが垂れている。

「間違いなさそうですわ」

「うそなんてつかないもん！」

　そこに携帯の着信音が割り込んできた。

「たぶん……室長からだよ。帰りが遅いから連絡してきたんだ」

　柚ゆ子ずの鞄かばんから携帯を出すと、身動きが取れない彼女の耳元に当てた。

「いいか、僕たちのことは話すなよ？」

　何度も柚子が頷うなずく。

　全員に聞こえるように、ボリュームを最大にしてから通話ボタンを押した。

「今、どこですか？」

「まだ花か梨りんちゃんのところです。ごめんなさい。すぐに戻ります」

「ふむ、そうですか。まあ、別にゆっくりしてきてくれても構いませんよ」

「ほ、本当ですか？」

「ええ。別に君がいなくても僕の計画には何ら支し障しようはありませんからね。君は無用のむっちゃんというわけです」

　柚子が驚きに息を吞のむ。

「だから、真さな田だ宗そう太た君たちとそこから見ているといいでしょう。新しい時代の幕開けをね」

　今度は宗太たちが驚きよう愕がくに目を見開いた。

　つばめが窓から外を見る。監かん視しされている様子はないのか、首を横に振った。となると可能性はもうひとつの方だ。

「当然ですけど、裏うら切ぎられた以上は、花梨のことは諦あきらめてくださいね。それと、その病室には盗聴器が仕掛けてあることを最後に伝えておきましょうか。では、ごきげんよう、お父様にお母様。娘むすめさんは僕が立派に育てて差し上げますので」

　宗太が何かを言う前に、問答無用で電話は切れた。

「うそ……やだ……そんなのやだー！」

　精神の支えを失った柚子が暴れ出す。だが、重力支配の楔くさびに繫つながれた体は見た目には動いていない。それでも、もがいた分、肌はだは痛々しく赤く染まり、手首の辺りは内出血でもしたのか、毒々しい青紫に変色した。

「暴れないでください」

　ひなたが言っても、泣きじゃくる柚子の混乱は簡単には収まりそうにない。

　だが、目の前の事態にばかり、構ってもいられなくなった。

　最初の異変は耳に起きた。

　遠くでゆうひの声がした気がした。

「…………」

　無む邪じや気きで明るい声に、呼ばれたような気がした。

「……ゆうひ、ですか？」

　ひなたにも聞こえたらしい。

　つばめも頷うなずいている。

　すると、今度は病室の床ゆかから藍あい色の光が浮かび上がり、足元から頭上へと通り抜けていった。

　驚いたひなたがアルテミスコードの使用をやめた。

　支えを失った柚ゆ子ずの体が前に崩くずれる。両膝ひざと両手を突いた姿勢で止まった。

　胸むな騒さわぎがする。

　先ほど見えた藍色の光には、見覚えがあった。

「冗じよう談だんは、この辺までにしといてほしいわあ」

　そう言ったつばめの目は窓の外に向けられていた。

　宗そう太たも空を見上げた。

　言葉を失った。

　おぞましい記き憶おくが蘇よみがえる。

　忘れられるはずもない。藍色の空がそこにはある。八月の満月は終わったはずなのに。

　気が付けば、宗太もアルテミスコードを収めていた。目の前の光景に、左手への意識が完全に途と切ぎれた。

　遠くの空で、藍色の落らく雷らいが降り注ぐ。一直線に天空から地上を貫いた。

　音はない。

　少しすると、雪が止やんだ。それがなぜ今なのかに疑問を感じている余よ裕ゆうはない。

　街全体の空気がざわついている。不ぶ気き味みな静けさに怯おびえているのだ。

「私も花か梨りんちゃんも、もうだめだ……全部、あなたたちが悪いんだから！」

　振り向くと憎ぞう悪おの眼まな差ざしが待っていた。

　涙なみだで頰ほおをきらきらさせながら、柚子がアルテミスコードを発動する。かざした手のひらの上に、巨大な炎ほのおの弾たまが生まれる。肌はだが焼けるように熱い。まるで小さな太陽だ。

　それを、柚子が振り下ろした。灼しやく熱ねつの弾だん丸がんに食い尽くされる未来を予見した。

　だが、それよりも早く、天てん井じようをすり抜けて降り注いだ藍色の稲いな妻ずまが、柚子の体を縦たてに貫いた。柚子の体は痙けい攣れんし、次の瞬しゆん間かんには藍色の蔦つたに全身を巻き取られていく。よく見れば、蔦を構成しているのは無数の文字式だ。アルテミスコードに良く似ているが、少し違う。一定の形で留とどまることなく、次々に新しい形を作っては、更さらなる変化をし続ける。八月の十五夜のことを思い出さずにはいられない。

「やだ……なにこれ……恐いよ……た、助けてよ！」

　柚子が伸ばしてきた手も、藍色の蔦が絡からめとって飲み込んでしまう。さらに、蔦は体内に溶とけ込むように、柚子の柔やわ肌はだを抉えぐった。

「なにっ!?　入ってくる……や、やめて！　もう、やめてぇっ！」

　泣き叫ぶ柚子の胸元から、藍色の蔦が彼女のアルテミスコードを引っ張り出している。目を疑った。暴れて逃げ惑まどう文字式が、大口を開けた藍あい色の大だい蛇じやに捕食される。食い千ち切ぎられながらも、アルテミスコードは柚ゆ子ずの体内に戻ろうとする。だが、それ以上の力で再び外に放り出された。柚子が嬌きよう声せいを上げ、痛みと快楽に身を震ふるわせる。

　完全に柚子から離れたアルテミスコードは抗あらがう術すべもなく、藍色の蔦つたに吸収された。その分の蔦が大きく太く成長する。

　口の端はからよだれを垂らし、柚子は壁に背中を預けた。ずるずると床ゆかに滑すべり落ちていく。座り込んだ部分には、小さな水溜たまりが広がった。

　やっと藍色の蔦から解放された柚子は、完全に表情を失っていた。放心状態だ。

「あ……あ……あう……あ……ああ……」

　虚こ空くうを見据すえ、双ふた子ごの花か梨りんと同様にうわ言を繰り返す。

「何が起きたんだ!?」

「……そーた……ひなた……どこ……」

　花梨と柚子が同じタイミングで発した。

「どういうことだよ」

　自分たちが安全なのかもわからない。どこが安全なのかもわからない。その恐怖に足が竦すくんだ。

　つばめは顔色を変えることなく、携帯で連絡を始めた。恐らく、相手は京みやこだ。

　ひなたが警けい戒かいして、アルテミスコードを展開させる。

　すると、再び病室に藍色の稲いな妻ずまが降り注いだ。それを重力支配の能力で、ひなたは弾はじき飛ばす。

　藍色の蔦は、壁にぶつかると蛇へびのようにのた打ち回った。鎌かま首くびをもたげて体勢を整えると再度ひなたを狙ねらって鋭い突進を見せる。

「宗そう太たはん、みゃーこを！」

　アルテミスコードを使い、京の感覚を探し当てると、目を開いて、視覚を繫つなぐ。その瞬しゆん間かん、寒さむ気けが全身を襲おそった。

　反射的に頭上を見る。藍色に覆おおわれていた。

　つばめに蹴けり飛ばされて床に転がる。

　息を吐つく間もなく立ち上がると、それまで宗太のいた場所に、藍色の蔦がとぐろを巻いて居座っていた。

「アルテミスコードが狙ねらわれてるのかよ！」

「八月の満月とよう似てはるなあ。サイズの方は随ずい分ぶんと小さいようですけどぉ」

　遅れて京が病室に現れる。

「どこでもええから、全員を遠くに飛ばしたって！」

　理由も聞かずに、京が真っ先につばめを瞬間移動させた。

　それから、ひなたに駆かけ寄る。

「ひなたちゃん」

　呼ばれて後ろに下がると、ひなたはアルテミスコードを体内に戻した。

「宗そう太たさんは!?」

「すぐに行く！」

　まだ残ると言い出しそうな小さな背中に京みやこが触ふれる。手品のようにひなたが消えた。

　これで病室に残ったのは宗太と京だけだ。

　ふたりは部屋の対角線上にいる。間にはとぐろを巻いた藍あい色の蔦つた。さらに、京の背後にはひなたを襲おそっていたもう一本がいる。

　間かん髪はつをおかずに、ふたりは走った。

　とぐろを巻いた蔦が宗太に襲い掛かる。床ゆかに転がってなんとか避さけた。

　手を伸ばす。京も伸ばしている。宗太はその背後に、波のように押し寄せる藍色の壁を見た。

　恐怖に襲われながらも、前進する。

　そして、京の手に触ふれた。

　だが、飛ばない。

　アルテミスコードの文字式が崩くずれていく。

　押し寄せる藍色の波に飲み込まれる。

　宗太は恐怖のあまり目を閉じた。

「まだ終われないのよ！」

　京が吼ほえる。

　その瞬しゆん間かん、暗くら闇やみの中で、宗太の体は浮かび上がった。いや、本当に浮かび上がったわけではない。京の能力が発動した証あかしだ。

　目を開けると、もうそこは病室ではなかった。

　うつ伏せの体勢から身を起こす。

　見慣れた場所だった。宗太とひなたが暮らしていたマンションのリビングだ。ＴＶもクッションもソファも、何もかもが一ヶ月前と同じ状態に保たれていた。

　その空間に、驚いた顔をしたひなたがいる。つばめも無事だ。

　室内を見回した。

　ひとり足りない。

　先ほどまで握にぎっていた手。

　心臓が痛いほどに跳はねた。

「みゃーこは？」

　つばめの言葉に、全身の血が音を立てて引いていくようだった。

　唇くちびるが震ふるえる。

　声が出せない。

　冷たい沈ちん黙もくが、ただそこにはある。

「京みやこ先せん輩ぱい……いないんですか？」

　事態を理解したひなたが、険けわしい表情をしていた。

　祈いのる思いで宗そう太たは床ゆかに伏せた。

　そうでもしないと溢あふれ出す後悔を全部ぶちまけてしまいそうだった。

　ゆうひを助けるために、行動すると決めたのは自分だ。

　その結果がこれなら誰のせいにもしないで受け止めろ。

　自分に言い聞かせるがそれでも恨うらみ言ごとが押し寄せてくる。

「僕は……」

　喉のどの奥に苦いものが込み上げてきた。

　気持ちが悪くて仕方がない。吐はき気がする。藍あい色に捕まった柚ゆ子ずの姿が思い浮かんだ。虚うつろな目。なくした表情。うわ言だけを繰り返す。そこに京が重なった。

　声には出さずに発狂した。

　最後に摑つかんでいた京の手のぬくもりがまだ残っている。

　その手を自分で強く握にぎった。

「どうしたの？　みんなしてお通つ夜やみたいよ？」

　我に返ったように全員が顔を上げた。

　キッチンのカウンターの奥に京がいた。

　宗太もひなたも、そして、つばめまでもがきょとんとしている。

「本格的に能力がまずいことになってるわね。着地点がこんなにずれるなんて予想外もいいところよ。目の前に包ほう丁ちようがあってびっくりしちゃった」

　リビングにやってきた京がひなたの頭を撫なでた。

　すると、恐い夢でも見たあとのように、ひなたが京に抱だきついた。

「京先輩……よかった。よかったですよぉ」

「ど、どうしちゃったのよ。もうしょうがないなあ」

　その横で、つばめが深々と安あん堵どのため息をもらしている。自然な態度で背中を向けて、涙なみだを拭ぬぐっているのは、見なかったことにした。

　宗太も腰こしが抜けたように、しばらく立つ気にもなれない。それでも、自然と目は窓の外に向いた。

「どえらいことになってきましたなあ」

　同じく外を見ていたつばめが言う。

　促うながされるように、京も藍色の空を見据すえていた。

　ゆうひを助け出し、本当の無事を喜ぶのは、まだまだ先のことになりそうだ。




　　　　　　　　４




　空の様子が気になって、宗そう太たはマンションのベランダで一時間近く過ごした。部屋に戻っても網もう膜まくには藍あい色の空が焼きついている。

　再び襲おそわれるのではないかという危機感から、ずっと見張っていたのだ。

　だが、病院を出て以降は、藍色の稲いな妻ずまに天てん井じようを貫かれることもなかった。

　確信は持てないが、アルテミスコードの使用が絡からんでいることは間違いないように思えた。そう結論付けると、ソファに座っていたつばめは真っ先に眠ねむってしまった。猫ねこのように体を丸めて、静かに肩かたを上下させている。

　小こ早ばや川かわ花か梨りんの居場所を突き止めるために、数万もの動物を操あやつったのはまだ今け朝さの出来事だ。その後、休む間もなく病院への潜せん入にゆうもした。あげくに、外はこの有様である。肉体的にも精神的にも、つばめは当に限界を超えていたはずだ。それでも、眠る寸前まで、そんな素振りは一切見せなかった。

「子供の頃からそうなのよ。人に弱味を見せるのが苦手みたい。甘あまえるのが下へ手たな証しよう拠こね」

「京みやこ先せん輩ぱいも、人のことは言えないでしょ」

「そんなことないわよ」

　言い争っても仕方がないので、宗太は笑って誤ご魔ま化かした。

　それから、どうせ休ませるならと、つばめを抱かかえ上げ、ひなたの部屋のベッドに寝かせた。運んでいる途と中ちゆうに一度目を覚ましたが、宗太を璃り子こと勘かん違ちがいしていたようで、数秒後には再び寝息を立てた。

　宗そう太たがリビングに戻ると、京がＴＶをつけていた。

　どの局も、月つき乃の宮みやの異変を取り扱った臨時ニュースを放送している。

　現場に急行させられた新人アナウンサーが、怯おびえ半分の緊張した面おも持もちで、月乃宮の駅前に立っている。カメラに映った人々も空を見ては逃げるように移動していた。インタビューに応じてくれる人は殆ほとんどいない。不安と混乱がよく画面には映し出されていた。

　モニター越しに見た藍色の綺き麗れいな空は、自分の目で見るよりも、さらに不ぶ気き味みに思える。

「……ニュース程度じゃ、たいした情報は得られないか」

　別に期待していたわけではないだろう。京はリモコンで次々にチャンネルを変えていく。どこも似たような中継が多かった。

　唯一、有益な情報となったのは、地方局で流された月乃宮の衛星写真だ。月のかけらが作ったクレーターをほぼ覆おおい尽くすように巨大なドームができている。

　市外からの映像では、月乃宮が大きな傘かさを差しているようにも見えた。

　ひなたにも見せようと思ったが、アルテミスコードを使用するのは危険と思い、その場はやめておいた。

　無言のまま、宗そう太たも京みやこも、そしてひなたもＴＶの情報に耳を傾けていた。

　やがて、それにも疲れてきた頃、宗太の肩かたに、ひなたが寄りかかって来た。薄うつすらと意識はあるようだが、殆ほとんど夢の中だ。

　仕方なく、ひなたを自分の部屋のベッドに連れて行って寝かせた。

　六時を回ったところで、京とふたりで先に夕食を済ませた。ひなたは寝たばかりだし、様子を見に行った限り、つばめはまだまだ目覚めそうにない。

　時間の経過は、空気を重苦しくするだけだ。

　無む為いに時が流れていく。焦あせりは募つのるが状況は好転しない。恐らく、今、手をこまぬいている間にも、少しずつ悪くなっているはずだ。

　何が起きているのかさえ宗太には知る術すべがなかった。今さら黒くろ田だに情報提供を求めるわけにもいかない。

　気がつけば、日付が変わろうとしている。

　もう八時間もこうして状況を見守っていたことになる。

　ゆうひの居場所はわかっている。

　だが、月つき乃の宮みやを覆おおう藍あい色の空が、ゆうひに関係していると思うと、思考も体も動かなくなってしまうのだ。

　何か決定的な情報がほしい。知らずに行動すれば、大きな過ちを犯してしまうかもしれない。それだけは絶対に避さけなければならなかった。ひとつ判断ミスを犯せば、ゆうひを助けるのは難しくなる。自分の置かれた状況を、宗太は冷静に悲観的に捉とらえていた。

　コマーシャルから画面が番組に戻る。ＴＶには、不安に駆かられた月乃宮市民が作る車の渋じゆう滞たいが映し出されている。市外に逃げ出そうとしているのだ。

　普段よりも街の明かりも圧倒的に少ない。相当数が自主的に避ひ難なんを終えた証あかしだ。今も断続的にマンションの下を車が通り過ぎる音が聞こえている。

　安全な都内のスタジオにいるアナウンサーは、わかったような顔をして、混乱を収めるには、政府のいち早い対応が必要だと訴えていた。

　疲れた目をぱちぱちとしながら、京が大きなあくびをする。

「もう寝てください。僕が起きてますから」

　これ以上、何かあるとは思いたくなかったが、警けい戒かいしておく必要はある。

「ううん、あたしは平気だから宗太君こそ、休んだら？」

「どうせ、眠ねむれませんから」

　京はそれもそうかと言って小さく笑うと、再びＴＶに視線を戻した。その横顔を宗太はぼんやりと眺ながめていた。

「……今さら言うのも卑ひ怯きようですけど、巻き込んですみません。あと、ありがとうございます」

「何よ、急に」

　凛りんとした京みやこの目が宗そう太たに向けられる。

「なんていうか、今しか言う機会がないかもしれないので……」

「そういう不ふ吉きつなこと言うのは禁止」

　京が宗太に向き直りながら、不満そうな顔をする。それがおかしくて、自然と宗太の表情も緩ゆるんだ。

「でも、感謝しているのは本当ですよ」

「いいのよ。あたしだってゆうひちゃんのことは心配なんだから」

「けど、そのせいで、黒くろ田ださんに迷めい惑わくをかけるのは、京先せん輩ぱいにとって大問題でしょ？」

「それはお互い様」

「意味が違いますよ。僕と京先輩とじゃ」

　真まっ直すぐに視線をぶつけると、一いつ瞬しゆんだけ京の瞳ひとみに戸と惑まどいが過よぎった。それを隠かくすように、京はソファの上で膝ひざを抱かかえた。それから、探るように上うわ目め遣づかいで宗太を見た。

「……気づいてたの？」

「すみません」

「べ、別に謝らなくてもいいけど……」

　尻しりすぼみに小声になりながら、京は自分の膝ひざに顔を埋うずめた。髪かみの隙すき間まから覗のぞく耳が、ほんのりと桜さくらに色づいている。

　思わぬ相手に、自分の気持ちを知られ、照れて動揺しているのが手に取るようにわかる。

「あまり、じろじろ見ないでよね」

　威い嚇かくするように、京が少しだけ顔を上げて睨にらんできたが、まったく怖くない。普段の自信に溢あふれ、宗太をからかっている姿からは想像もできない心細さが今の京からは伝わってくる。

「黒田さんには言ったんですか？」

「言えるはずないでしょ……」

「巴ともえ先生がいるから？」

「……うん」

「歳としが離れてるから？」

「……うん」

「黒田さんを困らせたくないから？」

「……うん」

　宗太が一息吐はくと、京は恨うらみがましい目で宗太を見ていた。ふてくされているようにも見える。

「そんなにいじめなくてもいいじゃない」

「別にいじめてるわけじゃないですよ。ただ、今まで散さん々ざん、黒田さんの力になってきた京先せん輩ぱいなら、困らせてやるくらいで丁ちよう度どいいと思っただけです。大怪け我がまでしながら、がんばってきたんですから……」

　組織として特とつ課かを作り、守ってきたのは、確かに黒くろ田だだろう。だが、それも、京みやこが任務を見事に成し遂げてきた結果があればこそだ。そのことは、恐らく黒田が一番よくわかっている。

「そうだとしても、やっぱり言うのは無理。ううん、言えない本当の理由なんて、全部自分でわかってる。……ただ、怖いだけだよ」

　膝ひざに頰ほおを預けた格好で、京は諦あきらめたような口調でそう言った。その姿は酷ひどく疲れているようにも見えて、長い間、想いを胸に秘め続けてきたことを宗太に教えてくれた。

「フラれるのが怖いんじゃないよ？　そんなのわかっていることだもの」

　何も言えず、宗そう太たはじっと聞くことに専念していた。

「あたしの気持ちなんて、子供の気の迷いだってはぐらかされて、相手にもされないんじゃないかって考えると、何も言えなくなっちゃうのよ。そうなったら、立ち直る自信ないもの」

　京は再び膝に額ひたいを押し当てて顔を埋うずめた。

「上う手まくいかないよね。早く大人おとなになりたくて、けど、大人になるとアルテミスコードは使えなくなって、あたしは用済みになっちゃうんだから。せつないよ、宗太君……」

　やるせなさを吐と露ろしながら、声だけが泣いていた。

「京先せん輩ぱいに告白されて、はぐらかすような馬鹿がいたら、そのときは、そいつを僕がぶん殴なぐってあげますよ」

　ぴくりと京の肩かたが動いた。

　それから、のそのそと顔を上げ、すがるような目を宗太に向けてきた。

「……ほんとに？」

「約束します」

「なんか、宗太君じゃないみたい」

「どういう意味ですか、それ」

「さあ、どういう意味かしら？」

　そう言って悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべた京は、もう普段の京に戻っていた。

　それに安あん堵どして、宗太はひなたの様子を見てくると言って立ち上がった。背後からは、寝込みを襲おそっちゃだめよと京がからかいの言葉をかけてくる。襲いませんよと念を押しながら、宗太は懐なつかしい自分の部屋に、静かに足を進めた。

　ひなたの寝息が耳をくすぐる。それだけで、安らいだ気持ちになるのは、なぜだろうか。きっとそれにたいした理由はない。理由などないが、とても大切なことであるのは感覚として理解した。

　こんな状況だからこそ、側そばにいられることが何より嬉うれしい。

　ベッドの脇わきに両膝をついて座る。ひなたの顔を覗のぞき込みながら、銀色の綺き麗れいな髪かみをそっと撫なでた。掬すくい上げると、銀色は滝たきとなって指の間を零こぼれ落ちていく。このしなやかな感かん触しよくがたまらなく好きだった。

　頰ほおを手の甲こうでなぞる。少しだけひなたが笑った気がした。

「絶対にゆうひを助けような」

　自分に言い聞かせるように口にする。口に出せば、それは実現できるような気がした。いや、実現しなければならないと思えてくる。

　立ち上がる切っ掛けをなくした宗そう太たは、しばらくの間、ひなたの寝顔を黙だまって見守っていた。

　どれくらいそうしていただろうか。少なくとも、随ずい分ぶんと前に日付は変わっている。

　ドアをノックする音を背中で聞いて、宗太は我に返った。

　京みやこだと思い振り向く。だが、そこにはいたのはなんと黒くろ田だだった。

　口を開けたが言葉が出ない。

　宗太たちが何をしたのかは、もう黒田なら把は握あくしていることだろう。言わなければならない言葉は、きちんと用意しておいたつもりだ。

　それが、今は白紙に戻っている。

「毛布か何かあるか？」

「え？」

「あのまま寝かせておくと風か邪ぜを引くし、目の毒だ」

　苦笑いをしながら黒田が親指を立てて肩かた越ごしに、リビングを示した。

　わけもわからないまま、宗太は黒田に毛布を手渡し、一緒に部屋を出た。

　ソファには身を深く沈めた京が、素足を無防備に晒さらして眠ねむっていた。確かに目の毒だ。自然と苦笑いが零こぼれる。

「ったく、年頃の娘むすめが男の前でこれはないだろ……」

　肉付きのいい綺き麗れいな足を隠かくすように黒田が毛布をかける。京が不ふ機き嫌げんそうに唸うなったが、それすらも色っぽい。やれやれと言った様子で黒田がさらに呆あきれて見せた。

　煙草たばこを咥くわえたところで、黒田が顎あごでベランダの方を指した。

　先に宗太が外に出る。

　雪はすっかりと止やみ、空気は夏の終わりのにおいがした。だが、見ればまだ外に雪は残っており、Ｔシャツ一枚では少し肌はだ寒い。

　黒田が煙草に火をつける。先せん端たんの火に、視線を引き付けられた。目を閉じて、黒田が最初の一服を味わう。

「あの……黒田さん」

　宗太の呼びかけに、黒田はまるで応じない。十階のベランダから、見渡せる限りの街並みを眺ながめるだけだ。

「なあ、宗太」
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「……なんですか」

「お前は何を知っても、ゆうひちゃんを助けたいと思うか？」

　突然の質問にも、宗そう太たは取り乱さなかった。その質問が、勝手な行動を取った宗太に対する黒くろ田だの答えであることも理解した。咎とがめるつもりも、責めるつもりもない。ただ、責任を取れるのかを確認しているのだ。

　煙草たばこを咥くわえたまま、ただ煙をくゆらせている黒田に倣ならって、正面の街並みに目を向けた。報道用のヘリが飛んでいる。随ずい分ぶんと勇気のあるＴＶ局があったものだ。

「この藍あい色の空……八月の満月にそっくりですよね」

「そうだな」

「……これ、銀の箱舟が月を操あやつったときや、八月の満月に菜な々な子こさんがやったように、制せい御ぎよすることはできないんですか？」

「それができたら、すでにこうなってないことは、わかってるんでしょうよ」

「それでも、聞かずにはいられないこともあるんです」

　自ら最後の確認を行ったことで、逃げ道は完全になくなってしまった。

「……たぶん、ゆうひが関係しているんだと思います」

「だろうな」

「それがわかっているのに、さっきの黒田さんの質問に、僕は『はい』と答えますよ」

「んじゃ、仕方ないな」

　深刻さのまるでない口調だ。黒くろ田だが手すりに煙草たばこを押し付けて消す。新しいのを口に咥くわえたが、火はつけようとしない。

「そういう馬鹿な男には、俺おれが知っている限りのことを、教えておくべきだろうよ」

　その言葉の裏うらには、まだわずかに迷いが残っている。

「これは菜な々な子こから聞いた話だが……」

　語り出した黒田は、一度も視線を宗そう太たには向けなかった。宗太も同様に、黒田を見る余よ裕ゆうはなかった。

　ある程度の覚かく悟ごはしていた。絶望的な見解が提示されることは。だが、その重みは予想の遥はるか上を行っていた。

　菜々子というアルテミスコードの専門家を通して出された意見には説得力があり、事実を理解し、受け止めるのに精一杯で、黒田が話し終えるまでの間、宗太はまったく口を挟はさまなかった。いや、挟めなかった。

　地球の生態系をモデルにしたシミュレーションの結果に始まり、八月の満月と同様の性質を、チャイルドコードが持っているであろうという推測。そして、今日、その推測が現実となった事実。宗太やひなたが持つアルテミスコードと、チャイルドコードが根本的に別のものであるという菜々子の出した結論。

　そして、空を藍あい色に染めているのが、ゆうひであるということ。

　何より、やがて、チャイルドコードが生態系を狂わせるという予測は、受け入れがたいものがあった。

　説明が終わると、黒田は二本目の煙草にようやく火をつけた。

　何も言えなかった。

　今日まで目にしてきたことを照らし合わせれば、菜々子の推測と予測は筋が通ったものに思える。あくまで仮説だと笑い飛ばすこともできるが、小こ早ばや川かわ花か梨りんと柚ゆ子ずを目まの当たりにした今となっては、否定はすなわちただの逃とう避ひだ。

　病院での出来事は、八月の満月を彷ほう彿ふつとさせるものだった。

　アルテミスコードに藍色の空が反応したのも、この目で見ている。実際に、宗太も襲おそわれたのだから。

　あのとき、藍色の蔦つたに捕まっていれば、自分たちも小早川姉妹と同様の末路を辿たどっていたのだろう。

　そう思う反面、ゆうひがそんな真ま似ねをするはずがないという、根こん拠きよのない確信もまた宗太の中には強くあった。他人が聞けば、淡い希望だと笑い飛ばすだろう。

　だが、たとえ、甘あまい願望だとしても、それがゆうひを助け出したいという気持ちの原動力になっているのも事実だった。

「竹たけ中なかの目的は何ですか？」

　宗そう太たを一いち瞥べつすると、黒くろ田だはスーツの内ポケットから、三つ折りにされた書類を差し出してきた。

　開いて内容に目を通す。人の名前がずらりと並んでいる。年ねん齢れいはどれも若く、二は十た歳ち以下のものばかりだ。

　その中に、宗太は小こ早ばや川かわ花か梨りんと柚ゆ子ずの名前を見つけた。

　まさかという予感が、寒さむ気けと共に訪れる。

「お前さんの思った通りだよ。この八時間で、同じ症状を訴えて病院に担かつぎ込まれた患かん者じやの名めい簿ぼだ」

「全員ムーンチャイルドですか？」

「それは今、裏うら付づけを取っている。けど、調べるだけ無む駄だだろうな。百パーセントの確率で、全員がムーンチャイルドだろうよ」

　ざっと数えただけでも百名にはなる。その全員が、小早川姉妹のようになっていると思うと、ぞっとした。

　そして、その悪お寒かんは、宗太にあることを思い出させた。

「アルテミスコードの撲ぼく滅めつ……ムーンチャイルドを根ね絶だやしにすることが目的……」

　少し驚いた顔を黒田が向けてきた。

「あの雪の降った日に、銀の箱舟を名乗るやつが僕に言ったんですよ。対策室の目的はそれだって。だから注意しろって」

「……それがこうなるわけか？」

　ふたりは同時に藍あい色の空を見上げた。

「こんな真ま似ねを国の機関がするんですか？」

「……わからんよ。するのかもしれんな」

　あまりに素そっ気け無く、あまりに意外な返事だった。

「この国は保守的以前に、変化を嫌きらう傾向がある。よその国じゃあ、アルテミスコードを有効活用しようと研究合戦を行っているが、日本はそこからして根本的に違う」

「どういうことですか？　日本でも研究は盛んだと思いますけど」

「研究はあくまで理解のためだ。理解した上で、有効活用するのではなく、アルテミスコードなどなかった時代を取り戻そうとする連中がいるのには頷うなずけるな。老いぼれた政治家の考えそうなことだよ」

　言いながら、また別の書類を黒田は内ポケットから出した。

「見てみろ」

　表紙には『ゼロリセット計画』と記されている。次のページには計画の概がい要ようが抽ちゆう象しよう的に書かれていた。アルテミスコードの新しい運用方法を提案するとして。

　計画の責任者は竹たけ中なか伸しん三ぞうだ。

「手に入ったのは、その概がい要よう文章だけだ。それだけだと中身があるんだかないんだか、わからん代しろ物ものだが、お得意の弁べん舌ぜつを振るって、年寄り連中の協力を取り付けたんだろうな。竹中伸三は……」

「けど、それだとこの事態はおかしくありませんか？　竹中の協力者は、街を混乱に陥おとしいれるような事態は望んでいないはずです。黒くろ田ださんの言うような保守的な価値観の持ち主ばかりなら」

　今、月つき乃の宮みやは報道関係者で溢あふれ返っている。目的を果たすためとはいえ、目立ちすぎだ。

「そうだろうな。だから、今ごろ永なが田た町ちようでは泡あわ食くっているはずだ。政府の見解が未いまだに出されないのもそのせいだろう。責任の擦なすり付け合いに忙しくて、国民のことなんかお構いなしってわけだ」

「だとしても、いずれは動きますよね？　事態の収集に」

「だろうな。手を打たなきゃ自分たちがやばいってことはよ～くわかってらっしゃるだろうし。保身のためになら積極的になるだろうよ」

「動いた場合はどうなると思いますか？」

「徹底的な証しよう拠こ隠いん滅めつを図る……ってところか」

「ゆうひを殺すってことですか？」

「それ以外に、止める方法がなければな……」

　手すりを握にぎる手に自然と力が入る。

「そんなことって……」

「偉えらいさんの動向に関しては、今、巴ともえに急いで調べてもらっている。どういう手段に出てくるかは、じきに答えが出る」

「けど、あまり時間の余よ裕ゆうはありませんよね？」

「明あ日すの朝には動きがあるだろうな。これ以上マスコミに騒さわがれるのは、さすがに偉いさんも面白くはないはずだ」

　すでに時刻は深夜の一時を回っている。

　残された時間は少ない。

「すまんな……」

「黒田さんが謝らないでくださいよ。迷めい惑わくをかけているのは、僕の方です。今日もそうだし、今日までも……」

「子供の起こした面めん倒どうを、親は迷惑だとは感じないものなのよ」

「……黒田さん」

「ま、そんな風ふうに思われたら、お前さんは気持ち悪がるかもしれんがね。それに、こんな頼りにならん親父おやじはいらんか」

　声を上げて黒田が笑う。

「そんなことありませんよ。かっこ悪いくらいが僕には丁ちよう度どいいです」

　拳げん骨こつが来るかと思って身構えたが、黒くろ田だの手は乱らん暴ぼうに宗そう太たの頭を揺すっただけだった。

「あいつも生きていれば、宗太くらいになってたんだな」

「……あいつ？」

　自分の言葉に戸と惑まどうように、黒田は藍あい色の空に視線を逸そらした。黒田の横顔に、小さな諦あきらめを宗太は見つけた気がした。

「……俺おれと菜な々な子こには子供がいたんだよ。息子むすこだ」

「え？」

「菜々子からはいないって聞いたんだろ？」

　困ったように黒田が苦笑いを浮かべる。

「もう十年も前だ。五歳さいのときに事件に巻き込まれて死んだ。ムーンチャイルドに殺されたんだ」

　見たことのない感情が黒田の瞳ひとみに宿っている。過去を思う顔を見るのは初めてだった。

　ひとつ、聞きたいことが宗太の頭に浮かんでいた。

　ムーンチャイルドが憎にくくないのか。

　だが、結局、口には出せなかった。いや、出す必要などないと思えた。その答えは、黒田を三年間見てきてわかっている。

「ガキってのはいつか親元を離れていくもんだからな。仕方がない」

「帰ってきますよ」

「必ずだぞ。ゆうひちゃんも連れてな。でないと俺、泣くからな」

「それは暑苦しいんで、絶対に戻ってきます」

「ああ。絶対だ。そしたら、左さ遷せんされた俺おれを慰なぐさめるために一杯付き合え」

「僕はまだ未成年ですけど？」

「知らないのか？　そんな法律守っているやつ、そうそういないぞ？」

「でしょうね」

　黒田が頭から手を退のける。

「さて、俺の役目はここまでだな。一応、下の連中はおっぱらってやるから、あとは上う手まいことやって頂ちよう戴だいよ？」

　マンションの下には車が数台止まっている。

「宗太を長々と借りて悪かったな」

　振り向くと、室内にひなたがぽつんと立っている。

　黒田と入れ替わりで、ベランダにひなたが出てきた。

　手を引いて、手すりに摑つかまらせる。

　表情はどこか深刻だ。

「もしかして、聞いてたのか？」

「ご、ごめんなさい。宗そう太たさんが部屋を出て行くのがわかってですね……」

　いつから起きていたかは聞かないことにした。

　秋を思わせる風が、ふたりの間を吹き抜ける。ひなたが寒そうに体を擦さすった。

「何か着てきた方がいいな。いや、もう中に戻るか」

　別にベランダに出ている理由は何もない。

　黒くろ田だの煙草たばこに付き合っただけだ。

「い、いえ、このままでいいです」

「けど、寒いだろ」

「こ、こうすれば、あたたかいと思います」

　言うなりひなたが、腕うでに抱だきついてきた。

「ど、どうですか？」

「まあ、確かにあったかいけど」

「それに宗太さん分も補給できて一いつ石せき二に鳥ちようなんですよ！」

　なんとも誇ほこらしげな顔だ。

「じゃあ、僕はひなた分でも補給するか」

　正面からひなたを抱き締める。

　銀色の髪かみを揺らしながら、ひなたがくすぐったそうに身を捻ひねった。

　それでも、居心地のいい場所を見つけたのか、顔を胸に押し付けてくる。

「これならすぐに充電できそうです」

「じゃあ、もういいか？」

「え!?　だ、だめですよ！」

　冗じよう談だんだと言うと、ほっとしてひなたが肩かたを下ろした。

「……ゆうひに会いたいです」

「そうだな。必ず会いに行こうな」

「はい……」

　ゆっくりとひなたが顔を上げる。それから、そっと目を閉じた。

　髪を撫なでながら桜さくら色の唇くちびるに吸い寄せられるように身を屈かがめた。だが、あと数センチというところで、横目に人影が見えた。

　部屋の中から、京みやことつばめがこちらを見ている。どうやら目を覚ましたらしい。

「あたしたちのことは気にしなくていいから、続けてくれていいわよ」

「気にしますよ。ものすごくね」

　睨にらみつけると、恐い恐いと言いながら、離れていった。

「黒田さんが三十分後には動けるようにしてくれるってさ」

　そう言って、京みやこは玄げん関かんの方に向かった黒くろ田だの後を追って視界から消えた。つばめも、携帯で誰かに連絡を取っている。恐らく璃り子こなのだろう。

　ひなたにシャツを引っ張られ、宗そう太たは物足りなさそうな顔と向き合った。

「あ、あの……ゆうひを助けたら、続き……してくれますか？」

　返事の代わりにひなたをきつく抱だき締める。

　それだけで、気持ちを強く持てた。恐怖は心の奥底に沈める。それで精一杯だ。

　見上げた空は相変わらずの藍あい色だった。

　それを、今はゆうひだと思うだけの余よ裕ゆうが、宗太にはあった。

　必ず。

　その言葉を、もう一度だけ強く念じた。
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　月つき乃の宮みや零ぜろ番ばん地区は、安全性の問題から、周囲を金網で仕切られ、一般的には進入禁止の扱いになっている。常に民間警備会社の警備員が監かん視しにあたり、物々しい雰ふん囲い気きを醸かもし出していた。

　その零番地区から三十メートルほど離れた場所に位置する建設中マンションの駐車場に、璃り子こが運転するＳＵＶは停車した。

　後部座席には宗そう太たとひなたが座り、京みやことつばめの姿はない。

　京は緊急時の脱出要員として、遠方に控え、危険と判断した場合に宗太の能力を使って助けに来てもらう算段だ。

　つばめの方は、そろそろ月乃宮を出て、本物の星空の下にいるはずだ。ロングレンジから動物を操あやつり、宗太とひなたのバックアップの準備を進めている頃だろう。

　車の窓からは、零番地区の荒野が見えている。

　抉えぐられた地面には、壊こわれた建造物の残ざん骸がいが折り重なっていた。自分の住む街の風景とは思いがたい。日本とも考えにくかった。

「つばめお嬢じよう様の準備が整うまでここで待ちましょう」

　璃子の確認に、宗太はルームミラー越しに頷うなずいた。

　今、璃子は見慣れたメイド服から、体のラインのはっきりと出る動きやすい服装に着替えている。髪かみは後ろでまとめてアップにしているおかげで、白い首くび筋すじが後部座席からはよく見えた。

　宗太も薄うす手でのパーカーに黒のジーンズという目立たない格好をし、ひなたも滅多にはかないパンツ姿だ。長い銀色の髪は、邪じや魔まにならないようにと、出かける前に京が海に遊びに行ったときと同様に、二本に結ってくれた。

　静けさに包まれた車内で、璃子が助手席に置いたボストンバッグを開けた。中身は物ぶつ騒そうな装備の数々だ。催さい涙るいスプレーやスタンガンに始まり、ナイフや銃じゆう器きも一通り揃そろっている。ひとつひとつを確かめる璃子の手つきは慣れたものだ。

　璃子には軍隊式の訓練を受けた経験があると、つばめからは説明されている。

　アルテミスコードが使用不可能な今回の状況を鑑かんがみて、璃子の方から同行を申し出てくれたのだ。

　最初は断った。だが、つばめが協力する以上は、放っておけないと笑顔で言われ、宗太は璃子の説得を諦あきらめた。頼るものが他にない宗太にとって、心強い味方であるのも確かだった。

　ただ、座って待っているのも落ち着かない。つばめからの連絡を待って、行動を開始する予定だが、それにはもう少し時間がかかるだろう。

「少し、外の様子を見てきてもいいですか？」

「あまり、金網には近づかないようにしてくださいね。警備員に見つかると面倒ですから」

　はい、と答えて、ドアに手をかける。

　反対の手を、ひなたに摑つかまれた。

「すぐに戻るよ」

　不安げな頭をそっと撫なでる。

　車から出ると、真っ先にその静けさに息を吞のんだ。

　音が遠くに吸い込まれていく。

　自分の足音が逃げていくようだ。

　高い山の山頂に、ひとりで立っているような気分だ。

　この世に自分しかいないような錯さつ覚かくさえ起こす。

　街から人が消えれば、世界はこれほどまでに静かになるのだ。

　時刻は深夜の三時。

　街灯など殆ほとんどないのに、足元は明るい。

　藍あい色に輝く空が、月つき乃の宮みやを淡く照らしているのだ。

　本当の星空よりも、随ずい分ぶんと近くにある。手を伸ばせば届きそうだ。

　コードが流れ星のようにあちこちを行き交う様子は、純粋に美しかった。邪じや気きなどまるで感じない。それゆえに、病院に小こ早ばや川かわ花か梨りんを訪ねた際に見せた凶きよう暴ぼう性には背せ筋すじが凍こおる思いがした。何の悪意も、何の感情もなく襲おそいかかってくる姿は、到底、宗そう太たには理解できるものではなかった。

　見ていると、意識も体も吸い込まれそうになる。

　鳥の羽音で、宗太は我に返った。

　反応した宗太の肩かたに、一羽のオウムが止まる。オウムのつぶらな瞳ひとみが、まじまじと宗太を見ていた。恐がる素振りはまるでない。

「つばめ先せん輩ぱいですよね？」

「さあ、どうでっしゃろなあ」

　耳慣れた声ではない。ずっと高い。それでも、よく知った胡う散さん臭くさい訛なまりを奏かなでるのは、つばめ以外には考えられない

　事前に、情報の伝達と共有のために、使いをよこすと言われていた。そのときは、何のことかわからなかったが、このオウムがそうなのだろう。これで、遠くにいてもつばめとは会話ができ、なおかつ、宗太たちの状況もオウムの目を通して勝手に伝わる。

「予想通り、月乃宮を出れば、アルテミスコードを使っても平気なんですね」

「おかげさんでな。けど、気をつけなぁあきまへん。少しずつですけど、藍色のコードが広がってきてまっさかいに」

「どこかで止まればいいですけど、このままずっと広がるようなら問題ですね」

「ま、そん前に、宗太はんが解決してくれはりますやろ？」

「そのつもりですよ。そういえば、京みやこ先せん輩ぱいは？」

「ああ。今、ウチの準備の手伝いをさせてますわ。どうせ、行動開始までは、やることあらへんのやし」

　こうして話をしていると、オウムの顔がつばめに見えてくるから不思議だ。

「璃り子こはどこですやろ？」

「その先の駐車場に車があります」

「ほな。先に打ち合わせしときますわ。あと十分足らずでウチの準備はできまっさかいに、宗そう太たはんもいいとこで戻ってきよし」

　返事を待たずに、オウムは羽を広げ飛んでいった。

　零ぜろ番ばん地区への突入まで十分を切った。明確な数字を上げられると、下っ腹の辺りがそわそわしてくる。

　宗太は込み上げる緊張を無視して携帯を取り出した。元々、済ませたい用事があるからこそ、こうして外に出たのだ。

　メモリーの中から、中なか条じよう明あき人とを呼び出す。

　そして、深呼吸をしてから発信ボタンを押した。

　一度目のコールは無言。だが、呼び出し音が鳴るということは、電源が入っている証しよう拠こだ。電波の圏けん外がいでもない。相手に出る気があれば、繫つながるはず。

　二度目のコールでは、唾つばを飲み込んだ。

　やはり、出ないかという思いが強くなる。

　だから、三度目のコールで繫がった瞬しゆん間かんには、すぐに言葉が出なかった。

「真夜中に電話をしてくるような無礼なやつだとは思っていなかったのだがな」

「夜分遅くにすみません。これでいいですか？」

　電話の相手には、鼻で笑われた。

「あなたは起きていると思ったので、こうして連絡をさせてもらいました」

「ほう」

「どこかで見ているんでしょ？　この事態の成り行きを」

「いや、見ているだけのつもりはない。介かい入にゆうするつもりだ」

「なら、やめておいた方がいいですよ。ムーンチャイルドにとっては危険な現場になります」

「我々を見くびって貰もらっては困るな。君の仲間の甘あま粕かすつばめがやっているように、チャイルドコードの力が及ばぬ遠距離から、零番地区を攻こう略りやくすることも可能だ」

「ハッタリはいいですよ」

　それに男は答えない。

「無礼な電話をわざわざよこした用件を聞こうか」

「あとで会いたい」

　溜ためずに宗そう太たは言い切った。

　短い沈ちん黙もく。

　最初の反応は、馬鹿にしたような笑いだった。

　それはすぐに興味を持った苦笑に変わった。

「なるほど。半分は自や棄けといったところか」

「会って確かめる。銀の箱舟が、協力するに値する存在かどうかを」

「お前に選ぶ権利はないと思うがな。他に逃げ込む場所がないだけだろう？」

「それは、この事態を収めたあとでもそう思うのか？　僕に選ぶ権利が本当にないと思うのか？　ひなたとゆうひが僕の側そばにいるということが、どういうことか、わかっているはずだ」

　今度は大笑いが返って来た。

「まるで悪党の台詞せりふだな。いいぞ、気に入った。無事に戻れば会ってやろう。そのとき、お前の側に少女がふたりいれば、選ぶのは確かにお前の方かもしれんからな」

「必ず、三人で戻ってくる」

「期待しているぞ、真さな田だ宗太。この常とこ夜よが明けたら、また連絡しよう」

　それだけ言うと、向こうから電話は切られた。

　銀の箱舟に頼るのは本意ではない。

　だが、彼らが本当にムーンチャイルドのためになる行動を取るのなら、それを正しい道と思えるのなら、賛同することも考えなければならない。

　宗太ひとりでは、ひなたとゆうひを守れない。

　現に、これほど簡単にゆうひをさらわれたのだ。

　沈黙した携帯をたたむと、今度は電話がかかってきた。

　表示された名前は片かた桐ぎり巴ともえ。

「はい。真田です」

「今、大だい丈じよう夫ぶか？」

「はい」

「政府の動向がようやく見えた。すでに、陸上自じ衛えい隊たいに出動命令が下されている」

「自衛隊？」

　まずは警察の特殊部隊が動くと予想していたので、自衛隊の名前は意外だった。

「恐らく、今回の一件には、防ぼう衛えい省の幹部が大きく絡からんでいるのだろう」

「なるほど。それで手持ちの駒こまを使って早期解決を狙ねらうってわけですか」

「ああ。表向きは月つき乃の宮みや市民の避ひ難なん誘ゆう導どうとしているが、ひとつ気になる部隊が動いたと情報を入手している」

「気になる部隊？」

「対アルテミスコード戦を想定して訓練を積んでいる特務部隊だ」

　電話を持つ手に力が入った。

「自じ衛えい隊たいにそんな連中がいるんですか？」

「もちろん、公にはされていない。公こう安あん特とつ課かと似たような扱いだ」

　似ているという言葉に、宗そう太たは眉まゆ根ねを寄せて険しい顔をした。

「それって……もしかして、そこにもムーンチャイルドが」

「……ああ。通常の自衛官との混成部隊になっている。三十分ほど前に、基地からヘリで飛び立った。もうじき現地に到着するはずだ」

　巴ともえの言葉を証明するように、遠くからヘリの音が聞こえてきた。

　報道用の小型機ではない。災さい害がい救助などで見かける、大型のプロペラを二枚搭とう載さいしたやつだ。濃緑の機体を黒光りさせながら、宗太の頭上を通り越していく。零ぜろ番ばん地区の上空で停止すると、その高度を少しずつ下げ始めた。警備員の動揺も、プロペラの音に搔かき消されてしまう。

「その音、到着したようだな」

　滞空したヘリから、ロープが二本垂れ下がる。かと思うと、次々に隊員が零番地区に降下した。

「先を越されました……」

　コンクリートの壁を背にして、様子を窺うかがう。屈くつ強きような体たい軀くに、整った装備。全員が自分の役割を自覚しているのが動きでわかる。降下地点を即座に制圧する。近寄ってきた警備員は、何もできずにサブマシンガンを突きつけられ、両手を上げていた。

　最後に、小こ柄がらな人影がふたつ、ロープを伝って下りてくる。明らかに大人おとなの体型ではない。恐らくあれがムーンチャイルドだ。

「彼らに突入されたら、手出しができなくなります。僕たちも動かないと」

「準備は整っているのか？」

「つばめ先せん輩ぱいが戦力を集めている途と中ちゆうです」

　それに巴が少し考え込む。

「なら、待ってから仕掛けるべきだ」

「けど」

「よく考えろ。今、突入すれば、警備員と自衛隊の両方がいる混乱した状況になる。いっそ、警備員を自衛隊に掃そう除じさせたあとで、潜せん入にゆうした方が安全だろう」

「それで、ゆうひの救出が間に合わなかったらどうするんですか！」

「あの子のところに到達できなければ、そもそも意味はないでしょ？」

　巴の口調が教師のものに変わった。冷静になれと言っているのだ。

　目を閉じて、ゆうひの顔を思い浮かべる。それから宗太は大きく息を吸い込み、ゆっくりと吐はき出した。

「わかりました。巴先生の言う通りにします。黒くろ田ださんは？」

　焦あせりを忘れようと、宗そう太たは意図的に話題を変えた。

「今も上に掛け合っているわ」

「無理はしないように言っておいてください」

「伝えるだけは伝えるけど、効果は期待しないでね」

「わかってます」

「何かわかれば、また連絡するわ」

「ありがとうございました」

「それは、全部終わってから、もう一度言ってちょうだい」

「約束します」

　またあとで、と言って巴ともえは電話を切った。

　いつのまにか、オウムがコンクリートの塀へいの上に止まっている。ヘリの音に気づいて、様子を見にきたのだろう。何も聞いてこないのは、電話の内容も大体把は握あくしている証しよう拠こだ。

　自じ衛えい隊たいの行動を見届けると、オウムは再び飛び去った。璃り子こに状況の変化を伝えに行ったのだろう。

　宗太も戻ろうとしたところで、凍こおるような視線に背中を貫かれた。

　驚きの表情で振り向く。

　頭に思い描いた人物が立っていた。

　もう見慣れた修しゆう道どう衣い。ひなたと同じ銀ぎん髪ぱつ。そして、ゆうひと同じ藍あい色の瞳ひとみが宗太を待ち受けていた。

　距離は七メートルほど。会話をするには少し遠い。それでも、上うえ杉すぎ杏あん奈なは近づいてこない。宗太もその場から動かなかった。

「今日はどんなありがたい言葉をくれるんだ？」

　冗じよう談だんのつもりで、第一声を発した。

　だが、その返答は、あまりにもはっきりしていた。

「行けば、大切な人を失いますよ」

　言葉が氷の矢となって胸に突き刺ささる。深く、とても深く。

　強がって笑い飛ばそうとしても、できなかった。

　杏奈の真剣さに、顔から血の気が引いていくのを宗太は感じた。

「けど、行かないと、僕以外の誰かが大切な人を失うんじゃないのか？」

「だから、行くと？」

「まさか。そんな自己犠ぎ牲せいの精神は持ち合わせていないよ。君と違ってね」

　杏奈の無表情が一いつ瞬しゆんだけ揺らいだ。

「今のはただのハッタリだよ」

「知っています」

「そうだな。君は何でも知っている」

「あの人と同じことを言うのですね」

「誰のことだ？」

「福ふく島しま礼れい司じです」

「……会ったのか」

　静かに杏あん奈なが頷うなずく。できればもう一度会って、話をしたいと思っていた。ふたり目のかぐや姫ひめのことも聞いておきたい。

「おふたりともわたしを買いかぶっておられます。ですから、真実が見えないのですよ」

「けど、僕が君のありがたい言葉を無視することは、やっぱり知っているんだろう？」

「はい」

　ヴェールから零こぼれた銀色の髪かみが、風に流される。

「なのにここに来るのはどうしてだ？」

「わかりません」

「君にもわからないことがあるんだな」

「人の気持ちは理解しがたいものですよ。たとえ、自分自身のことであったとしても」

「自分のことだから、なおのことわからないんじゃないのか？」

「……そうかもしれませんね」

「君を見てくれる人はいないのか？　君の気持ちを見つけてくれる人は」

　杏奈が目を伏せる。

「今はもう……」

　藍あい色の瞳ひとみが慈いつくしむように、宗そう太たに向けられた。

　ゆっくりと杏奈が近づいてくる。

　縫ぬいつけられたように、宗太の足は動かない。

　やがて、目の前に杏奈はやってきた。きらきらと宝石のように光る目で、見上げてくる。

　何も言えずにいる宗太をよそに、杏奈が手を取った。

　宗太の左手を両手で大切そうに握にぎる。能力を使えば文字式の浮かび上がる甲こうの部分を、そっと指でなぞる。

「以前、同じ力を持っている人が、わたしの側そばにもいました」

「……前に言っていた。お兄さんのことか？」

　宗太の手を杏奈が頰ほおに寄せる。

　引っ込めることもできずに、なすがままにされていた。

「君のお兄さんは、何を見せてくれた。このアルテミスコードを使って」

　目を閉じたまま、杏奈がそっと呟つぶやく。

「希望を……」

「それはすごいな。僕には到とう底てい思いつかない」

「彼女にとっては、真さな田だ様は希望そのものではありませんか」

「だといいけどな」

　宗そう太たの手を離すと、杏あん奈なは一歩下がった。

「人の心は人の心によって動かされるものです」

「覚えておくよ」

　修しゆう道どう衣いのスカートを、ドレスのように両手で摑つかみ、恭うやうやしく杏奈が礼をする。

「では、わたしはこれで失礼します」

　宗太が瞬まばたきをしている間に、杏奈はいなくなっていた。

「君には、この藍あい色の空すらも関係ないんだな」

　今一度、ゆうひのことを思った。まだ、その声は耳の奥に残り、笑顔はまぶたの裏うらに焼きついている。ぬくもりは日焼けのように肌はだに記き憶おくされていた。

　腰こしに左手をそっと当てた。冷たい金属が手に触ふれる。ホルスターから抜き取ったのは拳けん銃じゆうだ。

　使い方は車の中で璃り子こからレクチャーを受けた。

　こんなものは使いたくない。だが、使わなければならない理由はふたつある。

　ひとつは、アルテミスコードを使えないこの状況で、自分とひなたの身を守るため。もうひとつは、ゆうひを救い出すのが不可能だった場合、宗太自身の手で決着をつけるためだ。

　鉄の塊かたまりが重く圧のし掛かる。考えるだけでも胃が痛む。

　そうだとしても、背負わなければならない。京みやこやつばめ、璃り子こを巻き込み、そして、黒くろ田だや巴ともえに迷めい惑わくをかけた分、宗太が負わなければならないリスクだ。

　救出は無理でした、あとはお願いしますなどと、そんな無責任が許されるはずはない。そんな人間に宗太はなりたくはない。

　突入してみなければ、ゆうひの状況はわからない。

　不安はある。むしろ、不安ばかりがある。逃げ出したい。でも、逃げ出せない。逃げ出した後のことを考えると、その方が苦しいとわかってしまうから。

「宗太さん……」

　顔を上げると、ひなたが車から出てきていた。

「つばめ先せん輩ぱいの準備が整ったそうです」

「……そっか。ついに、来たか」

　高まる緊張が、体に不調を訴えてくる。押し寄せるストレスに発狂しそうだ。それでも、銃じゆうを腰こしに戻すと、宗太は汗あせばんだ手を拭ふいてから、ひなたの手を握にぎった。

「行こう。ゆうひが待ってる」

「はい。迎えに行きましょう」




　　　　　　　　２




　周囲を警けい戒かいしながら進む璃り子この背中を追って、宗そう太たとひなたも零ぜろ番ばん地区との境目に当たる金かな網あみに接せつ触しよくした。

　事前に、璃子が開けた穴から内部に侵入する。

　すでに、零番地区の敷地内は、ヘリから降下した自じ衛えい隊たいの部隊に占せん拠きよされ、警備員の代わりに、サブマシンガンで武装した隊員が警備に当たっている。

　ブーツが瓦が礫れきを踏み締める音が聞こえるたびに、身を縮めてやり過ごした。

　ひなたは足元を取られると危ないので、宗太が背負っていた。最初は重さを殆ほとんど感じなかったが、時間の経過とともに、宗太の額ひたいに汗あせの粒つぶが浮かんだ。息も上がってくる。

「もう少しですから、がんばってください」

　振り向いた璃子の肩かたにはオウムが乗っている。

　上空には、都市部では珍めずらしい鷹たかが獲え物ものを狙ねらうように旋せん回かいしている。鷹の目で捉とらえた情報は、即座に遠方のつばめを介かいしてオウムの口から宗太たちに告げられる。おかげで、警備網もうを搔かい潜くぐるのは想像よりも遥はるかに楽だった。

　やがて、目的地の地下鉄入り口が視界に収まる。階段が剝むき出しにされ、目印となるようなものは何も置かれていない。ただ、階段があるだけだった。

　数人の警備員が拘こう束そくされ、瓦礫の壁を背に一列に並べられている。

　入り口にはふたり、サブマシンガンを装備した自衛隊員が立っている。お互いが背中合わせになり、全方位を監かん視しできる姿勢だ。

　瓦礫の陰に隠かくれ、いつ見つかるか、ひやひやものだ。

　璃子は意に介かいした様子はない。度胸の据すわり方が違っていた。

　オウムが振り向き、目め配くばせをしてくる。

「ほな、いきまっせ」

　それを合図に、犬の遠吠ぼえが前後左右、あらゆる方向から聞こえてきた。地面を蹴ける音。激しい息。そして、相手を威い嚇かくするように吼ほえまくる。味方だとわかっているにもかかわらず、獣けものに包囲されるという状況に、鳥とり肌はだが立った。

　無数の黒い影がふたりの自衛隊員目掛けて駆かける。

　警戒を促うながす声を掛け合っている。だが、何を言っているのかまではわからない。そのふたりに対して、三十匹ぴきの犬が一いつ斉せいに飛びかかった。

「くっ！　なんだ？　犬だと!?」

　悲鳴をあげながら、隊員が即座に応戦する。

「数を減らせば、それまでだ」

　サブマシンガンが静せい寂じやくを切り裂さき、マズルフラッシュが閃せん光こうとなって走る。鳴き声を上げながら、何匹びきもの犬が跳はね飛ばされた。

「お嬢じよう様っ！」

「大だい丈じよう夫ぶやさかいに。撃うたれる前に感覚は切断しました。しかし、よう訓練されてはりますなあ。こん状況で、たいした冷静さや。手加減は無用ゆうこってすな」

　オウムの目が笑った気がした。

　何か大きな足音が後方から近づいてくる。

　獰どう猛もうな獣けものが力強く大地を蹴ける。その迫力は犬とは比べ物にならない。

　唸うなり声は猛たけ々だけしく、宗そう太たが身の危険を感じるほどだった。背中のひなたも怯おびえている。

　何かと思った瞬しゆん間かん、頭上を巨大な影が飛び越えた。

　金色の毛並みに、白と黒の縞しま模様。虎とらだった。

　驚きの声を上げるよりも先に、虎は、手前で応戦していた自じ衛えい隊たい員に、体当たりをお見舞いする。屈くつ強きような兵士の体が簡単に跳ね飛ばされた。瓦が礫れきの上を豪ごう快かいに転がる。気を失ったのだろう。起き上がる素振りはない。

　もうひとりが虎に銃じゆうを向ける。だが、発射されるよりも前に、別の獣が男を背中から押し潰つぶした。

　狙ねらい澄すましたタイミングで璃り子こが飛び出す。男の手から銃を蹴り飛ばし、催さい眠みんガスのスプレーを嗅かがせて眠ねむらせた。

　その脇わきには、立派な黄金こがね色のたてがみを持った百ひやく獣じゆうの王がいた。

　宗太とひなたを中心に、虎とライオンが円を描いて周囲を警けい戒かいする。

　いくら、つばめが操あやつっているとはいえ、近づくのには抵抗がある。

　見えてはいないはずのひなたも、気配だけで身を震ふるわせ、宗太の首に回した手に、ぎゅっと力を込めてきた。

　そういえば、以前、動物園に行ったときに、ライオンや虎を恐がっていた。

「そ、宗太さん、置いていかないでくださいね」

　力強く返事をしても、ひなたが手から力を抜く様子はない。

　璃子の肩かたのオウムに、宗太は語りかけた。

「これ、どこから連れてきたんですか？」

「みゃーこに頼んで、動物園から拝はい借しやくしてきたんですわ」

「……京みやこ先せん輩ぱい、よく触さわれましたね……」

　どこか遠くで待たい機きしている京を、宗太は素直に尊敬した。

「さて、ウチが先行しまっさかいに。ちゃんとついてきてな」

　オウムがそう言うと、周囲に集まってきた大量の犬が、次々に地下鉄の階段を下くだっていく。先ほどよりも数が増えている。百匹ぴき以上はいる。その中には、虎とライオンの他にも、狼おおかみやハイエナの姿も見えたが、宗そう太たはもう何も言わなかった。象ぞうを連れてこなかっただけでも、感謝したい気持ちだ。




　階段が終わったところで、宗太はひなたを背中から下ろした。手を繫つないで周囲を見回すと、そこが地下鉄のホームだとわかった。天てん井じようやタイルは新しいものに変えられ、駅名を示すプレートや時刻表は残っていない。両脇わきに放置されたレールが駅の面影を残している。

　長細い通路がずっと真まっ直すぐに続いている。整備が施されたのは、ごく最近ではなさそうだ。すでに壁や床ゆかに、汚れが目立っている場所がある。

　周囲を警けい戒かいしながら、さらに進むと、途と中ちゆうに犬の死し骸がいと気絶した自じ衛えい隊たい員が数人転がっていた。璃り子こが慣れた手つきで全員を縛しばり上げ、無力化していく。

　その間、犠ぎ牲せいになった犬たちに、宗太とひなたは手を合わせた。

　やがて、ホームの端はしにたどり着く。さらに下に階段が続いていた。

　璃子を先頭にさらに階段を下りると、巨大な空くう洞どうが宗太たちを迎えた。

　五階ほどの高さが円形の吹き抜けになっている。直径にして、二十メートルはある。その周囲をぐるりと螺ら旋せん状に通路が繫つながっていた。

　一番底の中央部分には、なにやら大きな塊かたまりが安置されていた。

　人の姿はない。気配もなかった。

「こないに見通しのええ場所で立ち止まるのは、賢い人のすることと違います。誰もおらんうちに、さっさと下りまっせ」

　つばめの言う通りだ。立ち止まっている場合ではない。ここに自じ衛えい隊たいがいないということはもっと先まで進んでしまっているせいなのだ。

　小走りに、螺ら旋せん状じようの通路を駆かけ下りる。

　最下層に到着する頃には、すっかり息も上がっていた。

　璃子が脇わきに延びた通路の様子を窺うかがっている間に、息を整えながら、宗太は中央に置かれた物体を観察した。

　近くで見ると、思っていたよりも小さい。直径は二メートルほどだ。

　触さわるとひんやりとしていた。

「これって……」

「月のかけらのようですなあ」

「これが……」

　一度ばらばらに砕くだけたものをひとつにあわせたのだろう。所々にひび割れたつなぎ目がある。

「これが十五年前に……」

　宗太の言葉は最後まで続かなかった。背中で璃子の緊張を受け取った。

　物音に素早く反応して、顔を上げる。

　ひとつ上の階の通路に、自じ衛えい隊たい員がふたりいる。

「お前たち、どこから入ってきた!?」

　サブマシンガンの銃じゆう口こうが宗そう太たたちを狙ねらっている。

「走ってください！」

　璃り子こに言われるまま、宗太はひなたの手を引いて駆かけた。

　その直後、銃じゆう声せいが耳をつんざく。

「ただの威い嚇かくです。そのまま走り続けて」

　竦すくみそうになる足を必死に前に出す。ひなたもがんばっていた。

　すると、今度は正面からも銃声を聞きつけた別の自衛隊員がふたりやってきた。

　前後にふたりずつ。計四人に挟はさまれている。

「止まれ！」

　真っ黒い銃口が宗太を見ている。

　その背後から、百ひやく獣じゆうの王が襲おそいかかる。ひとりは潰つぶされ、もうひとりは爪つめで引き裂さかれてよろけた。だが、それが後方から迫るふたりに決断の切っ掛けを与えてしまった。

　迷うことなく、サブマシンガンが吼ほえる。

　舌した打うち混じりに璃子が応戦する。ひとりが肩かた口ぐちを押さえてうずくまった。だが、その隙すきに、もうひとりが璃子を確実に捉とらえる。

「璃子！」

　オウムが叫んだ。

　璃子の目に緊張が走る。それは宗太には諦あきらめにも見えた。

　目の前を大きな影が走り抜けた。

　それから遅れて銃じゆう声せいが轟とどろく。

　鮮せん血けつが飛び散る。三箇所、いや、四箇所を撃うち抜かれた。右肩かたに二発、右腹ふく部ぶに二発。重傷なのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。それでも、金色の獅し子しは歩みを止めない。

　咆ほう哮こうを上げながら、飛びかかり、自衛隊員の頭部を力任せになぎ払はらった。

　脳を揺さ振られた隊員は、なすすべなく、膝ひざから崩くずれ、気を失った。

「お嬢じよう様っ！」

　ライオンに守られた璃子は無傷だ。

　やることを終えたライオンは不自然に横から倒れた。低く唸うなり声を上げている。

「つばめ先せん輩ぱい……大だい丈じよう夫ぶですか？」

　聞くまでもないことを口にしている。それでも言わずにはいられなかった。

　大丈夫なわけがないのだ。

　動物を操あやつると同時に、つばめは操った動物と感覚も共有する。当然、銃で撃たれた痛みは、銃で撃たれた痛みとして、つばめ本人にも届くのだ。

「別にたいしたことあらへんよ。もう感覚も切ったし、問題あらしまへん。そないなことより、急がなあきまへんえ。今、外にもう一機、ヘリが到着してます。自じ衛えい隊たいの援軍ですわ。これ以上、雪な崩だれ込まれると、さすがにウチも、厳しいですわ」

　すると、璃り子こが通路を戻ろうとする。

「璃子さん？」

「これだけ騒さわいで、戻ってくる気配がないところを見ると、もう先行した部隊は、ゆうひさんのところにたどり着いているのですよね？」

　その問いかけは、オウムに向けられたものだ。仕方がなさそうに、オウムが首を縦たてに振った。

「扉とびらの中までは見てへんけど……恐らく、あそこが……最深部やと思います」

　オウムはどこか苦しそうだ。

「後続はわたくしが時間を稼かせいで食い止めますので、宗そう太たさんとひなたさんは、先に進んでください」

　どう答えるべきかわかっていながらも、それをすぐに口にはできなかった。璃子の判断は正しいと、宗太自身も思っている。

「……璃子さん、すみません。お願いします」

　きつく下唇くちびるを嚙かんだ。言い訳や弱音を吐はき出さないように。

　今は余計なことに時間を費やしている場合ではない。

「つばめ先せん輩ぱいも、もうバックアップは十分です。休んでください」

「なにをゆうてはるのやら……ウチなら……」

「本当に大だい丈じよう夫ぶなら、死にそうだから助けてほしいと言うのがつばめ先輩ですよ。絶対に、大丈夫だとか平気だなんて口にはしません」

　その指し摘てきに、オウムは黙だまった。

「よくお嬢じよう様のことをおわかりですね」

　振り向いた璃子がにこりと笑う。

「そこまで言わはるんでしたら……しゃあないな……ほな、少し、休きゆう憩けいさせてもらいまっさかいに……」

　言い終える前に、オウムは我に返ったように左右を見回した。それから、逃げ出すように飛び上がる。その脇わきで、ライオンがゆっくりと目を閉じた。獣けものの呼吸が停止する。

　音と気配でわかったのだろう。繫つないだ手を離すと、ひなたがおぼつかない足取りで、ライオンの方に歩き出し、躓つまずきそうになりながらも、側そばにしゃがみ込んだ。

　指を震ふるわせながら、そっと黄金こがね色の毛並みを撫なでた。何度も、何度も、ごめんなさいという言葉を繰り返しながら。

　宗太もライオンの亡なき骸がらに黙もく禱とうを捧ささげた。

「あまり時間がありません。お急ぎください」

　行こうと宗太が声をかけると、ひなたは最後に、眠ねむりについたライオンに、ありがとうと言って立ち上がった。

　通路を戻って駆かけ出した璃り子この背中を振り向こうとはしなかった。

　宗そう太たはひなたの手を引いて、駆かけ出した。




　つばめの言った通り、璃子と別れて以降、自じ衛えい隊たい員と鉢はち合あわせることはなかった。それどころか人の気配すらない。

　時々、つばめの置いていった犬や狼おおかみとすれ違ったくらいだ。

　真まっ直すぐ長く延びた通路を突き当たると、右下に階段があった。無言のまま、ひなたとふたりで下りた。

　すると、新しいフロアに繫つながっていた。

　全面が真っ白の廊ろう下か。床ゆかも、壁も、天てん井じようも白い。目がちかちかする。吐はき気もした。

「やけに静かだな。ひなた、何か聞こえるか？」

「いいえ。何も……不ぶ気き味みなくらいに静かです」

　その瞬しゆん間かん、正面から藍あい色の光が帯おび状じようの波となって押し寄せてきた。思わず身構える。だが、触ふれても何も起こらずに、ただすり抜けていった。

　遅れて、無数の銃じゆう声せいが轟とどろき、耳を塞ふさぎたくなる悲鳴が反響する。

「急ごう！」

「はい！」

　握にぎった手に力がこもる。ひなたの手も汗あせばんでいた。

　やがて、長い長い廊ろう下かが終わると、正面に両開きの扉とびらが現れた。

　鋼鉄製の重たそうな扉だ。

「行くぞ」

　自分に言い聞かせるように宣言して、扉を開いた。

　四角い部屋が宗太とひなたを迎える。

　ほぼ正方形をしている。

　天てん井じようは体育館くらいの高さがあるだろうか。

　その部屋も一面が真っ白だった。

　その白い床ゆかに、倒れた人影が六つ。そのひとつを覗のぞき込んだ瞬しゆん間かん、宗太の呼吸が止まった。

　男性の虚うつろな目が待ち構えていた。年ねん齢れいは三十歳さい前後。呼吸はしているが、抜け殻がらのようになっている。他の五人も同様だ。

　服装と装備から、彼らが先に突入した自衛隊員なのは明白だった。その中には、宗太と歳としも変わらない少年と少女の姿もある。彼らこそが、巴ともえに聞いた自衛隊の特務部隊に所属するムーンチャイルドなのだろう。

　鼓こ動どうが高鳴り、緊張感が増していく。

　これがゆうひの仕し業わざであるのなら、考えを改める必要がある。

　狙ねらわれるのはアルテミスコードを持つムーンチャイルドだけではない。大人おとなにも害を及ぼしている。

　部屋の奥には、半開きの扉とびらが、まるで宗そう太たを誘さそうように待っている。

「ゆうひは、いないんですか？」

「ああ、この部屋にはいない」

「でも、まだ人の気配はしますよ？　この先です」

　ひなたが指したのは、半開きの扉の奥だ。

　気持ちが怖おじ気けづいてしまう前に、宗太は足を踏み出した。

　そして、扉を完全に開き、待ち受ける部屋に身を投じた。
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「思っていたよりも遅かったですね」

　聞いただけで、当人を特定できる特徴のある高い声が宗太を出迎えた。

　小こ柄がらで、それでいて存在感のある男が目の前に立っている。

「竹たけ中なか伸しん三ぞうっ！」

　何かが宗太の中で弾はじけた。

「ええ。いかにも僕は竹中伸三ですよ」

　我が慢まんができたのはそこまでだった。

　宗太はひなたの手を離すと、床ゆかを蹴けって疾しつ風ぷうとなって駆かけた。利きき腕うでを振り上げ、拳こぶしをきつく握にぎった。力の限り殴なぐり飛ばしてやりたい。

　感情が言葉にならず、獣けものの咆ほう哮こうを上げた。

　だが、その勢いは予想もつかない形で挫くじかれた。

　何か壁のようなものに体がぶつかり、跳はね飛ばされたのだ。

　無ぶ様ざまに床を転がる。

「君はガラスが見えない鳥か何かですか？」

　腹を抱かかえて竹中が爆ばく笑しようしている。

　起き上がると、自分と竹中を隔へだてる透明な壁の存在が目に入った。気配を頼りにして、ひなたが隣となりにやってくる。小さな手に触ふれられ、宗太の感情の熱は少しだけ引いていった。

「その様子では、かわいい我が子のことも、目に入っていないのではありませんか？」

　竹中が横にずれると、その背後にゆうひの姿があった。

　だが、一いつ瞬しゆん、それがゆうひだとはわからなかった。鎖くさりに両手と首を繫つながれたゆうひは、膝ひざを突いてうな垂れている。鎖くさりのおかげで、どうにか体を起こしているといった状態だ。意識があるのかもわからない。ぴくりとも動いていなかった。

「お前、ゆうひに何をした！」

「端たん的てきに言えば躾しつけをしたまでですよ。いや、調教と言った方が正しいでしょうかね。あと、世の中の真理というものを僭せん越えつながら教えて差し上げました」

　何のつもりか、竹たけ中なかが片目を瞑つむる。

「……ふざけるなよ」

「ああ。抽ちゆう象しよう的な表現では、お気に召しませんでしたか？　では、仕方がありませんね。面めん倒どうではありますが、ひとつひとつ、具体的なプログラムを紹しよう介かいして差し上げましょう。ですが、その前に、感動の再会を済ませて起きましょうか？　ほら、いつまでも挨あい拶さつもなしでは、お父様とお母様に失礼ではありませんか」

　言うなり、竹中は無む造ぞう作さにゆうひの髪かみを摑つかんで顔を上げさせた。

　どこを見ているかわからない目が宙を泳ぐ。

　手加減することなく、竹中が頰ほおを殴なぐった。

「うっ……」

　わずかにゆうひの眉まゆが動いた。

「やめろ！」

「嫌いやですよ」

　平然と竹中は答える。

　全身から憎ぞう悪おが溢あふれた。殺意と名前を付けた方が正しい感情が芽生えている。

「ゆうひは返してもらうぞ」

「ええ。どうぞご自由に」

「……なんだと？」

「こんなガラクタでよければお返ししますよ？　君たちがほしいのは、この少女の形をした偶ぐう像ぞうのことを言っているのでしょう？　僕にはもうこれはどうでもいいものです。まあ、便利なことに日本語を理解してくれるので、人とチャイルドコードを繫つなぐデバイスとしての役割は果たしてくれますが、今となっては殆ほとんど目的も達成することができましたので、用済みと言えば用済みなわけですね、これが」

　部屋の中をぐるぐると竹中が歩き回る。今さらのように、自分の周囲の環境を、宗そう太たは把は握あくした。ひとつ前の真四角の部屋によく似ている。だが、そこほど質素ではない。側面の壁には無数の大型モニターが埋うめ込まれ、研究所の外や、中の通路の様子が映し出されていた。

　自じ衛えい隊たいのヘリが遠ざかっていくのが見えた。入り口付近には、宗太たちが見てきた部隊よりも大規模な人員が集結している。それにも、竹中はさほど興味を示さなかった。

「真さな田だ君も気づいているのですよね？　ここにあるのが、チャイルドコードの一部に過ぎないことに。藍あい色の星空こそが、本来の彼女の姿であることに」

「どこまでも腐くさったやつだな」

「いいんですか？　そんな憎にくまれ口を叩たたいていても？　君がやるべきことはもっと他にあるでしょうに。さあ、やってみせてくださいよ？　チャイルドコードを救いにきたのでしょう？　やれるものならやってください。僕は何もしませんよ？　せっかくですから特等席で君の奮ふん闘とうを観戦させていただきます」

　そう高らかに謳うたいあげると、どっかりと竹たけ中なかは床ゆかにあぐらをかいた。

「あんたはそんなにアルテミスコードをこの国から消したいのか」

「ほう。それなりに僕の外げ道どうたる目的をご理解していただいているのですね。感心感心、いやはや、近頃の若者にしては実に将来が楽しみです」

「よく言うな。あんたの計画では僕もゆうひに食わせるつもりなんだろうが」

「ふむ。なるほど。本当によく理解をしてくださっているようですね。けど、そんな目で見ないでくださいよ。もっと穏おだやかに行きましょう。僕のように」

　言うなり、竹中が友好的な笑みを見せる。たいした役者だ。

「何か勘かん違ちがいをなさっているのかもしれませんので、一応、ご説明しておきますと、僕は別に君たちムーンチャイルドには何の恨うらみもありませんよ？　単に、いなくなってもらった方が、世の中を安定させるには都合がいい程度に思っているだけです」

「それだけの理由で、こんなことをするのか」

　焦しよう点てんの定まらないゆうひの目が宗そう太たの方に向けられている。

「それだけ？　それだけとは聞き捨てなりませんね。いいですか？　僕は不安を取り除のぞきたいだけなのですよ。人類の中に人類が持たない力を持った宇宙人が潜ひそんでいると知ったら、警けい戒かいせずにはいられないでしょう？　それに、手に余あまるほどのやたらと大きな力を人間ごとき感情に流される生物が持つべきではないのですよ。アルテミスコードは今の世界にとって混乱のもとにしかならないのです。ご理解いただけませんか？」

　持論に酔よいしれた竹中とは何を話したところで無む駄だだ。それでも、ゆうひの状況を認識し、隙すきを作るためには、もう少し時間が必要だった。

「君は知らないのかもしれませんが、お隣となりの国ではムーンチャイルドを兵士として養成し、すでに実戦に投入しているのですよ。それを聞いて胸が痛みませんか？　同どう朋ほうが殺人兵器として利用されているのですよ？　君の愛するかぐや姫ひめ、立たち花ばなひなた君など最強のひとりだ。国立アルテミスコード研究所時代に、許可が下りなかったので試してはいませんが、恐らく、彼女の重力支配の力をもってすれば、今日までに人類が開発したあらゆる兵器をも無力化してしまうことでしょう。無む敵てきのむっちゃんなわけですよ」

　竹中が左の胸を摑つかんで訴えかけてくる。それを、唇くちびるを一いち文もん字じに結んで、ひなたは堪こらえるように聞いていた。

「何がアルテミスコードの有効利用ですか。ちゃんちゃらおかしいですね。僕に言わせてもらうと、いつも新しい技術は軍事利用から始まるのです。それが、人間と言うなげかわしい生き物の正体なわけですよ。他人より強い武器を持っている方が、皆さん安心できますからね。他人の都合などお構いなしもいいところです。そうした流れを僕はこれ以上進行させたくないのですよ。君たちもアルテミスコード利用の連れん鎖さに片足を突っ込んでいるではありませんか。目には目を、歯に歯をなどと言って誤ご魔ま化かしてはいますが、所しよ詮せん、公こう安あん特とつ課かもそうした集まりに過ぎないのですからね」

「そんなことはありません！」

　精一杯の否定を、ひなたが竹たけ中なかにぶつけた。

「君がどう感じていようとも、社会的な観点からものを見据すえれば同じです。君たちが信用している黒くろ田だ源げん五ご郎ろう君に聞けば、僕と同じ答えを口にすると確信しています。彼が成し遂げたいのは、君たちを公安特課などという逃げ道に保護することではなく、何のしがらみもない状態で、退たい屈くつで平凡な生活の中に置くことなのですから」

　それはそうかもしれないという思いが宗そう太たにはあった。じっと竹中を見据すえる。目が合った。

「ですから、僕が救済してさしあげようというのですよ。この病んだ世界を」

「それがムーンチャイルドを根絶やしにすることだっていうのか！」

「ええ。アルテミスコードがなければ、それを原因としたあらゆる不安や懸け念ねんは、すべて払ふつ拭しよくされるのですからね。僕は取り戻したいのですよ。あのすばらしく退屈だった日常を。こんな混こん沌とんとした世の中では、おちおちと寝てもいられないではありませんか」

「そのために、ムーンチャイルドは……僕たちは犠ぎ牲せいになれっていうのかよ」

「いいえ。そんな偽ぎ善ぜんめいたことは言いません。精神崩ほう壊かいを起こした後は、きちんと死ぬまでケアさせていただきますので、諦あきらめてくださいとは言うつもりですけど。予算の再編が大変で、この先、頭が痛いですよ」

　ようやくしゃべるのをやめた竹中があくびをする。

　それがたまらなく不快だった。

「その顔は、納得しかねると言ったところでしょうかね」

「当たり前だ」

「では、お尋たずねしますが、君は年とし端はもいかない子供が、ムーンチャイルドであるというだけで社会から虐しいたげられ、日陰者として生きていかなければならない現状を、解決する手段をお持ちですか？　柿かき崎ざき瑞みず希きの苦しみを解き放つことができましたか？　中なか条じよう明あき人とを救い出すことができましたか？」

「…………」

「答えられないですよね？　答えられるはずがないのですよ。平凡極まりない高校生の君にはね。それも当然です。なぜなら、毎日そんなことを考えている僕にもそうした方法は思いつかなかった。その結果、今に至っているわけですよ。僕も好き好んでこの手段を選択したわけではありません。もっといい方法があれば当然そうします。でも、アルテミスコードを消滅させる方法がこれしかないのだから、仕方がないではありませんか。焼こうが引き裂さこうが、被ひ曝ばくさせようが、アルテミスコードは殺せないのですから」

「自分を正当化するなよ」

「安心してください。英雄を気取るつもりはありません。悪の大だい王おうで結構です」

　やり方は気に入らないが、ここまで話をした上で、宗そう太たは竹たけ中なかが本気なのは理解していた。心の底から今の世の中をどうにかしたいと思っているのだ。

　幻想や夢を見ているわけではない。頭がおかしくなっているわけでもない。だからなおのこと性た質ちが悪い。

「どこかで多少なりと強引であったとしても、誰かがやらなければならなかったことなのですよ。なのに、今日まで誰もやってはくれなかった。アルテミスコードの問題を本当に解決しようとはしてくれなかった。ですから、僭せん越えつながら、僕程度の若じやく輩はい者ものが、こうしてやらせていただくことになったのです」

「悪いけど、あんたの好きにはさせない」

「ええ。構いませんよ。先ほども申し上げたように、僕は君たちの邪じや魔まをするつもりはありません。今となっては、ただの見学者ですので、あとはご自由に」

　竹中を一いち瞥べつしたあとで、ゆうひに視線を戻した。

　透明の壁に手をつく。

「それ、厚さ三十センチのアクリル板ですから、注意してくださいね」

　沸ふつ騰とうする感情のまま、預けられた銃じゆうを乱射した。

　だが、弾だん丸がんはアクリル板に埋うまるだけで、破壊することはできない。

「いいでしょう。アクリル板。水族館の巨大水すい槽そうの水圧に耐える優れものですよ。その上、ガラスのように、銃で撃うって粉々に粉ふん砕さいされたりもしないんです」

　怒りに任せて、透明の壁を殴なぐりつけた。目の前にゆうひがいる。なのに、抱だき締めることもできない。

「いやあ、これは困りましたねえ。ひとつだけ方法がありますので、それをお教えしましょうか？」

　竹中の目がひなたを捉とらえている。

　そんなことは宗太も即座に考えた。ひなたも同じだろう。

　重力支配の力でぶち破れば簡単だ。だが、それをすればゆうひが……チャイルドコードが襲おそってくる。

　それだけは避さけなければならなかった。

「宗太さん……ゆうひのことはお願いします」

「ひなた？」

　前に歩み出た小さな背中に迷いはなかった。

　制止の言葉を口にするよりも先に、ひなたがアルテミスコードを展開する。細い体から、無数の文字式が溢あふれ出した。ひなたを取り囲むように、球体を作り出す。

「ほう、これはこれは」

　大げさな拍はく手しゆを竹たけ中なかがひなたに送った。

　それを合図にしたかのように、ゆうひの体からも狂った文字式の束たばが三本飛び出す。星空のように瞬またたく体を持った三匹びきの大だい蛇じやが、アクリル板の壁をすり抜けた。

　大口を開け、ひなたを襲おそう。

「ゆうひは絶対に返してもらいますから！」

　力強く宣言すると、ひなたは構わずに前進した。三匹の大蛇が次々に食らいついてくる。それを重力支配の能力で跳はね飛ばした。そして、アクリル板に接近し、一いつ瞬しゆんにして粉ふん砕さいした。

　竹中が恍こう惚こつの表情を浮かべている。

「いやはや、なんてすばらしい能力でしょうか。この僕がほれ込んだだけのことはありますね。さすが僕といったところでしょうか。ですが、どうします？　本番はここからですよ？」

　ひなたを取り囲むように、左右と前方に、三匹の蛇へびが分かれた。鎌かま首くびをもたげて、狙ねらいを定めている。

　時間差をいれて、三匹が次々に飛びかかる。なぎ払はらうような衝しよう撃げきを受けるたびに、ひなたの体が左右に揺らぐ。三発目を食らったときには、大きく後ろに弾はじかれ、床ゆかに膝ひざをついた。どの方向から仕掛けてくるかわからないせいで、上う手まく防げていないのだ。

　この状況では宗そう太たが視覚を補うわけにはいかない。能力を発動した瞬しゆん間かんに、今度は宗太が狙われる。そうなっては、むしろひなたの足手まといだ。

　奥歯を嚙かみ締めて、宗太はひなたの作ってくれた突破口を駆かけ抜けた。

　ゆうひの前に立つ。

　名前を呼びながら、肩かたを揺すった。それでも反応はない。

「頼む。ゆうひ、気づいてくれ！」

　揺れるたびに、鎖くさりがじゃらじゃらと嫌いやな音を鳴らす。留め金を外して、痛々しい鎖からゆうひを解放した。

　支えを失ったゆうひが、前のめりに倒れてくるのを宗太が抱だき締める。

　体は冷え切って、肌はだもかさかさだった。

　宗太の知っているゆうひとは違う。記き憶おくを呼び覚ますように、宗太は頭をそっと撫なでた。ゆうひが大好きだったこと。何かをするたびに、ねだってきた。

「ゆうひ……お願いだから、答えてくれよ」

　長くはひなたも持ち堪こたえられない。そんなのはわかっている。

「お願いだから、僕を見てくれ」

　目を合わせるが、ゆうひの瞳ひとみは虚こ空くうに向けられている。目の中は空っぽだ。

「僕だ。宗そう太ただ。ひなたと一緒に来たんだ！」

　それに、唯一の反応が返って来た。

「……いじめる人は嫌きらい」

「え？」

　無機質な声。ゆうひの発した言葉だと、すぐには気づかなかった。

「だから、なくすの……いじめる人、全部、なくせば、ゆうひはいじめられない」

「誰もゆうひをいじめたりしない」

「みんながいじめる。ゆうひはひとりぼっちだから、いじめられるの……」

「そんなことはしない！　僕とひなたがいる！」

「何を言っても無む駄だですよ」

　強くゆうひを抱だき締めたまま、目を見開いて竹たけ中なかを睨にらんだ。その相手は、あぐらをかいて、再度あくびをした。

「何をした！」

「先ほど申し上げたではありませんか」

　退屈そうに竹中が言う。

「世の中は無情なものであることを、教えて差し上げたのですよ。ぼんやりしていると、恐い人が君を殺しに来るとね」

「そんなことで……」

「君が随ずい分ぶんと甘あまやかして育ててくれたおかげで、調教は順調なほどの仕上がりを見せていますよ。恐怖を知らなかったチャイルドコードに、僕は恐怖を植え付けただけです。それで、この始末ですよ。怯おびえることは備えることです。そして、備えた力が、これです」

　後ろから、ひなたの悲鳴が聞こえた。

「よくそんな真ま似ねができるな！」

「あまり、チャイルドコードの前で大きな声を出さない方がいいですよ。そんなに憎にく々にくしげな感情を振り撒まくと……」

　ゆうひが突然、強い力で宗太を押しのけた。

「恐い……みんな、恐い……ゆうひをいじめるから、嫌い！」

　溢あふれ出す藍あい色のコードがさらに巨大化した。宗太を丸吞のみするほどの太さだ。その圧力に、ひなたが壁まで弾はじき飛ばされる。息が上がり、肩かたが上下する。

　何とか追つい撃げきはかわしたが、見えていないため、やはり、上う手まく立ち回ることができていない。完全に防戦一方だ。

　このままではひなたが食われる。

　自然と腰こしの銃じゆうに手が伸びた。

「さあ、選択のときですよ。真さな田だ宗そう太た君。君はその手に何を摑つかみ取るつもりですか？」

「お前は黙だまってろ！」

　手にした銃が重い。

　ひなたの苦く悶もんの声を背中で聞いた。

「ほら、ほらほら、ほらほらほら、早くしないと君の愛いとしい立たち花ばなひなた君が、食べられてしまいますよ？　体内のアルテミスコードを無残に引きずり出され、よだれを垂らし、失禁する姿を見たいのですか？　精神を侵され、愛らしい笑顔も、見納めになってしまうのですよ？　そうなってはただの人形です。それを君は変わらずに愛せるのですか？　そんなのに耐えられるんですか？　もう君の名を呼ばない。君に微笑ほほえまない。それでも、いいのですか？」

「黙だまってろって言ってんだろ！」

　銃じゆう口こうを竹たけ中なかに向ける。

「いい目ですね。僕が憎にくくて仕方がないと言った様子だ。でも、僕は君に恨うらみはない。むしろ尊敬しているくらいですよ。なかなか高校生でこれだけの経験はできませんからね。僕が君と同じ年の頃は、友達もいない高校にただ通っているだけの、つまらない、実につまらないやつでしたから」

　竹中の声は、頭の外に追いやった。

　ゆうひの体を抱だき締める。頭を撫なでた。何度も何度も呼びかける。それでも、ゆうひはぴくりとも反応しない。

「何をしたところで遅いのですよ。そう教育を施しましたから。ほら、立花ひなた君がもう本当に食べられてしまいますよ？　何もできないのなら、せめて見届けてあげてはどうですか？」

　振り向くと、ひなたのアルテミスコードに、藍あい色の大だい蛇じやが一匹ぴき食らいついている。そのせいでひなたの動きが止まった。残りの二匹も大口を開けかぶり付く。

「ひなた！」

「わたしはまだだいじょうぶですから！　宗そう太たさん、ゆうひをお願いします！」

　どこをどう見ても大だい丈じよう夫ぶではない。三匹が次々に、ひなたが作る見えない壁を侵食していく。そのたびに、苦しげな声を上げたが、ひなたは心配させまいと、必死に堪こらえていた。

「逃げろ、ひなた！」

　三匹が絡からみ合うように、ひなたを締め上げる。完全に逃げ道が失われた。重力支配の力でも引き剝はがせない。

「うっ……わ、わたしは……平気ですから……ゆうひを……」

　立っていることもできずに、ひなたが膝ひざをついた。

　激しい呼吸に肩かたが揺れる。

　あと何分。いや、あと何秒の選択だ。

　ゆうひと向き合った。

「頼む、ゆうひ！　やめてくれ！」

「…………」

　虚うつろな目は、宗そう太たを映すだけで何の光も宿さない。

「こんなことしても、何もいいことなんてないんだぞ」

「チャイルドコードは、自分を守っているだけですよ。そう僕が教え込んだと、先ほど話したばかりではありませんか。世の中は君を傷つけようとするもので溢あふれているのです。だから、身を守るためには、相手よりも強くならなければならない。牙きばを剝むくものには、容よう赦しやをしてはいけない。それが、生きるということなのだと」

「……宗太さんっ」

　ひなたの悲鳴に振り向く。三匹びきの大だい蛇じやがひなたの体内に入り込もうとしている。

　小こ早ばや川かわ柚ゆ子ずの姿が思い浮かんだ。チャイルドコードに蹂じゆう躙りんされた柚子は、完全に心を壊こわされてしまった。その姿がひなたと重なる。

　銃じゆうを握にぎった左手に力を込めた。

　もう迷ってはいられない。最初から、そのつもりだった。

「……それが、君の選択ですか」

　竹たけ中なかがつまらなそうな顔をする。

　両手で銃じゆうを構えて、ゆうひを狙ねらった。

「その行為が身を滅ぼすと、わかっていないのですか？　銃を向ければ、チャイルドコードが黙だまっていませんよ？　隣となりの部屋の自じ衛えい官かんを見たでしょう？」

　呆あきれたように竹中が笑う。だが、それはすぐに止まった。

　ゆうひは何もしてこない。

「どういう、ことですか？」

　そのゆうひを、宗太は慈いつくしむように見守り、網もう膜まくに焼きつけた。

　ゆっくり目を瞑つむった。

　そして、宗太はトリガーを引いた。

　銃じゆう声せいが轟とどろく。

　耳が痛い。

　静せい寂じやくとともに訪れたのは一いつ瞬しゆんの空白。

　直後、激痛が宗太の右太ももを襲おそった。

「君は……なにを……」

　驚きよう愕がくの表情を竹中が浮かべている。

　自ら右足を撃うち抜いた宗太は、立っていられずに、尻しり餅もちをついた。

　痛みで呼吸が上う手まくいかない。

　自分を取り戻すように、ひとつずつ吐はき出して、ひとつずつ吸っていく。

「……ゆうひ、よく見ろ！」

　それまで反応のなかったゆうひがぴくりと動いた。

「これが痛みだ」

　奥歯をぐっと嚙かみ締める。

　だが、少しも楽にはならない。足に焼けた鉄板を押しつけられているようだ。

　痛みを吐き出すように雄おたけびを上げる。それから、脂あぶら汗あせを額ひたいに浮かべ、ゆうひに語りかける。

「傷つけられるってのは痛いんだよ。そんなのは当たり前だ」

「……うっ……あっ……」

　少しずつ、ゆうひの瞳ひとみに光が戻っている。

「けど、だからって、人を傷つけていいはずがないだろ。自分だけが痛いんじゃないんだよ。みんなが痛いんだ」

　意識が飛びそうだ。朦もう朧ろうとしている。

　いっそ、気絶した方が楽だと思いながらも、宗そう太たは自分に檄げきを飛ばしながら立ち上がった。呼吸が深い。痛みは少し遠のいた気がする。

「僕が一緒にいるから。だから、帰ってこい、ゆうひ！」

「ゆうひ！　一緒に帰るんです！」

　ひなたが叫んでいる。

　虚うつろだったゆうひの瞳に、完全に意識が戻った。

「……そーた……ひなた？」

「ああ、そうだよ」

　藍あい色の大だい蛇じやが活動を停止する。ひなたも解放された。力を使い果たしたように、ひなたが床ゆかに座り込む。

「ゆうひ……」

　安心した顔で、宗太が呼びかける。

「そーた……ひなた……ごめんなさい……」

　堰せきを切ったように、表情らしい表情が浮かんだ。それはすぐに泣き顔に変わる。ゆうひの顔はもうぐしゃぐしゃだ。拭ぬぐっても拭っても涙なみだが溢あふれ出している。

「いいんだよ……。もう、別に、ゆうひが無事ならそれでいいんだ」

「よかったです。ほんとによかったです」

　ひなたも涙ぐんでいる。

「おいで、ゆうひ」

　宗太は両手を広げた。

　それに、ゆうひが少し戸と惑まどう。罪悪感がそうさせているのだ。

　宗そう太たもひなたも何も言わない。最初の一歩を踏み出すのはゆうひが決めるべきだ。差し伸べられた手を握にぎること。その勇気だけは、宗太とひなたが与えるものではない。ゆうひが自ら生み出すものだ。

　ゆっくりとゆうひが顔を上げた。

　最初の小さな一歩が踏み出される。

　それで緊張の糸は完全にゆるみ、宗太がほっと息を吐はいた。

　その瞬しゆん間かん、一発の銃じゆう声せいが狭い部屋に響き渡った。

　乾かわいた音。軽い音だった。

　何か柔やわらかいものが弾だん丸がんに引き裂さかれる。

　宗太の体がぶれた。体がぐらつく。視界には、銃を持った竹たけ中なかの無表情が見えた。

　ゆうひが目を見開く。その視界の中で、鮮せん血けつが飛び散った。

　それから、宗太は人形のように仰あお向むけに倒れた。

　右下か腹ふく部ぶがどす黒く侵食され、服に染しみが広がっていく。服から今度は床ゆかを伝い、宗太の周囲を赤く染め上げる。

「そーた……」

　世界の全部が真まっ暗くら闇やみの絶望に塗り潰つぶされていくようだった。

「宗太さん……うそっ、宗太さんなんですか!?」

　ひなたがわけもわからずに叫ぶ。

「ふむ、これほどに効果的な方法があるのを、僕としたことがすっかり忘れていましたよ。君のおかげで思い出しました。感謝しています」

　その声は宗太に届かない。

　ショックで呼吸は止まり、意識も飛んでいる。

「あ……ああっ……」

　ゆうひがいやいやをするように首を振った。

　それから、この世のすべてを否定するように悲鳴を上げた。

「いやああああああああああああっ！」

　ゆうひの狂気に反応して、チャイルドコードが再び暴れ出す。数え切れないほどの大だい蛇じやが、体の中心から溢あふれ出す。それだけに留とどまらず、巨大な柱が天てん井じようを突き破り、上空にまで至った。

　外の様子を捉とらえたモニターに、藍あい色の空から大量の蔦つたが垂れ下がってくる様子が映し出されている。まるで巨大な柳やなぎの木だ。

「そうです。それでいいのですよ」

　竹たけ中なかが高らかに笑う。

　その耳障ざわりな声で、宗太の意識は戻った。大きく酸素を吸い込む。その瞬しゆん間かん、右下腹部に激痛が走った。熱い。とにかく熱い。どこが痛いのかなど、もはや理解できていなかった。

　それでも、竹たけ中なかに視線を向けた。竹中も宗そう太たを見ていた。

　最初の邂かい逅こうは驚き。だが、それも一いつ瞬しゆんだ。黒い銃じゆう口こうが再び向けられる。

　宗太は喉のどの奥で吼ほえながら、アルテミスコードを発動させた。熱を持ったふたつの傷口がさらに痛んだが、気にしてはいられない。

「ひなた！」

　宗太の叫びよりも先に、ひなたが重力支配能力を解放する。

　射線にひなたが滑すべり込む前に、再び銃口が吼えた。間に合わない。死の恐怖に怯おびえ、目を閉じた。だが、弾だん丸がんは宗太には届かない。途と中ちゆうで、ひなたの作った巨大重力に引き寄せられ、大きく軌き道どうが曲がったのだ。

　平然と竹中はありったけの弾たまを乱射した。

　音もなく浮かび上がったひなたが、自らを弾丸として竹中に突進する。ぶつかった瞬しゆん間かん、竹中が絶叫を上げた。それでもひなたは止まらない。

　勢いを殺すことなく、小柄な男を轢ひくと、そのまま壁に激突した。骨の砕くだける嫌いやな音が、宗太の耳にまで届いた。

「もういい、ひなた！」

　宗太の声で我に返ったひなたが壁から離れる。

　全身を砕くだかれた竹中は、崩くずれるように倒れた。激しく咳せき込む。顔色は真まっ青さおだ。だが、それ以上に、宗太は蒼そう白はくだった。立ち上がる力はもう残っていない。

「宗太さん！」

　ひなたが駆かけ寄ってこようとする。

「……僕はいいから、ゆうひを！」

　ゆうひは自分の体を抱だいたまま、うずくまっている。力を抑おさえようとしているのだが、それが上う手まくいっていない。体は恐怖に怯おびえ、震ふるえていた。

　駆け寄ったひなたが、優しく抱き締める。

「ゆうひ……だいじょうぶですよ。こわくなんてないですよ。わたしも、宗太さんも無事ですから……だから……」

「いや……いや……いや……」

　それでもゆうひの震えは止まらない。宗太が撃うたれたという、目に焼きついた絶望は消えない。

「みんながゆうひをいじめるの……いじめないでほしいのに、いじめるの……」

「わたしが守ってあげます。宗太さんも一緒です。だから、お願い……宗太さんとわたしを信じてください」

　ぎゅっとひなたがさらに強くゆうひを抱いた。

　それでも、効果はない。

　痛みに震ふるえる体で、宗そう太たはどうにか上体を起こした。壁に背中を預ける。

　呼吸が荒い。もう脂あぶら汗あせすら垂れてこない。全身が乾かわききっているようだ。体の感覚が次第にぼやけていく。

　意識を確かに持とうとすれば、その瞬しゆん間かんだけ痛みが鮮せん明めいになった。

　血液以外の何か大切なものまで、一緒に流れ出していくようだ。

「お願い……ゆうひ……」

「ふはははは……」

　ぼろぼろの体を竹たけ中なかが起こす。

「何がおかしいんですか！」

「無む駄だだと言ったはずです……愛や優しさで人は救えない。いや、そもそも、それは人ではありませんでしたね」

「違います！　ゆうひは人です！　わたしたちの大切な家族です！」

「それこそ、笑い話ではありませんか。君が家族を語るとは！」

　再度高らかに竹中が笑った。

「生物の防衛本能を甘あまく見てはいけませんよ。外を見てください」

　空から柳やなぎのように垂れ下がった蔦つたに、自じ衛えい隊たい員が攻こう撃げきを開始している。マシンガンを乱射し、押し寄せる藍あい色の圧力から、どうにか身を守ろうとしているのがよくわかった。

「生きることの本能ですよ。攻こう撃げきを受ければ、生きるために反はん撃げきをする。反撃を受ければ、当然、攻撃を仕掛けた方も、よりむきになって攻撃を続ける。もはや、この連れん鎖さは絶対に止まらないんですよ。僕が教えようが教えまいが、いずれチャイルドコードはこうなる運命だったのですよ。それは月が証明しているではありませんか」

「……なんでもかんでも、お前が決めるなよ！」

　しゃべるだけで激痛が走る。痛みで意識は飛びそうだ。

　驚いた顔を竹中が向けてくる。

「その傷で、あまり無む茶ちやはしない方がいいですよ。今度こそ、本当に死にます」

「宗太さん!?」

　ひなたの不安げな顔に胸が痛んだ。心配などさせたくはないのに。

「馬鹿……大だい丈じよう夫ぶだよ。全然平気だ」

　無理して笑って見せた。それは苦く悶もんの表情にしかなっていない。

「苦しむ必要はありません。悲しむ必要もないのです。今さら何をしたところで、無意味のむっちゃんです。君が何を愛し、何を慈いつくしみ、何を憎にくみ、何を想ったかもさえ、もうじきなくなってしまうのですから。誰にも知られることはなくね。君がいなくなっても、世界は回っていきますよ、これからも」

　そう言った竹たけ中なかの目を見て、宗そう太たはもう一度笑って見せた。今度は不ふ適てきな笑みが浮かんだ。

「だったら、教えてやればいい……」

　体が震ふるえ出した。

「僕たちは、危険な存在じゃないって……」

　手の感覚はすでにない。

「僕に……任せろ……」

　もはやちゃんとしゃべれているかも、宗太にはわからなかった。

　目の前が少しずつ暗くなっていく。

（頼むから……まだ動けよ……）

　そう願い、宗太はアルテミスコードを発動した。




　月つき乃の宮みやに戻る途と中ちゆう、つばめに肩かたを貸して歩く京みやこの足がぴたりと止まった。

　突然、視界にゆうひを抱だき締めるひなたの映像が飛び込んできたのだ。

「これって……」

　間違いなく宗太のアルテミスコードによる干かん渉しようだ。

　何度も体験している。間違うはずがない。

　だが、今日に限っては確認の言葉を口にせずにはいられなかった。
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　視界がやけに乱れている。ぼやけて、見えている範囲も狭い。

「宗そう太たはんに……何かあったんで間違いあらしまへんな」

　うな垂れていたつばめが顔を上げた。

「……これ、宗太君が泣いているの？　なんでこんなときにあたしは力が使えないのよ！」

「みゃーこ、ウチらも現場に急ぎまっせ」

「けど、あんた……」

「宗太はんに比べたら、随ずい分ぶんとましと違います？」

　そう言ってつばめは笑った。




　零ぜろ番ばん地区へと向かう車の中で、黒くろ田だは巴ともえと顔を見合わせた。

　ようやく、竹中の暴走を止める許可が特とつ課かに下り、現場に急行する最中の出来事だった。

「間違いありません。真さな田だの能力です」

「……研究所まであとどれくらいだ」

「三キロはあるかと」

　無意識に舌した打うちが零こぼれた。

「……あの馬鹿、そんな広範囲に能力を使える状態じゃないだろ……」

　視力に影響が出るほどに、傷を負っているのは、床ゆかにべっとりとついたどす黒い血が教えてくれていた。

　駆かけ出したい気持ちと、後悔で一杯だった。

　握にぎった手のひらに爪つめが食い込む。

「飛ばします」

「頼む……」

　搾しぼり出すように、黒田は答えた。




　零ぜろ番ばん地区に派は遣けんされた自じ衛えい隊たい員は、空から襲おそってくる藍あい色の化け物を相手に戦闘状態に突入していた。だが、いくら銃じゆうで撃うっても、効果のほどは望めない。

　徐じよ々じよに追い詰められて行く中で、それは起こった。

　突とつ如じよ、目の前に別の場所の映像が流し込まれた。

「な、なんだこの映像は……」

「どういうことだ？　これも、チャイルドコードが原因か？」

　意志の力で拒絶しても、何度も何度も、映像が送られてくる。訴えかけるような強さを持って。

「うろたえるな。部隊を集結させ、一点突破を図るぞ」

「し、しかし、隊長……あの子たちは……」

　身を縮めて震ふるえる女の子がひとり。

　そして、その子を支え、優しい眼まな差ざしで語りかける銀ぎん髪ぱつの少女が見えていた。

　ふたりの周囲にもチャイルドコードはある。いや、小さな女の子の体から溢あふれ出している。ランダムに移り変わる藍あい色の文字式の集合体。

　今、目の前にあるものと同じだ。

「あれが……チャイルドコードの本体だというのか？」

「わ、私たちは何をさせられているんですか!?」

　隊長格の男に全員の視線が寄せられる。

「くっ、貴様ら」

「あれは……ただの泣いている女の子ではありませんか！」

　それがわかっていても、答えは出ない。




　月つき乃の宮みや大学の敷地内にある礼れい拝はい堂どうにひとりの少女がいた。

　修しゆう道どう衣いに身を包んだ、小さな少女だ。

　祈いのりから覚めると、上うえ杉すぎ杏あん奈なは、木製の扉とびらを開き、空を見上げた。

　藍色のコードが上空を埋うめ尽くしている。

　だが、今、杏奈が見ているのは別のものだった。

「これが……あなたの目に映る景色けしきなのですね」

　ふたりの少女がぬくもりに包まれていると感じた。それは、ふたりを見守る真さな田だ宗そう太たの感情そのものでもある。

　慈いつくしみ、大切に思い、守りたいという穏おだやかな強さに溢あふれていた。

　不思議と、あたたかさが体の中に込み上げてくる。

　それは杏奈がしばらく忘れていた感情でもあった。

　ただ、愛いとしい人を見ているだけで、人は幸せを感じることができるのだ。

　その宗太の想いは、月乃宮全体を温かく包み込んでいた。

「優しい眼まな差ざしですね……これが、真田様の答えですか」

　誰にともなく杏奈が呟つぶやく。

「でも、だからこそ、言わなければなりませんね」

　そう言った杏奈の瞳ひとみから、涙なみだが一いつ滴てき零こぼれ落ちた。

「……さよならを」




（頼む……あと少し……あと少しだけ……）

　感覚など遠い昔になくしていた。

　現実と理解しながらも、夢の中にいるような心地だった。

　全身は冷たく、とても寒い。それすらも奪われていく。

　どこまでも重たくなった体が、今は軽くすら思えた。

「……いじめないで」

　ゆうひが泣いている。

「だいじょうぶですよ。みんなわかってくれますから。わかりあえるんですから。だから、ゆうひもがんばってください。みんなを許してあげてください。好きになってあげてください。誰かにやさしくされたいのなら、誰かにやさしくしてあげないとだめなんです。世界に愛されたいのなら、まずは自分が世界を愛してあげるんですよ。そうすれば、きっといつかわかってくれますから……」

「……うん、ゆうひがんばる。そーたとひなたのためにもがんばる」

　ゆうひが涙なみだを拭ぬぐった。

　乱れていた藍あい色の文字式が徐じよ々じよに統制を取り戻していく。

「ば、馬鹿な……」

　モニターを見据すえる竹たけ中なかの表情が歪ゆがむ。

　自じ衛えい隊たいのひとりが、武器を手放した。それに、三十人あまりの隊員が続いた。ただ見守っている。祈いのる者もいる。未いまだに震ふるえている者もいる。

　それでも、戦うことは放ほう棄きした。

　上空から垂れ下がる藍あい色の蔦つたも活動を停止した。穏おだやかな風に吹かれたように、ゆらめいているだけだ。

「何ですか、この茶ちや番ばんは。一体、何が起こっているというのですか？」

　半狂乱に陥おちいった竹中がなおも喚わめき散らしている。

　あやすようにひなたがゆうひの背中をさすり、何度も何度も頭を撫なでた。そのぬくもりの中で、ゆうひは同じ言葉を繰り返していた。宗そう太たとひなたと一緒にいたいという単純な願いを。

　願いが届いたのか、藍色の文字式が、淡いオレンジ色に変化していく。穏やかで、やさしいその光は、朝日となって月つき乃の宮みやを照らし始めた。

「馬鹿げている。馬鹿げているでしょ！」

　現実を否定するように、竹中が力いっぱいに吼ほえた。

　その何もかもが、宗太には遠くに聞こえ、おぼろげにしか感じ取れなかった。

　まぶたが下がってくる。

　体はもう氷のようだ。

　芯しんが震えた。いや、全身が痙けい攣れんを始めた。

（……待ってくれ。まだ、見届けてないんだ……）

　声に出しているつもりが、まったく音にはなっていない。

　唇くちびるがわずかに上下しただけだ。それすらも宗太にはわからない。

（頼むから……もう少しだけ……）

　何度も何度も、同じ言葉を繰り返す。

　もう、殆ほとんどひなたとゆうひは見えていない。

　いや、ひなたとゆうひしか見えていなかった。

　真っ白の世界にふたりがいる。

　あたたかな光に包まれている。春の陽ひだまりのようだ。

　体が寒い。ふたりの側そばまで行けば、あたたかいはずだ。

　最後の力を振り絞しぼり、宗そう太たは手を伸ばした。

（僕も……まぜてくれ……）

　伸ばした手が宙で止まる。それ以上、もう前には進まない。

　やがて、糸が切れたように持ち上げた手が垂れ下がった。

　衣きぬ擦ずれの音が部屋に響く。

「宗太さん……？」

（……ああ、聞こえてるよ、ひなた……）

　常とこ夜よの世界は終わりを迎え、まぶしい朝日を宗太は見た気がした。

　それを最後に、真さな田だ宗太の世界は死に閉ざされた。
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　秋を感じさせる涼しい風が吹き抜ける。

　見上げた空には、薄うすい雲が広がり、もう夏は思い出の中なのだと、黒くろ田だはしみじみ思った。

　手には果くだ物ものを包んだバスケットを持ち、脇わきにはＡ４サイズの封筒を挟はさんでいる。

　月つき乃の宮みや大学病院のロビーに入ると、真まっ直すぐに受付に向かい、目的の病室の場所を若い女性の看護師に確認した。少し慌あわてた様子の初うい々ういしい口調に、苦笑いを浮かべながら、黒田はエレベーターを待って、五階まで上がった。

　廊ろう下かに出てすぐに目的の病室は見つかった。

　ドアの前に、制服姿の警官がふたり立っている。

　黒田が近づくと警けい戒かいした視線を向けてきた。

　警察手帳を出して身分を明らかにすると、今度は緊張した面おも持もちで謝罪を口にし、整った敬礼をしてくる。それを手で制してから、黒田は病室に入った。

「おやおや、これは随ずい分ぶんと珍しいお客さんがいらしたものですね。僕の顔など見たくもないと思っていたのですが。ああ、ちなみに、僕としてはお会いできて光栄ですよ？」

　個室の病室には、包ほう帯たいとギプスでベッドに体を固定された竹たけ中なかがいた。ベッドの背をリクライニングさせ、楽な姿勢で黒田を観察している。

　予想していたよりも、ずっと元気そうだ。

「重傷だと聞いたから、期待してたのに、こりゃ、はずれだな」

「おかげさまで、身動きひとつ取れない不自由な生活を存分に満喫させていただいているところです」

　鼻で笑い飛ばしながら、病室の中に移動した。

「これ、一応、お見舞いだ」

　サイドテーブルの上に、果物のバスケットを置く。

「黒田君の自じ腹ばらですか？」

「まさか、経費で落としたに決まってるでしょうよ」

「税金でということなら、国民からのお見舞いの品ということですね。感謝のあまり、おいそれとは口にできそうにありません」

　竹中の言い分は無視して、黒田はパイプ椅い子すを出して、勝手に座った。

「誰も座っていいとは一言も言っていないというのに、相変わらず図ずう々ずうしい人ですね。黒田君という人は」

「お前さんに言われたかないよ」

「しかも、図々しくも未いまだに公こう安あん特とつ課かの課長にして、警けい視し正せいのようですね」

「よくわかったな」

「外の警官の反応を見れば一いち目もく瞭りよう然ぜんというものでしょう。それに、身分を剝はく奪だつされたのでしたら、僕への面会などできるはずがありませんからね」

「ま、礼は言っておこうか。こいつのおかげで首が繫つながった」

　黒くろ田だは持ってきたＡ４の封筒をテーブルの上に置いた。

　以前、竹たけ中なかがゆうひを連れ去る際に、宗そう太たの前に提示した書類の束たばだ。その中には、竹中の計画を許可した政治家や官かん僚りようの名前を綴つづったものも含まれている。本来ならば持ち出し禁止の重要文書だ。

「ま、お役に立てたようで何よりです」

「最初からそのつもりで、こいつを置いていったんじゃないのか？」

「まさか、僕がそんな善人に見えますか？」

「いや、見えないな。けど、俺おれはお前さんを悪人だとも思っていない。宗太には随ずい分ぶんと嫌きらわれていたようだがね」

「それは興味深い考察ですね」

「上の連中は、お前さんというトカゲの尻尾しつぽを切って、全部が終わったつもりでいる。実は何ひとつ問題が解決していないことに気づいていない」

「そうでしょうね。問題の根源はもっと別のところにあるのですから」

「ああ。ムーンチャイルド犯罪の増加も、瑞みず希きが起こした事件も、明あき人とのときも、そして、銀の箱舟の存在も……その全部が、時代の歪ゆがみが生み出したガンみたいなもんだ」

「なるほど、ガンですか。でも、そうかもしれませんね。ガンは再発もするし、転移もする。もちろん、発ガンを防ぐことは困難です。僕をどうにかしたところで、また別の人間がもっと過激な手段で同じことをするでしょう。たとえば、黒田君とかがね」

　挑ちよう発はつ的な視線に、黒田は応じなかった。

「人が未熟であり続ける限り、この連れん鎖さは止まりません」

「だが、宗太は止めたぞ」

　今度は黒田が試すように竹中に言葉をかけた。

「あれはいくつもの偶ぐう然ぜんが重なり合ったひとつの結果に過ぎないことは、黒田君もご存知でしょう？　人が他人の痛みを理解し、心を守れる社会を築くのには、途と方ほうもない時間が必要ですよ。心の存在を認めながらも、平気で他人を傷つけられる。それが今の人間です」

　包ほう帯たいでぐるぐる巻きにされた手を見ながら、竹中は抑よく揚ようなくさらに続ける。

「心の存在を認め、その重要性を説きながらも、他人の心を傷つけ、他人の心を殺したとしても、罪には問われない。酷ひどい話ですよ。どんな痛みも、泣き寝入りするしかない。なら、最初から傷付かない社会を、今は作るしかないではありませんか。いずれ、僕をトカゲの尻尾切りした連中は口を揃そろえて言いますよ。『こんなことなら、あいつにやらせておくべきだった』とね。時間が経たてば、ガンは成長するのですから」

　同意しながらも、黒田はそれを口には出さない。

「で、彼は今どうしていますか？　真さな田だ宗太君は？　もしかして、あのまま死んでしまいましたか？」

「わからん」

　竹たけ中なかの表情に、わずかな驚きが宿る。

「それはまたおかしな返答ですね」

「真さな田だ宗そう太た、立たち花ばなひなた、それとチャイルドコード……ゆうひの三人は、あの日から行方ゆくえ不明なのよ。俺おれが現場に着いたときには、部屋には瀕ひん死しのお前さんが寝転がっていただけだ。今も必死で探してるんだけどね。当事者なら何か知ってるかもしれないと思ってやってきたんだが、その様子だと無む駄だ骨ぼねだったようね」

　今日で、丁ちよう度ど二週間にもなる。

　つばめの能力で、市内を隈くまなく探したが、手掛かりのひとつも見つかっていない。

　携帯電話の通話記録も調べた。あの日の深夜三時に、死んだはずの中なか条じよう明あき人とと連絡を取っていたことはわかったが、その先は行き詰まっている。

「まあ、よかったのではありませんか？」

　少し考えごとをしていた竹中が、突然そんなことを言った。

「手の届く場所にいられたら、それはそれで新たな問題が黒くろ田だ君に降りかかってきたことでしょうから。わざわざ聞かずとも、上の連中がどのような判断をあの三人に対して行うかは想像ができます」

　わざとらしく竹中は、一度そこで言葉を止めた。黒田の目を覗のぞき込んでくる。

「社会的にか、生物的にかはわかりませんが、処分する。この一点だけは揺らぐことなどないでしょう。それほどに、二週間前の事件の傷きず痕あとは大きい」

「お前さんに言われたかないけどな」

「僕以外には、言ってくれませんよ。本当のことは」

「邪じや魔ましたな」

　黒田は返事を待たずに席を立った。

「いえいえ、僕としても楽しい退たい屈くつしのぎの時間になりましたよ」

　パイプ椅い子すをたたんでしまうと、黒田は振り向きもせずに部屋を出ようとした。

　途と中ちゆう、独ひとり言ごとのように、竹中が呟つぶやいた。

「……やれやれ、悪の大王になりそこなってしまいましたね」

　黒田は奥歯を嚙かみ締めながら病室を後にした。




　薄うす暗い闇やみの中をずっとひとりで歩いていた。

　どれだけ進んでも終わりは見えてこない。

　それでも宗太は足を動かすことだけはやめなかった。

　何時間も、歩いた。

　何日も旅をしていたと思う。ひとり、誰もいない空間で。進めども、進めども、同じ景色けしきが続く世界を。

　苦しくても、やめられない。

　喉のどはからからだ。

　体も悲鳴を上げている。

　何のためにがんばっているのかもわからない。

　何か大切なことがあったような気もするが、今はそれも思い出せない。

　とにかく、行かなければならない。

　わかっているのはそれだけだった。

　少しずつ前に、少しずつ進んでいく。

　だが、限界はいつか訪れる。歩みは遅くなり、体はふらつき、目の前は見えなくなっていく。

　やがて、体力は底をつき、宗そう太たは前のめりに倒れた。

　肺いっぱいに息を吸い込む。

　呼吸が落ち着くにつれて、薄うす暗い世界は、完全な闇やみに閉ざされてしまった。

　何も見えない。何も感じない。

　そのまま意識も閉ざされていくのだと思った。だが、いつまで待っても、本当の終わりはやってこなかった。

　気がつくと、閉じたまぶたの向こうに光が見えた。

　ゆっくりと目を開ける。

　朝日が昇ってくる。

　そして、宗太は光に包まれた。




「宗太さん……」

　ぼんやりとした頭が最初に認識したのは、一番に聞きたい少女の声だった。

「そーた……」

　意識の覚かく醒せいに合わせて、宗太は目を開いた。

　ベッドの脇わきから、ふたつの顔が心配そうにこちらを見ている。

「……ひなた、ゆうひ……大だい丈じよう夫ぶか？」

　真っ先に出たのは、そんな言葉だった。

「……宗太さん、よかった……よかった……」

　見る見るひなたの表情が涙なみだに歪ゆがんでいく。

　気けだるい体をどうにか起こすと、右下か腹ふく部ぶと、右太ももに鋭い痛みが走った。その感覚が、宗太に自分の置かれた状況を思い出させた。

　足の傷は自らやったものだ。腹部は竹たけ中なかにやられた。そのあとのことはよく覚えていない。自分がなぜ無事なのかも、なぜ見知らぬ部屋のベッドに寝かされているのかも、宗そう太たにはわからなかった。

　そんな思考を遮さえぎるように、ゆうひが抱だきついてきた。

「そーた！」

　小さな足に腹ふく部ぶの傷を蹴け飛とばされ、激痛にもだえた。

「ゆうひ！　そこ、怪け我が！　痛いって！」

「……ごめんなさい。そーた」

　しゅんとした様子でゆうひが俯うつむく。それでも宗太の上にまたがったまま下りようとはしない。頭を撫なでると、首に両手を回してきた。

「そーた、好き」

「こら、ゆうひ、苦しいって」

「ゆ、ゆうひだけずるいです……」

　物足りなさそうに、ひなたが唇くちびるを突き出している。

「あのな、ひなた……」

「だ、だいじょうぶですよ。わたしは宗太さんの迷めい惑わくになるようなことはしません。飛びついたりは絶対にしませんから。……すごくしたいですけど」

「そーた、あったかい」

　顔を胸に埋うずめて、ゆうひがこすり付けてくる。

「そーた、気持ちいい。もうはなれない……ずっと一緒。そーたはゆうひの」

　その言葉に、ひなたの表情が次々に変化した。唇をぎゅっと結んで我が慢まんしていたかと思うと、今度は雑念を払はらうように、首を左右に激しく振った。そして、最後には、指をくわえて捨てられた子犬のような顔を向けてくる。

　仕方なく宗太が名前を呼ぶ。

　すると、ぱっと笑顔が咲いた。

「宗太さん！」

　遠えん慮りよなくひなたが飛びついてくる。

　両腕うでにふたりを抱だき締める。

　肌はだの感かん触しよくやぬくもり、髪かみのしなやかさと甘あまい匂におい。体で感じるすべてが、今の宗太にとって、まさに生きている証あかしだった。

　ただ、それだけで涙なみだが出てきた。

「そーた、泣いてる？　いたいの？」

「違うよ。これは嬉うれしいんだ」

　見れば、ひなたも頰ほおをやさしく濡ぬらしている。

「水を差すようで悪いが、ハッピーエンドにはまだ早いだろう？」

　それは、知っているような、知らないような、そんな声だった。

　顔を上げると、部屋の入り口に立つ白はく髪はつの男性と目が合った。

「あなただったのか……」

　見覚えのある人物。

　以前、上うえ杉すぎ杏あん奈なと一緒にいるのを見たことがある。

　白髪の神しん父ぷ。

　記き憶おくの中の穏おだやかな印象とは違い、頰ほおのラインからは厳きびしさが漂ただよっている。真まっ直すぐに宗そう太たを見る目には力強い意志が宿っていた。

「レイモン・ドイエだ」

　それが名前だと気づくのに、少し時間が必要だった。

　小さく口に出して、宗太は確認する。

　それを待っていたかのようなタイミングで、レイモン・ドイエは不ふ敵てきな笑みを浮かべながら、高らかに宣言した。

「歓迎しよう。ようこそ、我ら銀の箱舟へ」










あとがき




　おかげさまで四巻となりました。

　だんだんと、あとがきでのキャラ設定がわからなくなってきた鴨かも志し田だ一はじめです。

　まあ、些さ細さいなことなので、気にせずにいきたいと思います。




　最近、気分転換のためと申しますか、ぶっちゃけると家にいるとサボるからなんですが、外に出て執筆活動をすることが増えてきました。

　勉強に勤いそしむ高校生や優ゆう雅がにお茶する人々に交じって、パン一個とコーヒー一杯で二、三時間、喫茶店で過ごすわけです。やってみるまでは、どうなんだろうと懐かい疑ぎ的でしたが、周囲の話し声も不思議と気にはなりませんし、予想以上に集中できます。

　原稿の確認をしたり、ぼけ～っと考え事をしたり、ノーパソを広げてカタカタやっているわけですね。

　何度もそんなことをしていれば、自然と顔を覚えられるというもので、恐らく変な客だなあとか思われているんでしょう。

　そんなわけで、この四巻は、とある喫茶店のおかげで完成したと言っても過言ではありません。心の中では「こいつまたきやがった」と思っていても、笑顔で対応してくださる店員さんには感謝したいところです。今度行ったら、コーヒーをおかわりして売り上げに貢こう献けんしたいと思います。




　コーヒーと言えば、これも最近になって飲むようになったものです。「あんな真っ黒い液体を飲むと、きっと腹黒い人間になるに違いない」と信じて疑わなかったからです。噓うそです。別に面白い理由でもないので、ご想像にお任せします。

　で、だからどうしたのかというと、特にオチのない話なので、それだけです。

　最後までお付き合いいただきましてありがとうございます。ごめんなさい。




　この場を借りて、いくつかご挨あい拶さつを。担当編集の荒あら木き様には大変お世話になりました。毎回、素す敵てきなイラストを描いてくださる葵あおい 久く美み子こ様にも感謝しております。

　この本を手に取ってくださいました皆様方にも厚く御礼申し上げます。





二〇〇九年三月十日　鴨志田一
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鴨かも志し田だ　一はじめ

１９７８年４月11日誕生。神奈川県出身の左利き。写真は、富士のお山に何かを誓っている瞬間。これまでの人生で、人に言われて衝撃的だった一言は「腹いっぱい飯食ったことないか（嘲笑）」
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イラスト／葵あおい久く美み子こ

10月26日生まれのさそり座。栃木県出身。夏は暑く冬は極寒の部屋で地味に活動中。煙草と珈琲と生姜が大好き。微乳が描ければ幸せ。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

電撃文庫編集部

「鴨志田 一先生」係

「葵 久美子先生」係
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Kaguya 4




～月つきのウサギの銀ぎんの箱はこ舟ぶね～








鴨かも志し田だ 一はじめ
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※2009年5月10日発行の電撃文庫『Kaguya4～月のウサギの銀の箱舟～』初版に基づき制作









[image: ]




item/image/t001.jpg
ot ©





item/image/t003.jpg





item/image/t002.jpg
@_ HF ae ke O W





item/image/p085.jpg





item/image/cover.jpg





item/image/p277.jpg





item/image/i-bookwalker.jpg
AT

BOOK>~WALKER





item/image/p037.jpg





item/image/hyou4.jpg





item/image/p073.jpg





item/image/dengekibunko-club.jpg
BExE |EEEd http://dengekibunko.jp/






item/image/p147.jpg





item/image/logo-dengeki.png





item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		目次



		序章



		第一章　鳥籠の楽園



		第二章　明るい家族計画？



		幕間



		第三章　チャイルドコード



		第四章　常夜の終わるとき



		終章



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/kuchie-001.jpg





item/image/photo.jpg





item/image/kuchie-004.jpg





item/image/t005.jpg
@ ] W rNRn—





item/image/t004.jpg





item/image/kuchie-002.jpg
contents

ana

O = | 1 wwoue
R || 4ot %éu%%ﬂﬁ@?@

© v
AR 11| o i«mﬁzkr@

@%@ﬁﬁ IF 1 O & Q10 A Hy

s @)

RO N @





item/image/t007.jpg
- (755,





item/image/kuchie-003.jpg
@rég & @ii





item/image/t006.jpg





item/image/p208.jpg





